










































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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◇死神と他殺志願者




「飛び降りないの？」

　唐突な質問。地上の群衆から視線を切って振り返る。

　三メートルほど離れた所。給水塔の前に、嘘うそっぽい少女が立っていた。

　五月の風に揺れる、ダークブラウンのショートカット。斜陽に照らされて、妖あやしく光る紫紺の瞳。

　球形のピアスが、翡ひ翠すい色の輝きを放つ。

　くっきりとした目鼻立ち。一七〇センチ近い身長も相まって、モデルめいた雰囲気だ。

　ベージュのコートに、黒いジーンズを合わせている。足元には淡い紫のハイヒール。

　容姿端麗。ただ、それも彼女の嘘っぽさを助長している。

　強いて例えるならば、書類の記載例として記された『面めん接せつ太た郎ろう』や『英えい検けん花はな子こ』という名前に近い。目の前にいながら、一目で「こんな人間は存在しないだろう」と思わせる謎の力が彼女にはあった。

「誰だ？」

「えーっとぉ、死神？」

　問いに、少女は彫像めいた微笑ほほえみを浮かべる。
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　返答自体には驚かなかった。誰に殺されるかは問題じゃないから。条件さえ満たしていれば、相手は死神でも構わない。

　とりあえず、設定を受け入れて尋ねる。

「死神も結婚するんだな」

　言って、死しに神がみ花はな子この手元を指さす。

　彼女の左手薬指には、シルバーリングがはまっていた。

　数秒の硬直を挟み、花子は苦笑する。

「これ、飾りだよ」

「男除よけか」

「そんな感じ」

　引きつった笑み。ここでようやく、俺は彼女が実在の人間であると確信した。

　微苦笑のまま、花子が俺の右隣まで歩いてくる。必然的に、廃はい墟きよの屋上から地上を見下ろす形となった。

　周囲には手すりも柵も無い。理由は、一般人の侵入を想定していないから。らしい。数年前、管理会社はそう説明していた。

　まぁ、屋上から飛び降りた訳じゃないんだけど。

　……飛び降りるつもりか？　花子の様子を窺うかがう。

「死んじゃったの。結婚するって約束したのに」

「後を追うのか？」

「追わないよ。まだ」

　嫌な倒置法だった。

　互いの距離は五〇センチほど。手の届く所に死神がいる。死神を名乗る奇人がいる。

「あたしには、やらなきゃいけないことがあるからね」

「……俺を、殺しに来たのか？」

「そうだと言ったら？」

　花子は探るような視線を向けてくる。冗談半分だったのに。

　研みがかれた鎌を思わせる瞳。堪たまらず目を逸そらし、無意味に首を押さえた。

　花子が問いを重ねる。

「殺してほしいの？」

「いや、結構だ」

「ふーん」

　そっけない反応だけ返し、視線を眼下へ向ける花子。意図せず同じ動きをしてしまう。

　いくつもの小さな人影が、忙せわしなく動き回っていた。

　どっかのラピュタ王家は、逃げ惑う人々を見て『人がゴミのようだ』と言っていたが、個人的には『ゴミが人のようなのだ』と思う。

　人間の出すゴミほど人間に近しい存在を、俺は他に知らない。

「怖いの？」

　ゴミ……じゃなくて人の群れを眺めながら、花はな子こが訊きいてきた。努めて冷徹に応じる。

「違う」

「本当に？」

「俺は死にたい訳じゃない」

「あははははっ！　そんな顔して、こんな所にいるのに!?」

　真顔で言ったら爆笑された。これほど人を笑わせたのは、生まれて初めてかもしれない。つうか、顔は関係ねぇだろ。

　気を取り直して、俺は本懐を教える。




「俺は、俺のことを愛している人に殺されたいんだ」




　一瞬、花子の表情が消えた。

「……………………ウケる」

　ウケるなよ。

　嘆息して空を仰ぐ。女の子は降ってこない。

　とんでもない死神に捕まってしまった。厄日だ。

　布団で眠る病人を連れてきて、花子を布団の足元に立たせるか？　思案していると、

「……君の望み、叶かなえてあげようか？」

　死神の方から提案してきた。思わず失笑する。

「お前が俺を愛して、殺してくれるのか？」

「あははっ！　そんな訳ないでしょ！」

　腹を抱えて、再び爆笑する花子。羞恥で顔が火照った。

　不満を込めて尋ねる。

「じゃあ、どうやって俺の望みを叶えるんだよ？」

「女の子、紹介してあげる」

「断る」

　踵きびすを返して歩き出した。

　こんな所へ来るような人間だから多少は期待していたが、とんだ時間の無駄だった。こいつは、俺の命題を馬鹿にしているのだ。そう思えば、一連の軽薄な態度にも納得がいく。

「君の望みを叶えてくれる女の子だよ」

　背後からの声に、足を止めてしまった。無視すれば良かったのに。

　けど、我慢ならなかった。

　こっぱずかしい言い方になってしまうが、これは俺の夢なのだ。

　他の何を引き換えにしてでも、叶かなえたい夢。それを馬鹿にされては、黙っていられない。

「……適当なこと言うなよ」

　睨にらみつけるため、顔だけ振り向くと、眼前に花はな子こが立っていた。

　鼻白む俺の目を、彼女はじっと見つめる。僅かな陽光を反射して、紫紺の瞳が淡く輝く。

「君も本当は分かってるんでしょ？　このまま生きていても、君の望みは絶対に叶わない。満たされないまま死んでいく」

「……」

　図星だった。

　幼い頃から抱いている夢だが、具体的にどうすればいいのかは今も分かっていない。こんな夢を周囲に語れば、然しかるべき施設に強制送還されてしまう。故に、こういう頭のおかしい奴やつにしか相談できない。

「そうなるくらいなら、私の提案を聞いてみるのも、一つの手じゃない？」

　頭のおかしい奴による、おかしい提案。俺はおかしい頭で考える。

　常識的に考えれば、そもそもおかしい夢なのだ。試す価値はある。かもしれない。

「……暇つぶしに冷やかされてやるよ。感謝しろ」

「そっちこそ感謝してよ。恋のキューピッドになってあげるんだから」

　渋々ながら了承すると、花子は頬ほおを膨らませた。

「どうしてそこまでする？　何が目的だ？」

「君を殺すこと」

「……俺のこと、好きなのか？」

「あははっ！」

　三度目の爆笑。慌てて釈明する。

「いや、今のは変な意味じゃなくて」

「分かってるよ。けど、口調がアホっぽかったから」

　アホはお前だ。心中で吐き捨てた。




　三日後。午後一時一〇分前。

　週に一度の部活動をサボって、俺は最寄りの喫茶店を訪れた。

　和洋折衷のモダンな内装。レトロな雰囲気のアンティーク家具や雑貨が、整然と配置されている。床に敷かれているのは、タータンチェックの絨じゆう毯たん。

　店員の誘導に従い、左隅奥のテーブル席へ腰かける。錆さび色のソファが軋きしんだ。

　今から一〇分後。俺の望みを叶えてくれる女の子が、ここへ来ることになっている。

　正直、期待はしていない。所詮は死神の戯たわ言ごと。信じる方がどうかしている。

　つまり、俺はどうかしている。

　我ながら情けない話だ。あんな奴やつの言うことを真に受けるなんて。自分で自分が嫌になる。

　羞恥に駆られて、周囲を見回す。

　花はな子こがどこかから監視しており、俺の醜態を眺めているかもしれない。

　……それ、何が楽しいんだよ。馬鹿馬鹿しい妄想に、自嘲的な笑みが漏れた。

　恐らく『周囲に見られている』という錯覚は、『自分は周囲から注目されるべき存在だ』という自信の裏返しであり、『自分に注目してほしい』という期待のなれの果てなのだと思う。

　真横の窓ガラスで、己の容姿を確認。

　グレーのパーカーにジーンズ。脇には学校指定のサブバッグ。無難の極み。

「……はっ」

　自身の虚像に対して失笑を浮かべる。外を歩くサラリーマンが、素早く目を逸そらした。




「貴方あなたが殺されたい人ですか？」




　気だるげなアルトボイス。ぎょっとして顔を向けると、無表情の少女が立っていた。

　黒くろ紅べに色の艶つややかな長髪。魚を模したシルバーアクセサリーが、その上を優雅に跳ねている。

　琥こ珀はく色いろの澄んだ瞳。薄紅の唇。通った鼻すじ。雪色の肌。表情こそ暗いが、整った容姿。

　着ているのは、灰白色のハイネックニット。その上にデニムワンピースを合わせており、細い脚は黒のタイツで覆われている。肩にはベージュのレザーバッグという着こなし。

　背は低い。一五〇センチ前後だろう。身体からだも華きや奢しやで、腕は枝みたいだ。

　好みではない。そんな俺の心中を見透かしたのか、眉を顰ひそめる少女。

「黙っていないで、質問に答えてください」

「……端的に言えば」

　早くも齟そ齬ごが生じている。あの死神、仲人なこうどの資質ゼロだな。

　ため息を吐ついて、少女は俺の対面に座った。座高が低いのか、座ると更に小さく見える。

「正しよう蓮れん寺じ東ひがし高校三年、浦うら見みみぎりです。浦うら賀がの浦に見るの見、みぎりは平仮名です」

　事務的な自己紹介。機械的に返す。

「今いま井い高校三年、淀よど川がわ水面みなもだ。淀んだ川の水すい面めんって書く」

「変わった名前ですね」

「お互い様だろ」

　字面は俺の完全敗北だけど。淀よど川がわって苗みよう字じが大きなディスアドバンテージだな。

　胸中で嘆息すると同時、浦うら見みが身を乗り出し、目前まで顔を寄せてきた。

　妙な引力を持つ大きな両りよう眼めが、身動きを許さない。フルーティな香りが鼻先を撫なでた。

　驚きよう愕がくと動揺と緊張と狼ろう狽ばいを押し殺し、眼まな差ざしで何用かと尋ねる。

「貴方あなた、奥おく二ぶた重えですね」

　平へい坦たんな声で、浦見は脈絡なく言った。

「……奥二重だと、何か問題あるのか？」

「問題点を指摘した訳ではありません。貴方の長所を必死で探した結果です。他に褒める点が無かったんです」

「『奥二重以外に褒める所が一つもない』って、割と強めの悪口だろ」

「うるさいです」

　言い捨てると、浦見が軽く挙手して店員を呼んだ。

　颯さつ爽そうと現れた、笑顔が似合うスタッフに注文。すると思いきや。

「……スキンヘッド、似合ってますね。衛生面を考慮してるんですか？」

「っ！　ば、馬鹿。何言ってんだ」

　その人は死ぬ気で育毛したけど駄目だったんだよ。

　いきなりの不ぶ躾しつけな質問に戦々恐々としながら、改めて注文。

「アイスのカフェラテをお願いします。あ、ストローも」

「俺はホットミルクで」

　笑みを強こわ張ばらせて、メモを持った店員（ハゲ）がキッチンの方へ向かった。

　同時、浦見がこちらを睨にらんでいることに気づく。

「な、何だよ？」

　上擦った声で問うと、彼女は小さく嘆息した。

「コーヒーは苦手ですか？」

「別に。好んで飲まないだけだ」

「じゃあ、次からコーヒー以外は注文しないでください」

「……は？」

　意味不明な要求に困惑していると、ストローの差されたカフェラテとホットミルクが運ばれてきた。

　店員が去った後、浦見は少しだけカフェラテを飲み、物憂げに呟つぶやく。




「私は、最愛の人を殺したいんです」




「……そういうことか」

　瞬間、花はな子この意図を理解した。

　自分を愛してくれる人間に殺されたい俺と、最愛の人を殺したい彼女。

　上う手まくいけば、二人の望みを同時に叶かなえることが出来る。という算段か。

　また一口飲んで、彼女は続ける。

「詳しい説明は省きますが、私には幼少期から『最愛の人間を殺したい。殺したくなるほど愛したい』という願望があります」

　緊張しているのか、声は微かすかに震えていた。

「こんなこと、今までは限られた人にしか言えませんでした。気の迷いだと自分に言い聞かせて、諦めようとした時期もありました」

『限られた人』には、恐らく死しに神がみ花子も含まれているのだろう。

「……けど、駄目なんです。日増しに思いは強くなっていくんです。誰かを愛したくて、殺したくて堪たまらないんです」

　……同じだ。

　俺も、誰かに愛されたくて、殺されたくて堪らない。

　生まれて初めての同種との邂かい逅こう。図らずも精神が高揚する。

「このままだと、いずれどこかでどうでもいい人を殺してしまいそうなんです。そんな消化不良の殺人では、死刑にされても死にきれません」

　その通りだ。どうでもいい奴やつに殺されたら、悔やんでも悔やみきれない。地獄に落ちる以上の苦痛と屈辱だ。

　人生の末路を想像したのか、青ざめた浦うら見み。彼女は切なる声で言い切った。

「だから、私が貴方あなたを殺します」

「……おう。助かる」

　混乱するあまり、意味不明な返答をしてしまった。何だよ、助かるって。

「その代わり、貴方は私に愛されてください。私にとって、最愛の人になってください」

「わ、分かった。努力してみる」

　この瞬間、利害関係の一致によって、人生初の恋人候補が誕生した。

　安あん堵どの息を吐ついた恋人候補が、メニュー表を手に取り、その角で俺の手の甲をつつく。

　止やめろ。地味に痛いから。

「もし、貴方を愛することが出来たら、その時は遠慮なく刺殺してあげます」

「殺害方法まで決まってるのか」

「爆殺でもいいですよ。方法にこだわりは無いので。どう足あ掻がいても決して手の届かない所へ行ってくれれば良いんです」

「爆殺は勘弁してくれ。何が原因で死んだのか分からない」

　第一希望は絞殺。次点で刺殺かな。第三希望を圧殺にするか毒殺にするか、悩ましい所だ。ちなみに最下位は溺死。

　懊おう悩のうする俺を、浦うら見みは不安げな上目遣いで見つめる。

「……私からの話は以上です。何か質問はありますか？」

　俺は迷わず尋ねた。

「お前と花はな……、あの女の関係は何だ？」

「あの女とは、死神を自称する女のことですか？」

　渋面で問われて頷うなずく。

「……姉妹です。遺憾ですが」

　自称死神の姉と、最愛の人を殺したい妹。

　育ちは良くなさそうだな。俺も人のこと言える立場じゃないけど。

「とはいえ、姉さんにも良い所はあります。両利きです」

「姉の長所、それしか無いのか？」

「あと早口言葉が得意です」

「……奥おく二ぶた重えの時も、スキンヘッドの時も思ったけど、褒める所が無いなら無理して褒めなくても良いと思うぞ」

　お前、人を褒めるの向いてないよ。

　俺の本音に、浦見は真剣な面持ちで答える。

「どんな人であっても、好きな部分を探して、伝えるようにしてるんです。そうすれば、そこをきっかけに、好きになれるかもしれないでしょう？」

　つまり、現時点で俺の好きな部分は奥二重だけということか。前途多難だなぁ……。

　アイプチの使用を検討していると、急に浦見が立ち上がった。

「ここでダラダラ喋しやべっていても仕方ありません。そろそろ行きますよ」

「は？　どこに？」

　聞くと、何な故ぜか半眼を向けてくる浦見。

「決まっているでしょう。服屋ですよ」
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　浦見と並んで店を出る。涼風が頬ほおを撫なでた。

　母の手を想起させる感触。思わず口角が上がってしまう。

「にやけないでください。気持ちが悪いです」

「お前、俺を好きになる気あるのか？」

「貴方あなたこそ、私に愛される気はあるんですか？」

　横目で互いを睨にらむ。いきなり剣けん呑のんな雰囲気。

　待て。落ち着け俺。対立すれば、どちらの望みも達成できない。大切なのは譲歩だ。感情的になるな。

　深呼吸して、強引に話題を変える。

「……飲み物、まだ残ってたぞ」

「あえて飲まなかったんです。美お味いしくなかったので」

　失礼な奴やつだ。心中で毒づく。

　そういえば。

「どうしてコーヒーなんだ？」

　何の話か分からなかったようで、浦うら見みは可愛かわいらしく小首を傾かしげる。

「どうして、俺は今後コーヒーしか頼んじゃいけないんだ？」

「コーヒーを飲む男性の姿が好きだからです」

「……それだけ？」

　その反応が気に障ったらしく、彼女は不満げに口を尖とがらせた。

「貴方あなたには、徹底的に私の理想を演じてもらいます。異論反論は許しません。基本的に、コーヒー以外の飲み物は禁止です」

「了解」

　素直に受け入れる。全ては愛のため。その先にある死のため。この程度なら従うさ。

「服装も同じか？」

「逆に、そんな風体で誰かに愛されると思いますか？」

「格好を変えたくらいで愛せるのか？」

　あまり自分で言いたくはないが……、好みの分かれる顔立ちだと思うぞ。

　自分なりに凛り々りしい顔を作ると、浦見は深々とため息を吐ついた。

「何の努力もせずに愛されようと、殺されようと思っていたんですか？　図ずう々ずうしい人ですね。そんな考えだから、今まで誰からも、殺したくなるほど愛されなかったんですよ」

「……」

　そう言われると、その通りかもしれない。

　殺したくなるほどの愛情。当然、生半可なものではない。相応の努力は必要。なのか？

　半信半疑な俺の方へ、浦見が歩み寄ってくる。

　戸惑う俺に、彼女は尊大な口調で告げた。

「貴方には、私の理想の男性になってもらいます」

「……分かった」

「殺したくなるくらい魅力的な男性にしてあげますから、覚悟してください」

「お、おぉ」

　手放しで喜んで良いのか、いまいち分からなかった。
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　とりあえず、浦うら見みが勧めるセレクトショップをいくつか巡って、黒いライダースジャケットと白のインナー、ネイビーのスキニージーンズをそれぞれ二着ずつ購入した。

　服屋のトイレで着替えて、店先のショーウインドーで全体像を確認。

　悪くない。ファッションとは、もっと複雑怪奇なものだと思っていたが、案外簡単なのかもしれない。

　意気揚々と歩き出そうとした時、インナーの襟えりを掴つかまれた。

「ぐっ……」

　狭まる気道。乱れる呼吸。遠のく意識。

　振り返らず、背後の敵を詰い問める。

「何しやがる」

「タグ、外してください。一緒に歩くこっちが恥ずかしいです」

　要求があれば口で言え。

　野蛮人の暴挙に喉をさすっていると、浦見が俺の前へ出た。

　振り返らず、背後の俺に命令する。

「何をしているんですか？　次に行きますよ。早くしてください」

「まだ服買うのか？」

「別件です」
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　次の目的地は美容室だった。

　蜂蜜に似た甘い香りのする中、散髪が行われる。

　結果、俺の髪型は生まれて初めてのオールバックとなった。大量のジェルで固めたせいか、髪を手で動かすとバリバリという音がする。

「かなり改善しましたよ。良かったですね」

　木目調の待合室にて。ロッケンロールな俺の容姿に、浦見は満足そうな面持ち。

「……お前の理想、ちょっと古臭くないか？」

「黙って従ってください。愛してあげませんよ。殺してあげませんよ」

　ふと思う。俺はこいつに利用されているだけなのではないか？

　現在、俺の生殺与奪は彼女に握られている。

　他に愛してくれる人間のあても無いので、全ての要求に唯い々い諾だく々だくと従うしかない。

　いずれ『そこにあるビルの屋上から飛び降りてくれたら殺してあげます』などと言い出すかもしれない。先行きに不安を覚える。

「帰りますよ。早くしてください」

　そんなに急いでどこへ行く。心中で呟つぶやき、後を追って店から出た。

　携帯電話で時刻を確認。午後五時一一分。

　慣れない場所を連れ回されたせいで疲れた。英気を養うため、明日の授業は休むしかない。浦うら見みのせいだ。俺は悪くない。

　留年したら学費を請求してやる。企たくらむと同時、浦見が歩調を緩めて、俺の隣へやって来た。

　計画を悟られぬよう目を逸そらす。

「こちらを向いてください」

　命令が下された。仕方なく立ち止まり、顔を浦見の方へ。

　値踏みするような眼まな差ざしで、俺の全身をチェックする浦見。妙に気恥ずかしい。

　一分後。彼女は小さく嘆息する。

「まぁ、及第点といった所ですかね」

「これだけやって、まだ及第点なのかよ……」

　多分、俺史上最高得点だぞ。

　うなだれる俺に、浦見が追い討ちをかけてくる。

「貴方あなたのような人間が、この程度で変われると思ったら大間違いです。自惚うぬぼれないでください」

「シビアだな」

「妥協しない主義なんです」

「その主義で生きるの大変そう」

「この主義で死ぬのはもっと大変ですけどね」

　その発言には激しく同意だった。
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　浦見を自宅の門前に送り届けた所で、初めてのお出かけは終了を迎えた。

　彼女の自宅は二階建ての木造住宅。

　芝生の敷かれた広い庭園には、手入れされた立派な松が何本も屹きつ立りつしている。

「金持ちなのか？」

「ですね。実の父母ではありませんけど」

　聞くと、左の浦見は真顔で答えた。

　実父と実母の不在。新たな共通項。

　人間は、自分と近しい要素を持つ人間と一緒にいることで安心する。同族からの理解と共感、肯定が大好きだ。

　だから、勝者は勝者を求める。敗者は敗者を求める。強者は強者を求める。弱者は弱者を求める。

　そして、常識という偏見を一層強固にし、排他性を強めていく。

　結論。俺が浦うら見みにこれといった理由もなく惹ひかれるのは自然なことであり、断じてロリコンではない。

　自分で自分に言い聞かせていると、浦見が今日一日の総括を始めた。

「貴方あなたの矯正には、相当な労力が必要ですね」

「それは俺の労力であってお前の労力ではないだろ。労するのは俺だろ」

「添削と指導には多大な労力が必要なんです。貴方には分からないでしょうけど」

　何でお前には分かるんだよ。誰の何を添削・指導した経験があるんだよ。

　と、言った所で意味が無いのは重々承知。文句は飲み下し、説教を受け入れる。

「……よし、決めた。俺はお前に歩み寄るための努力を惜しまない。その代わり、お前も歩み寄る努力はしてくれ。お互いに協力しよう」

「……分かりました」

　真面目な表情で答えた浦見が、一歩距離を詰めてくる。

　何のつもりかと聞く前に、ひしと抱き着いてきた。

「っ!?」

　慌てて真意を読み取ろうとするも、表情は見えない。ただ、耳は朱色に染まっている。

「……オプションは頼んでないぞ？」

　精一杯のジョークも虚むなしく、彼女は不服そうな面持ち。

「リアクションが薄いです」

「あ、当たり前だろ。攻撃に対してリアクションすると、苛か烈れつさは増すんだから」

「……苛烈になったら、嫌ですか？」

　上目遣いでの問い。返答に窮する。

「……内容次第かな」

「これくらいなら、どうです？」

　言うと、浦見は爪先立ちして、耳に吐息を吹きかけてきた。

「ちょっ、ちょっと待て」

　必死に頼んでも、彼女は離れようとしない。さすがに抵抗を試みる。

「これ以上攻撃が苛烈さを増す場合、俺も反撃せざるを得ないぞ」

　警告されて、浦見が視線を泳がせた。

「や、やれるものならやってみなさい。私は抵抗しません。抵抗するまでもありません」

　言ったな？　すかさず浦うら見みの視界の外から手を伸ばし、耳たぶをつまんでみた。

「にゃっ」

　にゃっ？　甲高い奇声を脳内で復唱すると同時、足の甲が踏み抜かれた。

「い、痛いてぇ……」

　激痛に悶もん絶ぜつ。足の甲を押さえる。ピンヒールじゃなくて良かった。

　首元まで赤面した浦見が、小走りで家の玄関へ。扉を開き、素早く中に逃げ込む。

「変態行為は自重してください」

　僅かな隙間から言い捨てて、ぴしゃりと扉を締め切った。

　取り残された変態は堪たまらず呟つぶやく。

「……こっちの台詞せりふだよ」
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　帰宅後。自室のベッドに横たわり、ぼんやり天井を見上げる。

　生活感はあるのに生気が感じられない。なのに落ち着く。奇妙な空間。

　そんな安寧を邪魔する、携帯電話からの着信音。

　画面には見知らぬ番号が表示されている。

　間違い電話か？　おそるおそる通話ボタンを押した。

「もしもし」

『おつかれ～』

　甲高く、空々しい声。

「……花はな子こ？」

『花子？』

　スピーカーから呆ほうけたおうむ返し。

「すまん、間違えた。死神だな」

『どう間違えたら花子になるの？』

　死神もとい浦見姉はケラケラと笑った。

「……こんな時間に、何の用だ？」

『声が聞きたくなっただけ』

「っ、…………さいですか」

　そんな台詞、生まれて初めて言われた。だから、適切な返答も分からない。

　ぎこちない反応を受けて、クスクス笑う浦見姉。

『ドキっとした？』

「……してねぇし」

　普段より強く心臓が拍動しただけだし。

　深呼吸している間も、浦うら見み姉は尋ねてくる。

『どう？　みぎりと上う手まくやっていけそう？』

「まだ分からん。基本的に他人と上手くやっていけたことがないから」

『まるで身内とは上手くやってきたかのような口ぶりだね』

「まるで身内とは上手くやれなかったことを知っているかのような口ぶりだな」

　なぜ分かった？　エスパーなのか？

　異能力バトル展開に備えていると、浦見姉が小声で呟つぶやいた。

『そういう意味では、似た者同士かもね』

「……」

　いや、みぎりの身内はお前だろ。出かかった言葉を飲み下す。

『他に感想は？　何でもいいよ』

「……耳たぶが柔らかかった」

『……ちょっとキモい』

「何でもいいんじゃなかったのかよ……」

　図らずも嘆息が漏れた。浦見姉は偉そうに続ける。

『女子の「何でもいい」を真に受けちゃ駄目。常識だよ』

「アインシュタインいわく、常識とは一八歳までに身につけた偏見のコレクションらしいぜ」

『アインシュタインに語れるほど、女子は簡単じゃないよ』

　だとしたら誰も語れねぇよ。

　人類最大の難問に頭を抱えていると、

『じゃあ、そろそろ切るね。また電話するから、番号登録しといて』

「……了解」

『愛してるぜい。なんちゃって』

　返答を待たず、電話が切られた。

　普段より強く心臓が拍動した。





◇金魚と他殺志願者




「デートをします」

「でーと？」

　おうむ返しすると、対面に座る浦うら見みは深いため息を吐ついた。

　一瞬、本気で何語か分からなかった。それくらい馴な染じみのない単語。デート。

　男女が日付と時間を決めた上で会うこと。また、その約束。

　定義上は、今この瞬間もデートの最中だ。

　あれから、俺たちは数回の逢おう瀬せを重ねた。浦見が通う高校の放課後や休日に、今日みたいに初めて会った喫茶店（同じ席。満席になることは永遠に無いと思われる）へ足を運び、しばらく話す。日によっては店を変えたり、服屋や雑貨屋、書店をぶらついたりする。

　最後は、浦見の自宅前で総括。という名のダメ出しパラダイス。

　ただ、改めて宣言したということは『いつも通りでは駄目』ということだろう。

「初めから終わりまでのデートプランを練り、私をエスコートしてください」

「そんなこと言われても、俺デートなんかしたことないぞ」

「言い訳は聞きません。最高のデートを用意する。私の要求はそれだけです」

「……りょ、了解」

　拒きよ否ひ権はない模様。浦見が高飛車に続ける。

「厳しく採点しますから、死力を尽くしてくださいね。赤点を取ったら、殺してあげませんよ」

「採点基準は？」

「私の主観です」

　打つ手なしじゃねぇか……。
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　翌日。最高のデートを用意するため、俺はある人物を頼ることにした。

　電話で聞かなかったのは、件くだんの人物が男からの着信を基本的に無視するから。

　久々に高校へ行き、久々に授業を受けた後。

　向かっているのは、美術準備室だ。

　同級生や教員から、卒業の可否や成績について聞かれた際、俺は『大丈夫』と答えるようにしている。嘘うそではない。大丈夫か大丈夫でないかで言えば、絶対に大丈夫だ。問題なし。ノープロブレム。

　問題を問題と認識できないことは幸せだ。と考えている時点で本当は問題だと認識しているのか。つまり足りないのは認識ではなく危機感。あと興味関心意欲態度勉強根性友情愛情。

　自己分析の結果、絶望。同時に準備室へ到着。あの人いるかな。中を覗のぞき込こむ。

　いた。

　壁に背を預けた女と、その女に右手で壁ドンをかましている女がいた。

　それだけでは飽き足らず、壁ドン女は壁女の顎に左手を添えて、自分の方へ向けた。俗に『顎クイ』と呼ばれる動作だ。

　薄い扉越しに声が聞こえてくる。

「駄目です。こんな所で……」

「大丈夫だよ。……だから、ね？　いいでしょ？」

「……ちょっとだけですよ」

　了承を得た瞬間、二人の唇が重なった。

　優しいフレンチ・キスを何度も繰り返す。どことなく幻想めいた光景。

　躊ちゆう躇ちよなく扉を開け放つ。

「っ！」

　音に反応して、壁女の肩がびくりと跳ねた。一方、壁ドン女は落ち着き払った態度。

　顔を真っ赤にした壁女が、全力疾走で俺の横を駆け抜けていった。

「……うす」

「いいところだったのにー……」

　恨めしそうに俺を睨にらむ壁ドン女。本名は女おな川がわ好このみ。

　俺を美術部に引き込んだ張本人であり、高校で唯一、まともな交流がある生徒だ。

　青みがかった黒髪を、ポニーテールにしている。翡ひ翠すい色の瞳は宝石のように美しい。

　蜂蜜色の肌。彫りの深い目鼻立ち。しなやかな肢体。

　黒のワイドパンツとカーキ色のシャツを合わせており、垢あか抜ぬけた雰囲気。私服校だから許される服装だ。

　身長はかなり高い。浦うら見み姉ほどではないが、十分すぎるくらい魅力的な容姿。ちなみに、推定Ｆカップ。ちなみにちなみに、浦見は確定Ａカップ。

　俺はＦカップをたしなめる。

「学校でいかがわしいことするのは止やめろ」

「してないよ。平日は」

　嫌な倒置法だった。土曜日ならしてもいいのかよ。

　彼女は破顔して言う。

「初めて会った時も、こんな感じだったよね」

「成長してないな」

「全くだよ。しっかりして」

　こっちの台詞せりふだ。

「そういえば、燕つばめちゃんと連絡が取れないんだけど」

　また着信拒きよ否ひされたのか……。

「……あの人に変なことするな。紹介した俺が怒られるんだぞ？」

「何もしてないって！　ほんとほんと！　キスする前に殴られたから！」

「してるじゃねぇか……」

　ため息を吐ついて室内を見回す。

　八つの長机を二つずつ使って、四つの島が作られている。どの机にもデッサン用のモチーフやハードカバーの書籍、各種資料が山と積まれており、今にも崩れそうだ。

　壁際には個人用ロッカーと本棚。反対側の壁際には、電子レンジや冷蔵庫などの家電が並べられている。雑然とした空間とは、こういう場所を指すのだろう。

　家電が置かれた机の下。段ボールの中から紙コップを取り出し、インスタントコーヒーの粉末を投入。電気ポットで湯を注ぐ。

「で、誰に用があって来たの？　人に聞かれても問題ない内容なら、伝えておくけど」

「……お前に、聞きたいことがあるんだ」

「好このみに？」

　首を傾ける女おな川がわ。一人称に自分の名前を用いる人間は、俺の知り合いには彼女しかいない。

「……デートプラン作るの、手伝ってほしい」

　一瞬で距離を詰めた女川に、両肩を強く掴つかまれる。ついさっきまで沸騰していたコーヒーがこぼれそうになった。

「相手はどんな子!?　エロい!?　卑ひ猥わい!?　いやらしい!?」

「お、落ち着け」

　実質一択じゃねぇか。

　火傷やけどを防ぐため、机上の僅かなスペースにコップを置く。

「エロくはない。けど、容姿は整ってる。……どっちかと言えば、可愛かわいい部類だと思う」

「ならば死ね」

「お前が死ね」

「殺されろ」

　殺されるよ。言われなくても。

　正気を取り戻した女川が確認してくる。

「要するに、聞きたいことってデートプランの組み立て方？」

「そんな感じだ」

「何で好このみに聞くの？」

「他にあてがないから」

「男友達いないの？」

　うん。いないの。女友達もいないの。頷うなずくと、女おな川がわは小さく嘆息した。

「……とりあえず、好にもコーヒー淹いれて。というか、自分がコーヒー淹れる時は女の子にも飲むかどうか確認しなさい。これ鉄則」

「わ、分かった」

　慌ててコーヒーを用意。紙コップを女川に手渡す。

「まず、その子は何が好きなの？」

「分からん」

　即答。女川が薄目を向けてきた。

「……ヤる気ないなら代わってよー」

　ヤる気は無い。殺やられる気はあるけど。

「次。運動は好き？　ずーっと外にいても平気なタイプ？」

「それは無理だな」

「だったら、屋外は避けるのが無難じゃない？　行くなら映画館とかー、ゲーセンとかー、水族館とかー、プラネタリウムとかー」

　ふむふむ。提案を脳にメモした。

「あと、何をするにしても、基本的には二～三の選択肢を提示して選ばせてあげなさい」

「何で？」

「理由なんか知らなくていいの。こーすれば女の子が喜んでくれるってことだけ覚えとけば、オールオッケー」

「『どっちでもいい』って言われたら？」

「相手の趣味嗜し好こうを考慮して決める」

　趣味嗜好なんざ分かんねぇよ。

　表情で心の声が伝わったらしく、女川は眉根を寄せた。

「相手のこと、知りたいと思わないの？　デートに行くってことは、脈ありなんでしょ？」

　脈ありどころではない。俺の人生が懸かっているのだから。

　しかし。それでも。知りたいとは思わない。

「……俺、自分にとって都合のいい部分だけ見ていたいんだよ」

「……好きな人のことであっても、自分に不都合な部分は知りたくない？」

「好きな人に限った話じゃねぇけど」

　浦うら見みが好きか否かという部分はスルー。

「……そっかー」

　嘆息した女おな川がわは、紙コップ片手に扉の方へ。

「寂しーね」

　廊下へ出て行く直前の一言が、耳にべたりとこびりついた。

「……うるせぇ」
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　デート当日。集合時刻三〇分前。俺は待ち合わせ場所の駅前へやって来た。

　服装は全て浦うら見みセレクト。黒のライダースジャケットをメインに据えたコーディネートだ。

　髪もオールバック。ジェルマシマシのバリカタである。

　無論、外見だけ整えた訳ではない。

　あれから、俺と女川は議論に議論を重ね、一つ一つの案を慎重に検討し、綿密な計画を立てた。具体的には、女川の案（身体からだをまさぐる、耳を舐なめる等）を徹底的に潰した。

　その結果『二秒で抱ける！　最強デートプラン！』という最低な名前のプランが完成。

　二秒で抱けるかどうかはさておき、プラン自体の完成度には自信がある。

　あとは、俺が忠実に遂行するだけ。余裕だ。

　………………多分。

　二〇分後。浦見が小走りで現れた。

　動きに合わせて、水色のフレアスカートが揺れる。やや大きいベージュのカーディガンを羽織っており、肩には普段使いのレザーバッグ。可か憐れんな雰囲気に胸が高鳴る。

「待ちましたか？」

「いや、今来たところだ」

「良かったです」

　安あん堵どの息を吐つく浦見。

　女川いわく、これが正しい対応らしい。『三〇分前には待ち合わせ場所へ行きなさい。その上で、相手には待っていないと笑顔で答えるのよ』と、何度も口酸っぱく言われた。

　正直、意味不明だ。どうして三〇分前に来なければいけないのか。どうして待っていないと言わなければいけないのか。さっぱり分からない。

　分かるのは、女川が俺より遥はるかに女性のエスコートを心得ているということだ。また、貴重な女性目線の意見でもある。従わない理由はない。

　呼吸を整えてから、偉そうに腕組みする浦見。

「さて。約束のデートプランは練ってきましたか？」

「いくつか考えてきた」

　自分で命令したクセに、浦うら見みは驚いた様子。

「……期待はしていませんが、聞いてあげましょう」

「映画館か、水ぞ」

「水族館がいいです」

　食い気味に言われて戸惑う。

「……他にも候補あるけど」

「水族館がいいです」

「……」

「水族館」

　頑として譲らない浦見。

　やはり、俺に拒きよ否ひ権は無いようだ。
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　がら空きの電車に乗って、近隣の水族館へ向かう。

　本日は久々の快晴。風は強いが、屋内であれば問題なさそうだ。

「そういえば、何で今日はＯＫだったんだ？」

「それは……」

　実を言うと、今回のデートは二度延期されている。先週と先々週。理由は雨。遠足かよ。

「……晴れ、だからです。雨は駄目なんです」

　浦見は躊躇ためらいがちに答えた。

　屋内デートなのに、天候を気にする理由。女おな川がわも分からないと言っていた。

　ただ、おかげでプランをじっくり練ることが出来た。満足してもらう自信はある。

　……まぁ、ほとんど女川が考えたんだけど。
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　電車を降りて歩くこと数分。目的地に到着した。

　矢や頭がしら水族館。今年でオープンから四七年。歴史と趣のある水族館だ。

　全面ガラス張りの外観に圧倒されながら館内へ。

　人はいない。タッチパネル式の自動券売機だ。建物の厳かな雰囲気とは、不釣り合いな安っぽさ。

「えーっと、チケットの値段は」

「私の分は結構です。年間パスポートを持っているので」

　年間パスポートなんかあるのかよ。ていうか、そんなに来るのかよ。

　一人分のチケットを購入し、更に奥へ進むと、二人の女性が現れた。通路の両端に立ち、営業スマイルを浮かべている。こう言っては失礼だが、ちょっと不気味だ。

　女性にパスポートを見せる浦うら見み。

「たくましい脚ですね」

「余計なことを言うな馬鹿」

　失言を注意しつつ、女性の前を通過。なぜか俺が睨にらまれた。

　水族館など、いつ以来だろうか。ここも前々から興味はあったのだが、実際に訪れたのは初めてだ。しかも、隣には可愛かわいらしい少女。自然と気分が高揚する。

　落ち着け俺。舞い上がってプランを忘れるな。大切なのは、退屈な時間を作らないこと。沈黙はご法度だ。

　浦見が早足で館内を進む。俺も歩調を合わせる。

　突き当たりを曲がると、いきなり大きな水槽が現れた。縦一メートル、横二メートルほど。中を泳いでいるのは、メダカやフナなどの小魚たち。

　水草と朽木の配置が絶妙で、池や川の一部をそのまま切り取ったかのような臨場感。底に敷かれた白砂も美しい。

　水槽が見えた途端、彼女は勢いよく走り出す。はやる気持ちを抑えられなかった模様。

「おい、危ないぞ」

　俺の声など聞こえていない。水槽にへばりつき、食い入るように中を見つめている。小学生みたいだ。

「落ち着け。走るな」

「お、落ち着いています」

　嘘うそつけ。声、裏返ってるぞ。

　展示の一部と化した浦見は、五分経たっても、一〇分経っても、移動する気配が無い。

「……閉館までに出られなくなるぞ」

「し、失礼しました」

　そう言ったのに、次の水槽を見た途端、また走り出す。失礼を繰り返す。

　正直、意外だ。もう少し自制心の強いタイプだと思っていた。

　……子猫的な愛らしさはある、かな。

　解説によると、この辺りは特定の魚ではなく、水槽を一つの作品として展示しているらしい。『山中の小川』や『冬の湖』など水槽一つ一つにテーマがあり、それを限られた空間の中でいかに表現するか、趣向を凝らしているとかいないとか。そんな感じの長文が水槽の脇に記されていた。

　周囲を見回す。大小二〇の水槽が、等間隔で展示されていた。

　受付には、じっくり観みても一時間程度で一周できると書いてあったが、このペースだと倍以上はかかりそうだ。

　カップル向けのスマホアプリや簡単に遊べるゲーム、困った時の話題一〇選など色々準備してきたのだが、この様子だと披ひ露ろうする機会は無いだろう。まぁ、別にいいけど。

　浦うら見みの後を追いかけながら、展示を楽しむ。

　規模が小さい分、客が飽きないよう展示方法や演出に工夫が施されている。照明の当て方が上う手まいのか？

「綺き麗れいだな」

「……な、何ですか？　ご機嫌とりですか？」

「え？　何が？」

「……まぎらわしいことを言わないでください。減点です」

　苛いら立だった浦見に、腹を強く殴られた。遅まきながら失態に気づく。

「そ、そんな水槽よりも、お前の方が綺麗だぜ」

「水槽に勝っても嬉うれしくありません」

「いや、本当だって。超可愛かわいい」

「……嘘うそです」

「嘘じゃない。浦見ちゃんマジ天使。一万年に一人の美少女。パーフェクト」
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「わ、分かりました。もう結構です」

「浦うら見みちゃんと一緒にいられてめっちゃ幸せ。他には何も要らない。ノー浦見ノーライフ」

「止やめてください。恥ずかしいです」

「思いが溢あふれ出だして止まらない。浦見ちゃん世界一。神より神ってる。アイラぶっっっ」

　再び腹を殴打された。いいパンチ持ってるじゃねぇか。

　腹をさする俺に、浦見が詰問する。

「最後、何を言おうとしてました？」

「……忘れた」

　三み度たび、腹を殴られた。１ＲラウンドＴＫＯだった。
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　淡水魚。海水魚。熱帯魚。両生類。甲殻類。水生昆虫などなど。多種多様な生物の展示。

　その中でも、特に浦見が興味を示したのは、金魚のコーナーだった。

　ダークブラウンの内装。昭和の下町を思わせる。

　セピア色のポスターや看板、雑貨が通路沿いを彩っている。頭上には金魚の形をしたちょうちんと、金魚柄のガラスで覆われた灯とう籠ろう。

　夏祭りの縁日の中を歩いているような懐かしさと、幻想的な雰囲気が混在している。不思議な空間だ。水族館側も、このコーナーには力を入れている様子。

　その中央。金魚の大群が、角柱形の大きな水槽の中を優雅に泳ぎ回っている。琉りゆう金きんという種類らしい。丸みのある体形と、揺れる長いひれが特徴的。色も赤、黒、白、金、紅白、赤白黒の三色など様々だ。

　じっと水槽を見つめる浦見に尋ねた。

「金魚、好きなのか？」

「というより、飼育下に置かれている生き物が好きなんです。野生の生き物は嫌いです」

「へぇ。何でだ？」

「自然の中で自由に動き回る動物を見ていると、『お前なんかいなくても生きていける』と言われている気がするんです」

「……言いたいことは、何となく分かる」

　全ての生き物が、その存在をもって、己の存在を否定している気がする。

　そんな感覚に苛さいなまれることは珍しくない。

　浦見が水槽を優しく撫なでる。

「ここにいる生き物は、誰かに助けてもらわないと生きていけない。そういう、生き物として欠陥を抱えている存在が、とても愛いとおしく感じるんです」

　その思考には、激しく共感した。

　ここの魚たちは、自分より遥はるかに巨大な誰かの意志で生かされている。生きることを強要されている。本当は死にたいかもしれないのに。

　そう考えると、同族嫌悪ならぬ同族恋慕に駆られた。……恋慕？

　謎のノイズに戸惑っていると、浦うら見みは神妙な顔で言い切った。

「だから、刺身は天然より養殖派です」

「そこもかよ」

　食う時は関係ないだろ。養殖も美う味まいけど。

　笑いが、記憶の片隅からノイズをかき消し、忘却させた。

　金魚コーナーを出ると、曲がり角の先から外の光が見えた。出口だ。

　その先には中規模の売店がある。おかしやぬいぐるみなどが売られていた。

　結局、一周するまでに通常の倍以上の時間がかかってしまった。プラネタリウムは諦めた方が良さそうだな。

「あの」

「ん？」

　どうかしたか？　目線で尋ねる。

「……もう一周しても、いいですか？」

　無論、拒きよ否ひ権はなかった。
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　二周目を終えて、お土産みやげを購入し、水族館を後にする。

　滞在時間、六時間弱。

　もはやプランもくそもない。出来ることといえば、近場の喫茶店に寄るくらいだ。

　嘆息して空を仰ぐ。

「……曇ってきたな」

「ですね」

　答えた浦見はレザーバッグの中を漁あさっている。何かを探しているようだ。

　ふと気づく。何な故ぜか、顔が青ざめていた。

「浦見？」

「な、何でもありません。行きましょう」

　話を打ち切って、歩調を速める浦見。釈然としないまま追従する。

「そういえば、何を買ったんですか？」

　浦見が、俺の手元にあるナイロン袋を見て言った。

「お土産みやげ。うちの学校の同級生に頼まれたんだ」

　俺の回答に、浦うら見みは目を細める。

「……女性ですか？」

「そうだけど」

「私には何も渡さないのに、女友達には渡すんですね」

　不満げな浦見が口を尖とがらせた。慌てて言い訳する。

「デートプラン作る時に、色々と手伝ってもらったんだよ」

「つまり、私の知らない所で私の知らない異性と密会していたんですね」

「言っとくけど、やましいことは何も無いぞ。潔白だ」

「罪人は皆そう言うんですよ」

　どうやら、まともに話を聞くつもりは無いようだ。

　困った。どう説明すれば納得してくれるのだろう。こういう時の対処法も女おな川がわに聞いておけば良かった。

　どうしたものかと悩んでいると、道沿いにあるカフェのテラス席に見知った姿を発見。

　これ幸いと声をかける。

「燕つばめさん」

「んお」

　らしからぬ呆ほうけた声が返ってきた。

　金の長髪をオールバックにした女性。緋ひ色いろの眼光は威圧的な印象を与える。

　アウターは白いコート。ズボンは白のワイドパンツ。上下白のコーディネートが、金色の腕時計と黒い革靴を際立たせる。

　初対面の不審者を警戒しているのか、俺の後ろへ隠れる浦見。

「目だけで人を殺せそうですね。お知り合いですか？」

「鷹たか燕さん。何かと世話になってる、柄の悪い人だ」

「はい死刑な」

　眉根を寄せた燕さんが立ち上がり、アイアンクローで俺の頭部を潰そうとする。

「いてぇです。勘弁してください」

「嘘うそつけ。てめぇ、痛みなんか感じねぇだろ」

　バレたか。そりゃそうだ。昔からの知り合い。俺の体質も知っている。

　俺を右手一本で拘束したまま、燕さんは命令した。

「あと、女おな川がわのアホを何とかしろ」

「俺に言われても困ります」

「お前の監督不行き届きだろ」

「あんなの監督できません」

　監禁しない限り、止めることなど出来ない。

「別の女を斡あつ旋せんしろ」

「紹介できそうな女性なんて、義か母あさんくらいしかいませんよ」

「大丈夫。女おな川がわにとっては攻略対象だ」

　だから駄目なんだよ……。

「あいつ、最近はスズにも絡んでるぞ」

「雀すずめさん、可愛かわいいですもんね」

　何気なく呟つぶやいた途端、燕つばめさんの声に殺意が宿った。

「……てめぇ、スズに手出したらマジで殺すからな」

「落ち着いてください。可愛いって言っただけです」

「排除する理由としては十分だ」

　暴論を振りかざし、燕さんは更に力を強める。

　ちなみに、スズというのはこの人の弟だ。雀すずめという名前だからスズ。安易なあだ名。

「覚悟しろ。握りつぶして……ん？」

　このタイミングで、浦うら見みが女子だと気づいた燕さん。ニヤリと不気味に笑む。

「……へぇ。可愛い彼女じゃねぇか」

「いや、彼女っていうか、何ていうか……」

　何と説明するべきか。眼まな差ざしで浦見に尋ねた。

「初めまして、浦見みぎりです。淀よど川がわさんとは友人として仲良くさせて頂いております」

「はははっ！　フラれたな！」

　うるせぇ。心中で吐き捨てる。

　俺の気持ちなど露知らず、燕さんは根も葉もないことを嘯うそぶく。

「こいつ『超カワイイ彼女ゲットしたぜ！』って言い触らしてたぞ」

「最低です。勝手なことを言わないでください」

「言ってねぇよ」

　反論を聞かず、浦見が背中の肉をつねってきた。

「お仕置きです」

「止やめろ。マジ痛いって」

　身を捩よじって逃げる。

　しかし、燕さんは逃がしてくれない。

「『好き好き好き好き大好き大好き愛してる愛してるアイラブユーフォーエバー』って騒いでたぞ」

「燕さん、止めてください」

「じゃあ、愛してないのかよ？」

「え？」

　突然のカウンターにたじろいでしまう。燕つばめさんは繰り返し聞いてきた。

「この子のこと、愛してねぇのかって聞いてんだよ」

「いや、えっと、そんなことはなくもなくもないですけど」

「じゃあ愛してるって言え」

「はぁ？」

　理不尽な命令に眉を顰ひそめる。

「今言え。すぐ言え。ここで言え」

「ま、待ってください。俺はまだしも、浦うら見みを巻き込むのは止やめてください」

　秘技、他人を労いたわる体で他人を盾にするの術。

「……私は、構いませんよ」

「え？」

　浦見の呟つぶやきに耳を疑う。その顔は熟れた林りん檎ごのように赤い。

「お、おい。正気か？」

「だと思われます」

「自分のことだろ……」

　思われますって何だよ。言い切れ。

　何とか回避する方法は無いか。必死で考える俺を、燕さんが急せかす。

「ほら、早くしろ。死刑にするぞ」

「くっ……」

　従わないと、燕さんに締め落とされる。この人の前で意識を失うのは死よりも恐ろしい。

　背に腹は代えられない。俺は覚悟を決めた。

「……愛、してる」

　うわぁ。死にてぇ。死刑にしてくれぇ。

　自殺願望を他殺願望で抑え込み、浦見の様子を窺うかがう。口角が僅かに上がっていた。

　一方、燕さんは顔を伏せて肩を震わせている。俺で遊ぶな。

　燕さんを睨にらみつけていると、今度は浦見から命令が。

「もっとロマンチックにお願いします」

「ロマンチック？」

「高層ビルの最上階にある高級フレンチレストランで指輪を渡してください」

「無む茶ちや言うな……」

　まず、ドレスコードを通過できないと思う。

「サプライズは加点の対象ですよ。頑張ってください」

「減点の対象は？」

「爆破オチと夢オチですかね」

　減点されることは無さそうだな。安心した。

　が、それも束つかの間ま。再び燕つばめさんが口を開く。開かなくていいのに。

「つうか、お前ロリコンだったんだな」

「違います」

　多分。きっと。そう信じたい。

　ロリこわい、ロリこわい、と心中で唱えている間に、燕さんが視線の矛先を浦うら見みへ向けた。

　瞬間、全身を強こわ張ばらせる浦見。警戒心剥むき出だし。

　燕さんはゆっくりと彼女の方に近づく。

　内ポケットから手帳とボールペンを取り出し、手早く何か記すと、そのページを千切って浦見に渡した。

「ミナに何かされたら、ここへ連絡しろ。八つ裂きにしてやっから」

　間接的な脅迫。反射的に身震いする。

　紙を受け取った浦見は、おそるおそる言った。

「……さすがに八つ裂きはやりすぎじゃありませんか？」

「……だったら、どうしてほしいんだよ？」

　詰問されて、浦見が求刑する。

「可哀かわい想そうだから、四つ裂きくらいにしてあげてください」

「了解」

　イカれた案が燕さんの独断で採用されてしまった。

　背開きだろうと腹開きだろうと、うなぎにとっては同じだ。可哀想だと思うなら最初から獲とるな。捌さばくな。食べるな。

　やられっぱなしも癪しやくなので、反撃する。

「今日は雀すずめさんとデートですか」

「……わりぃかよ」

　頬ほおを染めて、そっぽを向く燕さん。

「そんなこと言ってませんよ。アツアツですねぇ。ひゅーひゅー」

「はい死刑」

　迫る殺意と腕を躱かわし、テーブルから距離を取る。

「じゃあ、そろそろ失礼します。デート楽しんでください」

「うっせぇカス」

　逃げるようにその場から離れた。正確には、その場から離れるように逃げた。全力で。

　気を取り直し、我々もデート再開。

　あの人のおかげでお土産みやげ問題は先送りされた。誠に遺憾だが、感謝せねばならない。

　燕つばめ讃さん頌しようが天の怒りを買ったのか、水滴がぽつりと鼻先を叩たたいた。

「……雨か」

　あの気象予報士、また外しやがったな。番組側も使わなければいいのに。

　雨は段々と勢いを増していく。急いで、シャッターがおりた商店の軒先へ向かう。

　しかし、浦うら見みは呆ぼう然ぜんとして動かない。虚うつろな目で天を仰ぐ。

「浦見。そこで雨宿りしよう」

「は、はい」

　呼びかけに反応して、ようやく浦見が軒先へ移動した。

「傘くらい用意しとけば良かったな」

「し、仕方ないですよ。予報では晴れでしたから」

　珍しく非難されなかった。いや、怒ってほしい訳じゃないんだけど。そういう趣味は多分あるけど。

　セクシュアルな思索に耽ふけっていると、軒先から落ちた水滴が、浦見の足元に落ちた。

　瞬間、彼女の身体からだがびくりと跳ねる。勢いあまってシャッターに激突した。

「ビビりすぎだろ」

「……うるさいです」

　浦見の反応に違和感を覚える。返答に覇気がない。心なしか、呼吸も荒くなった気がする。

　──残念ながら、それは気のせいではなかった。

　数分後には顔が真っ青になり、その場でしゃがみこんでしまった。身体は小刻みに震えている。体調不良か？

　意を決し、背中をさするため手を伸ばした。

「お、おい。大丈夫か？」

「いやっ！」

　突然、浦見は思い切り腕を振り回した。彼女の爪が、高速で俺の腕の上を走り抜ける。

「痛っ」

　無意味と分かっていても、腕を押さえてしまう。

　腕に赤い線が浮き上がった。線の端から、赤黒い液体が滴したたる。結構深く抉えぐれたな。

「すいません！　大丈夫ですか!?」

　息を荒らげて聞いてくる浦見。激しく取り乱している。こんな姿を見るのは初めてだ。

　俺を殺そうとしている人間が、俺を傷つけて狼ろう狽ばいしている。客観視すると滑稽な絵面。

「俺は大丈夫だから、まずはお前が落ち着け。どっか痛いのか？　持病か？　病院行くか？」

「……手を、握ってください」

「手？」

　場違いな要求に、声がひっくり返ってしまった。

「気持ちの問題なので、安心したら落ち着くと思うんです。……だから、お願いします」

「わ、分かった」

　恥ずかしながら、こういう形で女子と手を繋つなぐのは初めて。緊張してしまう一八歳。

　ズボンで自分の手を拭ぬぐってから、彼女の手を握った。

　細くしなやかな指から伝わる、ひやりとした感触。葬式で握った母の手に似ていた。
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「私、水が怖いんです」

　一〇分後。落ち着いた所で、浦うら見みから説明が始まった。

「雨が降ると、母は不機嫌になる人でした。頭痛がひどくなると言っていました」

　いるよな、そういう奴やつ。俺の周りには二人、いや三人いたか。

「そういう時、母は水を張った洗面器に、私の顔を沈めました。虐待の痕跡を残したくなかったのでしょう」

　淡々と語られる過去にぞっとした。その手のことは色々と経験してきたが、窒息系は特に苦しい。殺される時も、溺死だけは嫌だ。

　……絞殺されたいのに、窒息したくないって、矛盾してるな。

「以来、水が怖くなってしまいました。水の中に入ることは勿もち論ろんですが、水が一気に口の中へ入り込むとパニックに陥ります」

　口元に手を当てる浦見。それを見て思い出す、喫茶店での注文。

　何を飲む時も、彼女は必ずストローを頼む。あれには理由があったのか。

「……だから、先週と先々週は駄目だったんだな」

　浦見は無言で頷うなずいた。

　せっかく出かけても、終始雨に怯おびえていては楽しめない。当然の判断である。

「普段、雨の日はどうしてるんだ？」

「傘があれば、辛うじて動くことは出来ます。けど、今日は忘れてしまいました」

「いつも持ち歩いてるのに？」

「……舞い上がっていたんです。初めてのデートだったので」

　申し訳なさそうに、浦見は目を伏せた。発言と態度が合っていない。

「……ははっ」

「な、何がおかしいんですか？」

「別に。案外そそっかしいんだなぁと思っただけ」

「うるさいです」

　俺の肩を軽く殴る浦うら見み。いつもの調子が戻ってきた。

「そういえば、水族館は大丈夫だったのか？　周り、水だらけだぞ」

　問うと、また浦見の表情が翳かげる。

「……機嫌のいい時、お金に余裕があると、母が連れていってくれたんです。水族館が好きなのは、その影響だと思います」

「……なるほど」

　皮肉だ。思い出も、トラウマも、水が絡んでいるなんて。

　強烈な体験は、良くも悪くも人生に多大な影響を及ぼす。

　プラスの体験はプラスの影響を、マイナスの体験はマイナスの影響を及ぼす。

　マイナスの体験をばねに成功した人間は『あの経験が今に活いきている』などとほざくが、それは嘘うそだ。マイナスの体験を経へた成功者は、プラスの経験を経ていればもっと大きな成功を掴つかむことが出来た人間である。

　マイナスの体験は、マイナスな影響を及ぼし、マイナスの人間を作る。マイナスの人間は、他者にマイナスの体験を与える。この繰り返し。

　結論。マイナスはマイナスしか生まないｂｙマイナス。

「あーあ。最悪です」

　周囲にマイナスイオンをばらまいていると、浦見が嘆息してうなだれた。

「どうして？」

「知られたくなかったんです。面倒な奴やつだと思われたくなかった。嫌われたくなかった」

「……そんなこと思わないし、嫌いにもならない」

「……ありがとうございます。嘘でも嬉うれしいです」

「ひねくれてるなぁ……」

　まぁ、好きでひねくれた訳じゃないんだろうけど。

　一人の人間から、マイナスとプラス両方の強烈な影響を受けると、人の行動に対して望ましい反応が出来なくなるのだ。円滑なコミュニケーションが難しくなる。

　なぜ相手が怒ったのか、褒めてくれたのか、分からないから。素直に受け取れない。

　この影響は『自分が何をしようと、こいつは気まぐれで怒るし殴るし褒めるし笑うのだ』と気づいてからも続く。

　消えず、残る。染みつく。蝕むしばむ。

「ていうか、もし俺に嫌われても、お前にとっては問題ないだろ」

　彼女の目的は、最愛の人間を殺すこと。相手が自分をどう思っているかは関係ないはず。

　浦見が不服そうに眉根を寄せて言った。

「私は最愛の人を殺したいんです。最愛の人に嫌われたくはありません」

「……………………へ、へぇ」

　不意を衝つく愛の告白。まともに顔を見られない。

　浦うら見みも気付いたらしく、薄紅の顔を逸そらした。

「今の話は仮定です。まだ貴方あなたのことを愛してはいないので、勘違いしないでください」

「し、知ってるよ」

　百も承知だ。言われるまでもない。お前のことなんか、何とも思ってないんだからね。

「……」

「……」

　駄目だ。頭が茹ゆだって正常に働かない。正常に働いた所で大した処理能力はないけど。

「……傘、買ってくる。手、放しても大丈夫か？」

「……大丈夫です。ありがとうございます」

　了承を得て、軒先から飛び出した。

　地雨の降る中、駆け足でコンビニへ向かう。

　彼女との遭遇がマイナスの出来事であるとするならば、それも悪くないと少し思った。
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「寒っ」

「早く着替えないと、風邪を引きますよ」

　濡ぬれた身体からだを震わせると、隣の浦見が気遣ってくれた。

「大丈夫だ」

　風邪を引いた所で、苦しさは感じない。

　ただ、出来れば風邪は引きたくない。自覚のないまま、倒れて動けなくなるのは嫌だ。

　ビニール傘を掲げた二人が、歩道を占領して最寄り駅へ向かう。

「傘、ありがとうございます。私の分まで」

「あの流れで一本しか買ってこないほどアホじゃねぇよ」

「……アホだから、二本買ってくるんですよ」

「え？　どういうこと？」

「うるさいです。アホなりに考えてください」

　言われて、アホなりに考えてみる。

「……傘とレインコートを買ってきて、好きな方を選んでもらうべきだったということか」

「アホですね……」

　おい、女おな川がわ。選択肢を提示して選ばせてあげれば間違いないんじゃなかったのかよ。不評だぞ。どうなってるんだ。責任取れ。

「へくちっ」

　可愛かわいらしいくしゃみ。出所は浦うら見み。

「寒いか？」

「許容範囲です」

　そこそこ寒いってことか。どうしよう。

　服を貸そうにも、雨の中を走ったせいでずぶ濡ぬれ。コートの類も持って来ていない。買うか？　水族館にしか行っていないため、予算には余裕がある。

「お風呂に入りたいです」

「……は？」

　突然の要求。浦見はこちらを見ないまま繰り返す。

「寒いので、貴方あなたの家のお風呂に入りたいです」

「……何で？」

「湯船に浸つかりたいんです」

　質問の答えになっていない。湯船ならお前の家にも…………あれ？

「さっき、水に入れないって」

「貴方と一緒なら、大丈夫だと思うんです」

「……え？」

　意味不明の応酬。そろそろ処理落ちしそう。

　オーバーヒート直前の脳髄に、浦見がとどめを刺した。

「お風呂、一緒に入ってください」
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　道中。俺は何度も尋ねた。

「マジで一緒に入るのか？」

「嫌なんですか？」

「嫌ではないけど……」

「だったら、何が不満なんですか？」

「不満っていうか、不都合っていうか」

「貴方の都合など知りません。親の葬式だろうと私を優先してもらいます」

「もういねぇよ」

　いや、片方はいるかも。いた所で何も変わらないけど。

「ていうか、普段はどうしてるんだ？」

「必要最低限のシャワーで済ませてます。それでも、慣れるまで数年かかりましたけどね」

　……………………。

「…………………………分かったよ。入ればいいんだろ」
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　数十分後。自宅へ到着。

「一人暮らしですか？」

「あぁ。『生活力を養え』って、義か母あさんに言われてさ」

　養っても意味ないのに。

「お、お邪魔します」

　中に入った浦うら見みは、念入りに屋内を見回しながら、抜き足差し足で浴室の方へ。

「何やってるんだ？」

「安全確認です」

　俺の家を何だと思っていやがる。不服だ。

　……いや、待て。ここは会って間もない男の家。浦見の立場からすると、不安を覚えるのは当然かもしれない。

　不安と言えば。

「時間は大丈夫か？　親御さん、心配するだろ」

「大丈夫です。『友達と遊んでいるから帰るのが遅くなる』と伝えてあります」

「……友達、いるのか？」

「うるさいです」

　軽く胸を殴られた。いないんだな。俺の見立ては正しかった。

「タオルは用意するけど、着替えはどうするんだ？　持ってるのか？」

「貸してください」

「うい」

　どうしよう。女子用の部屋着なんか無いぞ。あっても問題だけど。

　ちなみに、浦見が家に来るのは初めて。

　そもそも、女子が家に来るのも初めて。そりゃそうか。

　浴槽を洗い、湯を注ぐ。八分もあれば溜たまるだろう。

　その間に、適当なジャージ一式と色落ちしていないバスタオル、新品のボディタオルを用意。カーテンで仕切られた脱衣所へ向かう。

「着替え、持ってきたぞ」

「ありがとうございます。入っても大丈夫ですよ」

　カーテンを開けて脱衣所内に踏み込む。

　浦うら見みは既に上着を脱いでいた。

　上はピンクのキャミソール一枚。まだスカートを穿はいているが、この時点でかなり際どい。

「……ここに置いとくから」

　肌着姿を網膜に焼き付けて、備え付けの棚にジャージとタオルを置く。

　準備を終えると、浦見が浴室を指さした。

「先に入ってください。脱いでいる所を見られたくないので」

「遅かれ早かれだろ」

「うるさいです」

　軽く脛すねを蹴られた。痛みに苦く悶もんしながら脱衣所へ。

「……五分くらい廊下で待っててくれ。脱いでる所を見られたくない」

「遅かれ早かれでしょう」

「うっせぇ」

　一旦、浦見に脱衣所から出てもらう。

　手早く服を脱ぎ、腰にバスタオルを巻いて入浴。とりあえず、頭を洗い始めた。

　どうして、俺は浦見と風呂に入ろうとしてるんだ？　なぜ断らなかった？　馬鹿なのか？　美人局つつもたせだったら一巻の終わりだぞ？

「……入りますよ」

「お、おう。ばっちこい」

　浦見の呼びかけに、素っ頓狂な声で応じる。ばっちこいって何だよ。野球部か。

　おずおずと扉を開き、浦見が浴室へ入ってきた。

　白く細い身体からだに、バスタオルを巻き付けている。露あらわになった肩と鎖骨がやたら艶なまめかしい。

　辛うじてワンピースのような形にはなっているが、太ももは惜しげもなく晒さらされている。いつもなら、絶対に見られない不可侵領域。視線が吸い寄せられた。

　凝視に耐えかねたのか、浦見は恥ずかしそうに身を捩よじる。

「ジロジロ見ないでください」

　いや見るだろ。不可抗力だろ。

　生まれて初めて女子と入浴したことで、二つの新事実を発見した。

　発見１。年頃の男女二人が入ると、浴室は結構狭い。

　発見２。湯気の中で見る女の子も良い。

「シャワー、貸してください」

「ど、どうぞ」

　場所を譲ると、浦うら見みは目の前でシャワーを浴び始めた。

　タオルが身体からだに貼りついて、ボディラインが更にくっきりと浮き上がる。胸こそ無いが、スタイルは抜群だ。

　身体が温まったのか、彼女はシャワーを止めて円柱形のバスチェアに腰かけた。普段は浴室の隅で置物と化しているが、初めて役に立った。

「せ、背中を流してください」

　言って、バスタオルを腰の辺りまで落とす浦見。俺も彼女の背後にしゃがむ。ちょうど、頭の位置が同じくらいの高さになった。

　白く細く、艶あでやかな後ろ姿。うなじに貼りついた髪が妙に扇情的。

　落ち着け俺。心頭滅却すればロリもまたエロし。うん、手遅れっぽい。

　邪心を悟られぬよう、細心の注意を払って、浦見の背に優しく触れる。

「んっ」

「へ、変な声出すなよ……」

「へ、変な触り方しないでください」

　変人（浦見）から渡されたボディタオルで、背中を丁寧に洗う変人（俺）。

　どのくらいの強さで洗うのが正解なんだ？　どこまでが背中だ？　いつまでやればいい？　疑問が止とめ処どなく溢あふれてくる。

　ふと見やれば、浦見の耳が真っ赤に染まっていた。

「も、もういいです。あとは自分でやります。壁でも見ててください」

「う、うい」

　バトン渡しの要領で、ボディタオルを浦見に返した。すぐさま立ち上がり、顏を横へ。

　布地と肌の擦こすれる音が、いやに大きく感じた。

「交代です。座ってください」

「……うい」

　おそるおそる振り返ると、浦見はバスタオルで身体を隠していた。残念なような、ホッとしたような、複雑な気持ち。

　言われるがまま、バスチェアに腰を下ろす。

「…………………………入れ墨、ですか？」

　浦見の声には動揺が滲にじんでいた。

　ついさっきまで、見せるつもりは無かった。浦見だけ風呂に入ればいいと思っていた。

　だが、今日、浦見は見せたくない部分を見せた。これでプラマイゼロだろう。

　……違うか。まぁいいや。

「義理の父親が彫り師なんだ」

「……暴力団ですか？」

「違う」

　小声での問いに即答。客の中にはいるけど。

「こういうの、間近でじっくりと見るのは初めてです」

「だよな」

　普段そうそう見られる場所ではないため、妙に恥ずかしい。

「この龍りゆう、傷だらけですね」

「……そういうデザイン。っていうことにしてある」

「……なるほど」

　浦うら見みの親には、虐待の発覚を恐れる知性があった。

　俺の親には無かったものだ。

　自分で見ることはほとんど無いが（改めて確認したいとも思わないが）痣あざと切り傷と火傷やけどの痕が背中を覆っている。

　けど、義父は、傷や痣もデザインの一部にしてくれた。そこは、割と本気で感謝している。

「貴方あなたが彫ってくれと頼んだんですか？」

「いや、勝手に彫られた」

「え？」

　戸惑いの声を上げる浦見。

　俺は当時の記憶と疼うずきを思い出す。
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　中学の頃、俺はプールの授業に出席できなかった。勿もち論ろん、理由は背中の傷。

　幸い、虐待の件を考慮して学校側も容認してくれたが、噂うわさは簡単に広まった。

　あいつは暴力団の倅せがれで、背中に入れ墨が入っているのだと。

　ある日。噂を聞きつけた義父に『傷が目立たないようにしてやる』と言われ、自宅の施術台に寝かされた。ほぼ強制的に。

　仕方なく耐えること、二時間。

　完成だと言われ、姿見で背中を確認すると、あら不思議。背中に仰々しい龍が出現。

　奇くしくも、噂は真実となってしまったのだ。

　驚きよう愕がくのあまり言葉を失う俺に、義父は言った。

『いいか？　お前は傷があるからプールに入れないんじゃない。入れ墨があるからプールに入れないんだ。勘違いするなよ』

　ちなみに、その段階では筋彫りという下書きめいた状態であり、全ての施術が終わるまで更に何倍もの時間と忍耐を要した。
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「凄すごいお義と父うさんですね」

「まぁ、何の予告も無く、養子の背中に龍りゆうの入れ墨彫る人間だからな。確かに凄い」

「……そう言われると、果てしなく微妙な気もしますね」

　苦笑まじりの評価に、息子の俺も苦笑してしまった。

「お義か母あさんは、何も言わなかったんですか？」

「めっちゃ怒ってたな。『本人の許可も取らずに彫るなんて、どうかしている』ってさ」

　浦うら見みの甲高い笑い声が、狭い浴室に響き渡る。

「龍、好きなんですか？」

「嫌いではない。つうか、それしか彫らないんだよ」

　義父はいつも言う。『人は誰しも背中に龍を宿している。自分は、それを目に見えるよう色塗りしているだけだ』と。カックイーね。嘘うそつけ。

　浦見は龍の頭部、つまりは俺の肩甲骨あたりを撫なでる。背筋に心地よい寒気が走った。

「これ、私は好きですよ」

「悪趣味だな」

「うるさいです」

　この時、俺は湯あたりで適度に気が大きくなっており、前後不覚であり、錯乱状態であり、責任能力が無い状態。

　だから、口が滑った。

「……浦見」

「何ですか？」




「愛してる」




　意外と照れずに言えた。あまりの恥辱で脳が溶けているのかもしれない。

　寸ずん胴どうで煮こまれた脳のう味み噌そを想像しながら、首だけ振り向いて浦見の反応を確認。

　夕ゆう陽ひより朱あかい顔。含がん羞しゆうに揺れる瞳。艶つやめく唇。

　俺が寸胴だとすれば、彼女は瞬間湯沸かし器だろうか。

　蚊の鳴くような声で、浦見が呟つぶやく。

「……悪趣味ですね」

「うっせぇ」

　俺は悪趣味っていうより、露悪趣味だ。ついでに被虐趣味だ。




◇




　時刻が午後六時を過ぎた頃。浦うら見みの自宅へ到着した。

　本日の総括が言い渡される。

「今日はありがとうございました。デートは合格です」

「あれでいいのか？　水族館に行っただけだぞ？」

「うるさいです。今日はおまけです」

　目を逸そらし、鼻を鳴らす浦見。

　出来れば、最強デートプランもいつかどこかで披ひ露ろうしたい。せっかく考えたから。女おな川がわが。

「では、失礼します。お疲れ様でした」

「あ、ちょっと待て」

　呼び止めると、浦見が首を傾けた。

「これ。要らなかったら捨ててくれ」

　酷評に備えて予防線を張り、お土産みやげの入ったナイロン袋から中身を取り出す。

　出てきたのは、赤い琉りゆう金きんのぬいぐるみ。らしいが、正直そんなに似ていない。前情報が無ければ、ひれの大きな太った魚にしか見えない。

　ぬいぐるみを受け取った浦見は、それを矯ためつ眇すがめつ聞いてくる。

「ひょっとして、水族館で買ったのはこれですか？」

「お土産も買ったけど、そっちはついで」

　ちなみに、女川へのお土産には最も安いせんべいを選びました。

「まどろっこしいことをしないでください。アホのくせに」

　覚悟はしていたが、酷評。俺なりに頑張ってみたんだけど。

「……けど、ありがとうございます。大切にします」

　浦見はぬいぐるみをきゅっと抱きしめた。愛らしい仕草に鼓動が跳ねる。

「……それだけだから。じゃあな」

「ま、待ってください」

　慌てた浦見が、周囲を見回す。人がいないか確認している様子。何のために？

　奇行は続く。突然、ぬいぐるみの口にキスしたのだ。

「何やってるんだ？」

「黙ってください」

「うい」
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　いつの間にやら、浦うら見みに強い口調で命令されると、無条件で従う身体からだになってしまった。

　次は何をするつもりか。無言で動向に注目。

　彼女は金魚の唇を、俺の右頬ほおに押し付けてきた。

「……お返しです」

　顔を伏せて呟つぶやいた直後、浦見は踵きびすを返し、小走りで家の中に駆け込んだ。

「……」

　リアクションする暇も無かった。呆ぼう然ぜんと立ち尽くし、金魚にキスされた頬を撫なでる。

　……これは、ファーストキスにカウントされるのか？





◇満月と他殺志願者




「おひさ～」

　一週間後。いつもの喫茶店で浦うら見みを待っていたら、姉の方がやってきた。

「……何しに来たんだよ」

　眉根を寄せて尋ねると、浦見姉は表情を曇らせる。

「『親しき仲にも礼儀あり』って言葉、知らないの？」

「俺とお前は親しくない」

「え～。ショックだな～」

　へらへらと笑う浦見姉。相変わらず、どんな空よりも空々しい。

「質問に答えろ。用件は何だ？」

「特に無いよ。ただ顔が見たくなっただけ」

「……俺のこと、好きなのか？」

　ウケ狙いの質問。

　この一言で、以前に浦見姉は爆笑した。それを、健けな気げな俺はちゃんと覚えていたのだ。

　しかし、残念ながら爆笑は起こらなかった。

　代わりに返ってきたのは質問。




「そうだと言ったら？」




「……は？」

「なんちゃって」

　疑心の拡大を阻む、素早い否定。不自然な処理が、却かえって違和感を強める。

「もう行くね。あの子、そろそろ来るでしょ？」

　返答を待たず、立ち上がる浦見姉。

　なるべくスムーズに会話を切り上げようとする、ショボいＡＩみたいな声だった。

　店員の冷眼など全く気にせず、浦見姉は店から出た。

【そうだと言ったら？】

　あれを口にした瞬間、歯車が狂った気がする。

　……そうだと言われたら、何と返すべきだったのだろう？

　一分と経たたない内に、浦見が現れた。先ほどまで姉が座っていた席に腰かける。

「どうかしましたか？」

「……何でもない」

　何な故ぜか、俺は浦見姉と会ったことを隠した。




◇




「大学に行ってみたいです」

　浦うら見みの発言も、姉の来訪と同じくらい唐突だった。

「オープンキャンパスって、この時期にやってたっけ？」

「やってません。けど行きたいです」

　これまた唐突な要求。

「……枯かれ葉は台だいにある大学なら、割とセキュリティ緩いから入れるかも」

　大学図書館へ行った時に、学内を散策もとい徘はい徊かいしたから覚えている。

「命令です。連れていってください」

　いつも通り、浦見に折れるつもりは無さそうだ。

　そんなことならお安い御用。デートプランを考えることに比べれば、遥はるかに簡単。

「いつがいいんだ？　図書館が開いてる八時～一九時ならいつでも入れるけど」

「夜中がいいです」

「……何で？」

「夜中の高校と夜中の大学。どっちが楽しいか比べるんです」

　高校に行くことも確定なのか……。

「深夜徘徊だぞ」

「そう遠くない将来に人を殺すんです。一度や二度の深夜徘徊なんて、痛くも痒かゆくもありません」

「……確かに」

　そう遠くない将来、殺されるのだ。一度や二度の不法行為なんて、痛くも痒くもない。

　……のか？




◇




　日付をまたいだ深夜一時過ぎ。浦見を自宅まで迎えに行った。

　自宅前で、浦見に電話をかける。

「着いたぞ」

『五分遅刻ですよ。しっかりしてください』

「色々と準備してたんだよ」

『言い訳は聞きたくありません。ペナルティを課します』

「ペナルティ？」

『今日一日、貴方あなたは私の僕しもべです。命令に歯向かうことを禁止します』

　……それ、いつもと一緒じゃね？　とは思っても言わない。素直に「了解」と返事した。

　数十秒後、浦うら見みが家から出てきた。

　上下ネイビーのルームウェア。手首と足首、首元に白いラインが入っているだけのシンプルなデザイン。だからこそ、素材の良さが強調される。

　軽く手を挙げると、彼女は目を見開いた。

「これ、どうしたんですか？」

　尋ねて、俺の横に停とめられた白のミニバンを指さす。

「借りてきた。電車もバスも無いし、歩いてたら目立つだろ」

　遅れたのは、レンタカーを借りる際の手続きに手間取ったから。

「免許、持ってたんですね」

「まぁな」

「デートの時も借りれば良かったのに」

　出来る限り運転したくねぇんだよ。下手だから。

　さも慣れているかのような所作で乗り込む。

「座ってもいいですか？」

「ん？　……あぁ」

　謎の質問に引っ掛かりを覚えたが、スルー。駄目だと言ったら、ずっと立ってるつもりか？

　……浦見は運転席の扉を開けて、俺の上に腰かけた。

「おい」

「座っても良いと言ったじゃないですか」

　そういう意味かよ……。

「降りろ」

「重いですか？　不快ですか？」

「重くないし不快でもない。けど降りろ」

「何でですか？　お互いに不満がないなら良いでしょう。ウィンウィンでしょう」

「どこに俺のウィンがあるんだよ」

　少しでも卑ひ猥わいなことを考えた瞬間に、ウィンウィンの関係が成立してしまいそうだ。

　嘆息して、浦見を後ろから軽く抱きしめる。

「な、何ですか急に？」

「シートベルトだ」

「……なるほど。じゃあ、仕方ないですね」

　何が仕方ないんだよ。アホだな。こいつも俺も。

「……行くか」

「……ですね」

　大幅なタイムロスを経へて、車が静かに走り出した。

「俺、バレたら親御さんに殺されるんじゃないか？」

「ですね」

「他ひ人と事ごとだな……」

　何な故ぜか嬉うれしそうな助手席の浦うら見み。半眼を向ける。

「庇かばってあげてもいいですよ。責任を取ってくれるのであれば」

「……何の責任？」

「……自分で考えてください」

　薄く色づいた顔を伏せて、彼女は俺の肩を軽く殴った。




◇




　何食わぬ顔で、大学内の来客用駐車場に車を停とめる。

「どうやって中に入るんですか？」

「これを使う」

　財布から取り出したのは、一枚のカード。

　白無地に学校名、学部と学科、学籍番号、氏名、生年月日、有効期限が記されており、持ち主の顔写真も載っている。

「……燕つばめさん、大学生だったんですね」

「あぁ。割と簡単に貸してくれた」

　その代わり、雀すずめさんの水着写真を撮ってくることになった（燕さんは死ぬほど警戒されているため撮影不可能らしい）。

　雀さんに心中で謝罪し、やってきたのは研究棟。ゼミ室や教授の研究室があるそうだ。

　煤すすけた銀色の、集合住宅めいた外観。右隣に真新しい建物があるせいで、殊こと更さらみすぼらしく見える。

　中も全面灰色。照明は点ついているのに、何故か薄暗く感じた。

「一人で外に出るなよ。学生証が無いと入れないから」

「子供扱いしないでください」

　子供扱いしている訳じゃない。部外者扱いしているだけだ。

「どこに行きます？」

「とりあえず、三階の火ひ野のゼミ室。『最初に行け』って燕さんに言われたから」

　話しながら階段を上る。

「ゼミって、具体的には何するんですかね？」

「ゲームをしたり、飯を食べたり、ゲームをしたりするらしい」

「……国民の税金を使って遊んでいるんですか？　いい身分ですね」

　俺も仕送りを使って夜遊びしている身分なので、何となく同意しづらい。

「ま、まともに活動していないゼミだってあるらしいぞ。そこに比べればマシだろ」

「この場合は、何もしていない方がマシだと思いますけど」

　間違いない。

　反論の材料が無くなったタイミングで、ゼミ室が見えてきた。助かった。

　照明の光が、窓から廊下に漏れている。複数人の姦かしましい声も聞こえた。

「誰だよ……」

　こんな時間にゼミ室へ来るなんて、他にすることないのか。勉強しろ学生。

　ブーメランを投げつつ、窓から中を覗のぞき込こんだ。

　部屋の中央に、上下ジャージ姿の女おな川がわがいた。

　備品とおぼしきプロジェクターとスクリーンを使って、格闘ゲームに興じている。

「……何で？」

　疑問符が頭上で踊る。

　その周囲には数人の女子。恐らく大学生。どうでもいいことだが、軒並み美人。

　隣の浦うら見みが尋ねてきた。

「どちら様ですか？」

「うちの学校の同級生だ。気をつけろ。女たらしだから」

「同級生？　女たらし？」

　大学なのに？　女なのに？　俺と同じく、頭上に疑問符を浮かべる浦見。

　その時、女川が俺たちの存在に気付いた。否、浦見の存在に気付いた。俺など眼中にない。

　ゲームを中断した女川は、勢いよく扉を開く。

「この子、例の子!?」

「あ、あぁ」

　鼻息を荒らげての質問。たじろぎながら応じる。

「何でここにいるんだ？」

「それ、こっちの台詞せりふだよ！　好このみは『美少女を紹介してやる』って燕つばめちゃんに言われて来たのに！　まぁ別にいいけど！」

　……あの人、浦見を女川に売りやがった。最悪だ。

「……どうやって中に入った？」

「友達に開けてもらった！」

　言って、部屋にいる女子を指し示す女おな川がわ。

　交友関係、広いっすね。

　うなだれる俺とは対照的な笑顔で、女川はくねくねと身み悶もだえしている。

「かーわーいーいー！」

「お、お世辞は止やめてください。貴方あなたこそ…………巨乳ですよ」

　口ではそう言っているが、浦うら見みもまんざらではない様子。

　あと、やっぱお前は人を褒めるの向いてない。

　巨乳しか取り柄の無い女が、喜色満面で浦見に尋ねた。

「飲み物は何が良いかな？　コーヒー？　ココア？　紅茶？　コーンスープ？　味み噌そ汁しる？」

「じゃあ、ココアでお願いします」

「みなもん、レッツゴー」

　俺が淹いれるのかよ。まぁいいけど。

「コップとかマドラーはそこの戸棚に入ってるから。あ、好このみは抹茶ラテね。皆はー？」

　女川ハーレムの皆様が、銘々に飲みたい物を口にした。当然のごとく準備させられる。

「うい、抹茶ラテ」

「ちょっとー、砂糖も入れてよー。常識でしょー」

　知らねぇよ。どこの世界の常識だ。

　糖尿病になれ。怨念を込めて、抹茶ラテに砂糖を大さじ三杯投入。

　続いて浦見のココアを用意。

　大きめのグラスに、氷を大量に投入。ホットココアを注ぎ、最後にストローを差す。

「うい」

「ありがとうございます」

　浦見が受け取ったココアに、女川が奇異の眼まな差ざしを向けてきた。

「……何でわざわざアイス？」

「冷たいのが好きなんだ」

　適当に答えておく。

　そういえば、味噌汁とかコーンスープとか飲む時はどうするんだろう？　そもそも飲まないのか？

　味噌汁をストローで飲む浦見。シュールな姿を想像しながら、同じ要領で全員分の飲み物を用意した。

　浦見が静かにココアを飲む。

　そんな彼女を、女川は舐なめるように見回す。舐めようとする。

「待てアホ」

「舐めさせてー！　痛くしないからー！」

　女おな川がわの醜態を眺めながら、ハーレムの皆さんはケラケラ笑っていた。見た目に反して図太い神経をお持ちだ。

　作戦失敗にもめげず、女川は浦うら見みとの距離を詰めようとする。

「ゲーム、する？」

「お誘いは嬉うれしいんですけど、やったことがないので」

「え!?　本当に!?　一回も!?」

「……すみません」

　落ち込む浦見を、女川が励ます。

「大丈夫だよ。手取り足取り教えてあげるから。ぐふふふ」

「いや、俺が教える」

　先んじて悪漢の魔手を阻んだ。まったく、油断も隙もない女だ。ぐへへへ。

　コントローラーを渡し、実践も交えて基本的な操作方法を教える。

「なるほど、理解しました。やってみましょう」

「もう分かったのか？」

「はい。十分です」

　自信満々に言い切る浦見。

　ははぁ、なるほど。こいつ、コマンドだけ覚えて完璧だと思い込んでいるのだ。

　格闘ゲームとは、そんなに甘いものではない。シンプルだが奥深い、高度な頭脳ゲームなのだ。それを、彼女に教えてやらなければいけない。

　あと、一回くらい対人戦で勝ってみたい。家族や周囲の人間は強すぎて勝てないから。

　という訳で、いざ、正々堂々（？）勝負。




◇




　圧倒的だった。見るに堪えない、一方的な展開。我ながらやりすぎだと思う。加減をしろよ。遅まきながら後悔に駆られた。

　画面上、嬉しそうに小躍りするキャラクターの横に、ＷＩＮＮＥＲと表示されている。

　浦見が操作していたキャラクターの上に。

「弱いですね」

「お前が強いんだよ……」

　ため息交じりに言われて、ため息で応じる。

　こいつ、呑のみ込こみが異常に早い。本当に初心者か？

　ちなみに、今ので三戦目。いずれの戦闘でも、ほとんど攻撃を当てることが出来なかった。

　女おな川がわが、浦うら見みの両肩に手を置く。手つきがいやらしいと感じるのは偏見だろうか。

「みぎりちゃん強すぎ～」

「これ、楽しいですね」

「でしょでしょー！　いつでも遊びに来ていいからね！」

　よくねぇよ。バレたら俺の責任じゃねぇか。

　保護対象こと浦見が、ゲーム機を指さして言った。




「これ、頂けませんかね？」




「「……え？」」

　俺と女川の口から、困惑の声が漏れる。

「このゲーム機、どなたかの私物ですか？」

「えーっと、卒業生が好このみのために置いてってくれたやつだからー、誰の私物でもないんだけどー……」

「じゃあ、頂いてもいいですか？」

　二度目の問い。女川が表情を曇らせる。

「いや、それは、さすがに困るというか……」

「もし私が負けたら、女川さんの言うことを何でも一つ聞く、というのはどうでしょう？」

「……は？」

　自分の耳を疑った。女川は浦見に詰め寄る。

「ほ、本当に!?　何でもいいの!?」

「はい」

「……じゃあ、月が綺き麗れいに見える非常階段の踊り場でセッ」

「いいですよ」

「よっしゃぁぁぁっ！」

　近所迷惑も憚はばからず絶叫する女川。俺は浦見に耳打ちした。

「おい、大丈夫か？　こいつ、結構強いぞ」

「問題ありません」

「この女に条例が通じると思うなよ」

「将来が心配ですね……」

　浦見が失笑した。

　まぁ、俺も人の将来をとやかく言えるほどの人材ではないので、というか将来が無いので、その点に関してはコメントを控えさせて頂きます。




◇




　一時間ほどゲームで遊んだ後、適当な手提げ袋にゲーム機を入れて、ゼミ室から出た。

「良かったのか？　あんな奴やつと連絡先交換して」

「あんな風に頼まれたら、断れませんよ」

　ゼミ室を出る直前。女おな川がわは、土下座の体勢で浦うら見みの足元をもぞもぞと動き回りながら、連絡先の交換を求めた。形状に似つかわしくない素早さだった。あのフォルムとスピードを兼ね備えた動物は、地球広しといえどアルマジロと女川くらいだろう。

「向こうには行けないんですかね？」

　学友を褒ほめ称たたえながら廊下を歩いていると、浦見が窓の外を指さした。

　古めかしい洋風の建物。外壁は蔦つたで覆われている。屋上は草原と化しており、樹木も何本か生えていた。

「何あれ？　おばけ屋敷？」

　その正体を、浦見が壁の案内図で確認。

「……講義棟、らしいです」

「えぇ……」

　衝撃の事実に愕がく然ぜんとする。財政難なのか？

　そんな講義棟と研究棟は、空中廊下で繋つながっている。研究棟と空中廊下の間には、自動ドアが設けられていた。

　不用意に近付いてみる。

「無理だな。開かない」

「そうですか……」

　回答を受けて、残念そうな面持ちを浮かべる浦見。

　その前方。数十メートル先を、警備員の中年男性が歩いていた。

「……すいませーん」

　大学生（に擬態した高校生）という世界で最も鬱陶しい生命体に声をかけられて、中年男性は鬱陶しそうに目を細めた。構わず続ける。

「中に忘れ物しちゃったんですけど、そこの扉、開けてもらってもいいですか？」

　言って、横の扉を指し示す。男性が半眼で俺を睨ねめつけた。

「……明日じゃ駄目なのか？」

「明日、中間テストなんですよ。全く勉強してないし、頼れる友達もいないんで」

「彼女に頼ればいいだろ」

　急に水を向けられて、浦見が顔を伏せる。

「ぜ、全部同じ講義を履修してる訳じゃないんで」

「……手早く済ませろよ」

「あざす」

「ありがとうございます。オイリーな警備員さん」

　余計なことを言うな。

　ため息を吐ついた男性が、ズボンのポケットから鍵束を取り出した。

　そのうちの一本を、扉の下部にある鍵穴へ差し込んでひねる。自動ドアって、鍵で施錠してるのか。ちょっと意外。

　恭しく頭を下げながら、まんまと講義棟へ侵入。

「いいんですか？　こんなことして」

「こんな所、盗まれて困るようなもの無いだろ」

　多分。少なくとも、俺は困らない。

　空中廊下を抜けて、講義棟へ。暖色の電球が、数メートル間隔で頼りなく灯ともっている。

　仄ほの明あかるい無人の廊下を歩いていると、形容しがたい背徳感がこみ上げてきた。

　……することは特に無いんだけどね。

　とりあえず入ってはみたが、完全なる見切り発車。ノープラン。どうしようか？

　考えていると、浦うら見みが足を止めた。

　そこにあるのは、真新しい自動販売機。

「喉、渇いたのか？　けどストローが」

「大丈夫です。ただ、懐かしいと思っただけです」

「懐かしい？」

　自動販売機が？　理解できず眉根を寄せる。

「小さい頃は、よく自販機の下を覗のぞいて小銭を探していました。どんなにお腹なかが減っても、万引きする度胸も技量も無かったので」

「……俺もやってたよ。自販機漁あさりと、スーパーとかコンビニの廃棄弁当回収」

「最近のゴミ捨て場は錠前がついていて、勝手に開けられないようになっていますよ」

「マジか。生まれる時代が悪かったら死んでたな」

「ですね。生まれる場所は悪かったみたいですけど」

　思わず吹き出してしまった。浦見も楽しそうに笑った。

　人と異なる生い立ちを歩んだ人間は、他者との共通項が極端に乏しい。

　俺の場合、小学校三年生頃まで、ドラマも映画もゲームも漫画もアニメもほとんど知識が無かった。当然、周囲の話題には付いていけない。孤立を恥じて塞ぎ込む。情報格差は更に拡ひろがる。

　そんな人間が、思い出を語り合える人間を見つけてしまった。テンションを上げるなという方が無理な話だ。

「……ここ、普段は覗のぞきにくい場所ですよね」

「だな」

　自動販売機のすぐ横には掲示板。日中は人の往来が激しいと思われる。

　つまり、小銭を落としても拾いづらい。

　俺はジャケットを脱ぎ、階段の手すりに引っ掛けて、素早く床に寝そべった。

「何してるんですか？」

　呆あきれ声での質問。この体勢の時に人から話しかけられると、何な故ぜか敗北感が湧き上がってくるんだよなぁ。

「久し振りにやってみたくなった」

「床、汚いですよ」

「汚くない。清掃員の皆さんが毎日掃除しているから、下手な家より綺き麗れいだ」

　知らんけど。大丈夫だろ。もっと汚い所にも寝そべってたし。

　視界の外から、深いため息が聞こえた。

　そして、浦うら見みも床に寝そべった。俺と頭を突き合わせるような形。

「婦女子のやることじゃねぇな」

「うるさいです」

　苦笑しながら、二人で小銭を探す。

「あ。ありました」

「マジで？　どこ？」

「あそこです。支柱の裏」

「おっ、本当だ」

　自販機の下へ手を伸ばす。指先に硬貨が触れた。きた。一〇〇円玉の感触だ。

　模様の凹凸に指を引っ掛け、ゆっくりと引き寄せる。床が滑らかなので、簡単に引き出すことが出来た。これ、地面がアスファルトだと引っ掛かって取れない時もあるんだよなぁ。

「よっしゃ。ゲット」

「……ふふっ」

　ガッツポーズして喜ぶ俺を見て、浦見はクスクス笑った。

「何だよ？」

「これを楽しめる日が来るなんて、あの頃は思いもしませんでした」

「……ははっ、確かに」

　不思議だ。全力で生きようとしていたあの頃より、死のうとしている今の方が生を謳おう歌かしているなんて。

　その後、五分ほど自販機の下を捜索したが、硬貨は見つからなかった。
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　あと一時間くらい探していたい気分だった。
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　再び、無人の講義棟を歩く。革靴が床を叩たたき、硬質な音を響かせた。

「どっか行きたい所あるか？」

「どんな所で授業を受けるのか、見てみたいです」

　案内図を確認してから一分後。重い鉄扉を開けて入ったのは、中規模な講義室。

　前方のホワイトボードを始点として、扇形に広がっている。

　席は五人掛け。扇の両端に沿って、二〇ほど並んでいる。中央にも同じ席が並んでおり、その両サイドが通路だ。

　部屋そのものが階段状になっている。ボード側が最も低く、後方ほど高い。

　屋内を見回しながら、浦うら見みは階段を一段ずつ下りていく。

「水面みなもさんは、大学に行くんですか？」

「……生きてたら行くよ」

　養父母に無駄金を払わせたくないので、出来れば行きたくない。生きたくない。

「だったら、ちゃんと勉強してください」

「してない前提で話を進めるな」

　死なない前提で話を進めるな。

「してるんですか？」

「当然だろ。友達いない上に無趣味だから、他にすることないんだよ」

「寂しい人ですね」

「お前がいれば寂しくないんだけど」

　何の気なしに言うと、浦うら見みが赤面してそっぽを向いた。

「な、何ですか急に」

「……もっと冗談っぽくなると思ったんだよ。忘れろ」

「嫌です。死ぬまで忘れません。死んでも忘れません」

　彼女はいたずらっぽく笑った。

「もっと覚えておくべきことが沢山あるだろ……」

「……………………沢山、あるんでしょうね」

　突然、微笑に悲哀が混ざる。

「初めて食べた、義母の手料理の味。義父の節くれだった手指。暖かい布団の温ぬくもり。家族の優しさ。本当に、嬉うれしかった」

　数えきれないほどの幸せを噛かみ締しめるように、指を折る浦見。

「……けど、足りないんです。全て、過去の些さ細さいな喜びに、一〇にも満たない両親との思い出に、負けてしまうんです」

　言って、彼女は手の中の何かを握り潰した。

「実を言うと、私は心のどこかで、あの苦痛を忘れたくないと思っています」

　激しく同意した。苦痛は俺の根幹だから。

　だからといって、運命を感じたりはしない。

　両者の数多あまたある共通項が示すのは、俺たちの不幸など紋切り型のありふれたものだということだ。量産型の不良品。廉価版の粗悪品。

　浦見は続ける。

「あの痛みを、苦しみを、悲しみを忘れてしまったら、私が私でなくなってしまう。そんな気がする。だから、苦痛と僅かな思い出が、本当の幸福を打ち消してしまうんです」

　なるほど。

　苦痛の中でごくまれに与えられる幸福は、強烈な中毒性を孕はらむ。

　きっと、あれらの幸福も、相対的には大したものではなかったのだろう。

　勝手に脚色して、美化して、肥大化させて、存在しない過去を思い返して、悦に浸る。

　それが、俺たちに出来る精一杯の、残酷な現実への抵抗だった。

　だから、現実の幸福が記憶の中の幸福を凌りよう駕がすることは絶対にない。

　俺たちが心の底から欲して、どうしても手に入らなくて、それでも諦めきれなくて、妄想と空想と幻想と理想の粋を詰め込んで創り上げた思い出という名の嘘うそ。

　それを、現実なんかに超えられる訳がない。否、超えさせない。

　超えてしまったら、俺が俺でなくなってしまうから。

　思考を飛躍させていると、浦うら見みは自嘲的に笑んだ。

「馬鹿ですね。自ら進んで苦痛を追体験しているんですから」

「……最初から最後までずーっと幸せで、死ぬ時に何も覚えてないよりはマシだ」

「そうですかね。ただただ苦しい記憶ばかりの人生よりは楽しそうですけど」

「ただただ苦しい記憶ばかりの人生なんか無いだろ。ただただ苦しい体験ばかりの人生はあるけど」

　苦しい体験しかない人生にも、人は勝手に幸福を見み出いだす。創り出す。錬成する。

　だから、現実の幸福は負ける。劣る。忘れてしまう。

　逆説的に、覚えている幸福は単なる妄想。虚構。嘘。

　現実の苦痛は残酷な真実。消せない事実。本当。糞。

　死ぬまで忘れられず、心身を侵す。壊す。縊くびり殺す。

　……本当に全ての幸福を忘れてしまうとすれば。

　彼女と過ごした日々も、いつか忘れてしまうのだろうか。唐突な寂せき寥りよう感に襲われた。

「どうかしましたか？」

　黙り込んで浦見の顔を見つめていると、彼女は首を傾けた。

「……」

　考えるより早く、彼女の頬ほおに触れていた。

「ひにゃっ」

　可愛かわいらしい声を上げる浦見。

　ほのかに温かい、吸い付くような柔やわ肌はだだ。白磁めいたきめ細やかさと、水晶めいた透明感を併せ持つ。宝飾品を思わせる美しさ。

　浦見が素っ頓狂な声で聞いてくる。

「な、何ですか？」

「お前が嘘じゃないか、不安になってさ」

「どういう意味ですか？」

　問われて、俺は持論を端的に伝えた。

　数秒考えた後、浦見が答える。

「では、こうしましょう」

　彼女の言葉に耳を傾けた。

「他人の不幸は蜜の味。つまり、他人の幸福は苦痛の味です」

　ふむ。納得して首肯。続きを促す。

「だから、私は貴方あなたの幸せを、苦痛として覚えておきます。その代わり、貴方は私の幸せを、苦痛として覚えておいてください。これなら、全ての幸せを覚えておくことが出来ます」

　得意顔で言い切る浦うら見み。思わず笑ってしまった。

　そんな簡単なことを誇示する浦見と、そんな簡単なことさえ思い付かなかった自分に対しての笑いだった。

　目尻に浮いた涙を拭ぬぐう。

「そりゃ名案だな」

「そうでしょう。すごいでしょう。先生と崇あがめ奉たてまつりなさい」

　崇め奉られたら、それはもう教授じゃねぇ。教祖だ。

　心の中で崇め奉ったせいか、浦見尊師が教壇に立った。無い胸を張って、細い腕を組む。

「似合わねぇな」

「うるさいです」

　お次はホワイトボードに小難しい計算式を書き始めた。教授になったつもりらしい。

　根っからの文系人間である俺には、何が書いてあるのかさっぱり分からない。ほぼ英語だよ。英語も文系科目だけど。じゃあ古文だよ。古文も文系科目だけど。

　自分が文系でも理系でもないと気付いてしまった。落ち込む俺を、居丈高に指さす浦見。

「そこ。単位が欲しかったら、大人しく座りなさい」

「……はいはい」

　失笑しながら、最前列中央の席に腰掛ける。

　先生ごっこ。子供じみた遊びだ。

　まぁ、俺とこいつの関係自体が、ごっこ遊びみたいなもんだけど。

「不真面目な貴方のために、問題を出してあげましょう」

「恩着せがましい教授だな」

「教授ではありません。外部講師です」

　無駄に設定が細かい。どっちでもいいっつーの。

　何行にも及ぶ計算式を全て消すと、浦見は巨大なカンバスに何か描き始める。

　図形？　記号？　疑問が解消されるまで、一〇秒もかからなかった。

「空欄に、正しい答えを記入しなさい」

　現れたのは、巨大な相合傘。

　左側には、アリのように小さな文字で『浦見みぎり』と記されている。

　……こんな恥ずかしい真ま似ね、どこで覚えてきたんだよ。

「早くしないと、他の人が書いてしまいますよ」

「そりゃまずいな」

　立ち上がり、白板の前へ。オイリーな警備員のおっさん、悪いけどここは譲らねぇぜ。

　相合傘の右側に、自分のフルネームを書き記した。

「先生、どうすか？」

「×です」

「えぇ……」

　まさかの不正解。恥ずかしすぎる。死にたい。殺されたい。

「正解は、こうです」

　彼女は傲然と、俺の苗みよう字じを書き直した。

　答え　浦うら見み水面みなも。

「ほぼ正解じゃねぇか。部分点くれよ」

「駄目です。落第です。私と同学年になるまで留年です」

「職権乱用だ」

「乱用ではありません。私的流用です」

　じゃあいいか。とはならない。

「つうか、俺が婿むこ入りする前提かよ」

「嫌ですか？」

「別にいいけど、義理の姉と上う手まくやっていける気がしない」

「……私が嫁とついだ方がいいかもしれませんね」

　姉に対する信頼ゼロ。まぁ、あの姉だからな。仕方ないだろう。

　そこから話題は結婚へ。

「結婚の挨拶って、どんな感じでやればいいんだ？」

「現金一億円を見せつけて『娘さんを僕にください』って言えばいいんです」

「俺が親だったら、そいつに娘は渡さねぇ」

　絶対ろくな人間じゃない。ロクデナシはそう思います。

　更に話題は結婚式へと移った。

「白装束で結婚式。楽しそうじゃありませんか？」

「へぇ、面白いな」

　墓場での挙式を想像する。いや、葬儀場か？　火葬場か？　古墳か？　ピラミッドか？

「……神父が坊主は嫌だな」

「ですね。死神の格好でもしてもらいましょうか」

「骸骨のボディペイントもしようぜ」

　提案に、浦見がケタケタと笑った。俄が然ぜん、調子づいてしまう。

「唇に毒でも塗っておいて、誓いのキスで互いを殺す。なんてどうだ？」

「キ……」

　紅顔を伏せる浦うら見み。意味深に手の甲で唇を撫なでた。

「……黙るなよ」

「だ、黙りますよ。絶句です」

　だよねぇ。超キモかったもんねぇ。

　反省しても時すでに遅し。浦見は執しつ拗ように責め立ててくる。

「よくそんなことを思い付きますね。変態ですよ。変態」

「白装束で結婚式したいとか言う奴やつに言われたくない」

「坊主に骸骨のボディペイントをさせようとする人は黙っててください」

「お前も笑ってたじゃねぇか」

　指摘すると、浦見はすまし顔で鼻を鳴らした。

「貴方あなたを傷つけないように、作り笑いをしてあげたんです。感謝してください」

「へいへい。ありがとうごぜーます」

「誠意が感じられません」

「お前の感性が鈍いんだよ」

「私の感度は抜群です。感じすぎて困るくらい………………」

　途中で言葉を切る浦見。台詞せりふの際どさに気付いたらしい。

「…………今のは、忘れてください」

「嫌だ。死ぬまで忘れない。死んでも忘れない」

「もっと覚えておくべきことが沢山あるでしょう……」

「……………………沢山、あるんだろうな」

「この流れから、急にシリアスな方向へ舵かじを切らないでください。集中して聞けません」

　間違いない。口の端から笑いが漏れた。

「考えてみれば、おかしな話だ。もうすぐ殺されるのに、結婚の話だなんて」

「もうすぐ殺される人が話せば、全部おかしな話ですよ」

「最高だな」

　どこで何を話しても爆笑必至。無双状態だ。

　全能感に酔いしれていると、浦見が俺の隣席に腰掛ける。

「参考までに聞いておきます。どんな風に殺されたいですか？」
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「一番は絞殺だな。間違いない」

「どうしてですか？」

　問われて、返答に窮した。

　難しいな。何と言えばいいのだろうか。全て説明すると長くなるし、長々と説明すれば分かってもらえる類の話でもない。えーっと…………。

「……それが、俺にとって愛そのものだからだ」

　他に相応ふさわしい説明が思い付かなかった。

　人生で最も大きく強い愛を向けられた時、同時に感じたのが殺意だった。そこで、愛と殺意が強固に結び付けられてしまったのだ。

　ゆえに、両者の境界が曖昧で、上う手まく判別できない。本気の愛情と本気の殺意を、上手く見分けられない。

　理屈ではない。深層心理にすりこまれているのだ。

「……そうですか」

　静かに呟つぶやくと、浦うら見みは俺の首を両手で包み込み、ゆっくり絞め上げた。

「ぐっ」

　気道が一気に狭まり、苦しいと脳に訴えかけてくる。

　しかし、誤作動を起こしている脳は信号を正しく受信できない。シナプスで苦痛は快楽に誤変換され、神経細胞の間を駆けずり回った。

　突発的な絞殺か？　いや、違う。殺意は感じないし、殺そうとしている人間の絞め方ではない。視線で目的を尋ねる。

「予行演習です」

　更に力が強まった。細い腕に血管が浮き上がる。恐らく、俺のこめかみにも青筋が浮かんでいることだろう。

「うぅっ」

「どうですか？」

「わ、悪くない」

　かすれ声で応じる。

「力、強めますよ」

　意識がぼんやりとしてきた。浦見の声を遠く感じる。力を強めたかどうかも分からない。

　残っているのは、喉に紙やすりをこすりつけられているような感覚。それさえも心地いい。

　不意に、浦見が顔を逸そらした。思わず声をかける。

「なぁ、こっち見てくれよ」

「無理です。恥ずかしいです」

「後生だ。頼む」

「……仕方ないですね」

　しぶしぶながら、浦うら見みは澄んだ両りよう眼めをこちらに向けてくれた。

　大きな瞳で見つめられると、ぞくりぞくり、悪寒に似た快感が皮膚の下を走り抜ける。

　脳のう味み噌そがドーパミンに漬かっているかのようだ。手足から力が抜けていく。

「はい、今日はここまで」

　浦見が少しずつ力を弱めていく。合わせて、高揚感が薄くなり、意識がクリアになった。

　首から手を離すと同時、彼女は感想をこぼす。

「愛がどうこう以前にマゾなんですね」

「多分な」

「絶対ですよ」

　言い切られてしまった。自分でも薄々分かってたけど。

　気を取り直し、感謝を伝える。

「楽しかった。また頼む」

「駄目です」

「……え？」

　まさかの拒きよ否ひ。一文字で理由を問う。

「続きは死ぬ時のお楽しみです」

「マジかよ……」

　じゃあ、あの快感は死ぬまで味わうことが出来ないのか？　生殺しじゃないか。

　落胆する俺を浦見が励ます。

「これで、死ぬ時の楽しみが一つ増えましたね」

「いや、まぁ、そうなんだけど、えぇ～……」

「殺してほしかったら、早く私に愛してもらえるカッコいい男性になってください」

　最終的に好きになるかどうかはお前次第であって、俺の努力が及ぶ範囲には限りがあると思うんですけど。

　文句を飲み下し、浦見に尋ねた。

「お前は、理想の死に方とか無いのか？」

「……私、痛いのは嫌なんです。私の母は、私には暴力を振るっても、最愛の人には一度しか暴力を振るわなかったので」

　微苦笑で答える浦見。最愛の人とは、夫だろうか。つまり、浦見の父。

　だから、彼女の中では、暴力と愛が結びついていないのだ。

「けど、殺す時は沢山の痛みを与えたいんです。それが、私にとって最大の愛情表現なんです」

　瞬間、抱く違和感。表情で心中が伝わったのか、浦見は失笑した。

「矛盾してますよね。分かってます。痛みを与えられることでは愛を感じないのに、痛みを与えることが愛情表現だと妄信している」

　噛かみ締しめるように言って、右手で左胸を押さえる。

「けど、どうしようもないんです。それが私なんです」

「……」

　矛盾。二つの事柄の辻つじ褄つまが合わないという意の熟語。

　俺にとっては馴な染じみ深ぶかいものだ。因縁深いというべきか。

　突き詰めれば、俺が今ここでこうしていることさえも、矛盾を孕はらんでいるのだ。

　生きる矛盾。っていうと、ちょっぴりカッコいいかも。

　そんな俺が、矛盾を嫌う理由など無い。

「……難儀な嗜し好こうだな」

「勝手ですかね？」

「あぁ、身勝手極まりない」

　回答に、浦うら見みが肩を落とした。

「ただ、悪いとは思わない。俺で良ければ、自分勝手に殺してくれていいぜ」

「……ありがとうございます」

　付け足すと、浦見はニヤニヤと口角を吊つり上あげた。

　まるで、答え合わせをしているみたいだ。いや、間違い合わせかな。

　浦見の中にある誤解と、俺の中にある誤解を見せ合って、（間違え方に差はあれど）同じ所で間違えていることを確認し、安心する。我ながら悪趣味だと思う。

　けど、仕方ない。快感に悪は付き物だ。

　美お味いしいものは身体からだに悪いし、楽しいことは心に悪いし、気になる人は殺したがり。

　殺したがりっ子が、次の間違いを提示した。

「小さい頃、沢山痛くて苦しくて辛つらい思いをしたので、死ぬ時くらいは痛みも苦しみも無く死にたいです」

　同じだ。正解。つまりは不正解。

　嗜好ではない。死に方でしか自分を語れないという点だ。

　死に方を語るのは楽しい。何な故ぜなら正解が無いから。不正解しか無いから。

　不正解者は、そうやって生きることから目を逸そらさないと生きていけないのだ。死んでいけないのだ。

　世の中には、死ぬより何倍も辛い思いをしている人間がいて、死を迎えることでしか報われない苦痛があって、死の先にしか無い喜びがある。俺は、そう信じている。

『過去』にも『現在』にも『未来』にも希望を抱けないのだ。

『死』に対してくらい、希望を抱いたっていいじゃないか。

　たとえそれが、かつて過去や現在や未来に抱いたような、淡い幻想だとしても。

　自己正当化理論を構築していると、浦うら見みが追加で間違いを呟つぶやく。




「好きな人と全く同じタイミングで人生を終わらせることが出来たら、素敵ですよね」




「……そうだな」

　嘘うそ。俺は好きな人には長生きして、幸せになってもらいたいタイプ。

　でも言わない。

　恐らくこれは、人生の指針といっても過言ではないレベルの価値観だ。

　加えて、俺も浦見も非常に思い込みが強いタイプなので、相手の持論を柔軟に受け入れることが難しい。そんな奴やつらが言い争った所で、議論は死ぬまで平行線だ。

　同じく間違っていた。ただ、相あい容いれない間違え方だった。

　地動説が正解である問題に、天動説と答えた二人が、右回りか左回りかで争うようなものだ。

　間違いに優劣は無い。等しく無価値。平等。みんな間違ってみんないい。いや、みんな悪いかな。

　みんな悪いからみんな死ねという結論に着地した所で、浦見が破顔した。

「私たち、勿もつ体たいない生き方してますね。せっかく生きているのに、死ぬ瞬間の話ばかり」

「ある意味、贅ぜい沢たくな生き方とも言える」

「確かに。浪費は余裕が無いと出来ませんからね」

「余裕が無くても、金銭感覚が麻ま痺ひしてれば出来るぞ」

「麻痺。いいですね」

　マヒマヒ言いながら、嬉うれしそうに微笑ほほえむ浦見。

「私たちは、何が麻痺してるんでしょうね」

　とりあえず、俺は痛覚だな。基本、機能してない。あとは……。

「幸せを感じるセンサーがバグってるのは間違いない。いや、麻痺じゃなくて機能不全か？」

「×です」

　浦見が両手の人差し指をクロスさせた。

　また落第かよ。そろそろ除籍されるぞ。頼むから単位くれ。何でもするから。

　懇願する俺の方へ、浦見がもたれかかってきた。氷細工のような身体からだを優しく受け止める。

　瞑めい目もくして、彼女は呟いた。

「ちゃんと機能してますよ。幸せを感じるセンサー」

「……メーター、ぶっ壊れてるんだけど」

「別にいいじゃないですか。幸せなんですから」

　それもそうか。簡単に納得。

　今まで、理想の生き方など、考えたこともなかったけれど。

　こうやって、誰かと理想の死に方をダラダラ語り合うのが、理想の生き方だったのかもしれない。




◇




「悪いことがしたいです」

「は？」

　そろそろ帰ろうかという頃に、薄暗い廊下で浦うら見みが声を上げた。

「行ってはいけない場所に行きたいです」

「ここが行ってはいけない場所だよ」

　深夜徘はい徊かい＆不法侵入のダブルパンチだ。

　当然の指摘に、頬ほおを膨らませる浦見。

「私、学校では真面目な優等生なんです。たまには非行に走りたいんです」

「いや、だから、現在進行形でやってるじゃん」

「立ち入り禁止区域に行きたいです」

　だからここだって。と言いかけたが、延々ループに陥りそうなので黙る。

　こんなことなら、目ぼしいスポットを女おな川がわに聞いておけば良かった。

　かといって、再び彼女の元へ戻るのも憚はばかられる。

　出来ることなら、もう浦見には会わせたくない。永遠に。

　アルマジロっていた女川の姿と、その発言を思い出す。

『……じゃあ、月が綺き麗れいに見える非常階段の踊り場でセッ』

　思い出したくなかった……。




◇




　他に案も無かったので、緑色に光る誘導灯を辿たどり、しぶしぶ非常階段へやってきた。

　幸い、他に人はいない。

　風も無し。いわゆる凪なぎという状態。夜気自体の冷たさを実感する。

「……ん？」

　角ばった手すりの上に、あるものを発見。

「……タバコか」

「忘れ物ですかね」

　手の平サイズの白い箱に、金の横線が引かれている。母が吸っていた銘柄ではないな。

　どうやら、ここは暗黙の了解で喫煙所と化しているらしい。

　矯ためつ眇すがめつ、パッケージに記された注意書きを読んでいると、浦うら見みが箱を奪い取り、中から一本取り出した。

　そのまま躊躇ためらいなく咥くわえる。

「おい」

「咥えただけです。火は点つけていません」

「そんな言い訳が通用するか」

　つうか、随分と様になってるな。

　疑惑の眼まな差ざしを向ける俺に、浦見はじゃがりこをおすそ分けするかのような動作で、タバコの箱を差し出してきた。

「一本、どうですか？」

「……お前のものじゃないだろ」

　文句を呟つぶやいて、箱から一本つまみ出す。ほんのりとバニラの香りがした。

「持ち方が違います。こうやって、人差し指と中指で挟んでください」

「こうか？」

「違います。こうです」

「こうか？」

「だから、こうです」

「こうか？」

「……もうそれでいいです」

　諦念の滲にじんだ声だった。言われた通りにしたつもりなんだけど。

「ライターが見当たりませんね」

「あっても吸わせないぞ」

「全部一人で吸うつもりですか？　欲張りな人ですね」

「そういう意味じゃない」

　嘆声での注意を聞いているのかいないのか、浦見は頬ほおを染めて、咥えたタバコの先端を向けてくる。

「……火、点けてください」

「いや、こっちに火が点いてないと」

「うるさいです。早くしてください」

　目を細めた浦見が、咥えたタバコをぴょこぴょこと動かした。

「……まぁ、いいけど」

　タバコを咥くわえて、浦うら見みの方へ顔を寄せる。

　火の点ついていないタバコの先端を、浦見が咥えたタバコの先端に押し当てた。

　数秒後。ゆっくりと離す。

「……火、点いたな」

「調子に乗らないでください」

　赤面した浦見に、軽く肩を殴られた。弾みでタバコを落としてしまった。




◇




　階段に腰を下ろすと、コンクリートの冷たさがズボン越しに伝わってきた。

「タバコも悪くないな」

「不良ですね。ニコチン中毒になるのも時間の問題ですね」

　隣の浦見が嬉うれしそうに呟つぶやく。

　数秒の間を置いて、言葉を絞り出した。

「……中毒。依存症、か」

「どうかしました？」

「怖いんだ」

「怖い？」

　首を傾けた浦見に、俺は理由を教える。

「何かに依存したら、死ぬ前に壊れそうだから」

　完膚なきまでに壊れた末、理想の死に方すら追いかけることが出来なくなってしまった人間を知っているから。

　壊れかけ野郎の自嘲を聞いて、浦見が苦笑する。

「誰だって、生きてるだけで何かの依存症です。気に病む必要はありません」

「依存の対象と程度次第だろ」

　何事も程々が肝要。言外に主張すると、浦見は唇に手を当てて考え込む。

「不思議ですよね。『愛する人がいなければ生きていけない』は美談なのに、『酒が無ければ生きていけない』は責められるんですから」

「仕方ないだろ。前者は利他的で、後者は利己的だ」

「逆でしょう。利他的な生き方ほど利己的な生き方はありませんよ。他人を巻き込まなければ、自分を満たすことすら出来ないんですから」

「……なるほど」

　すると俺は、相当に利己的な人間だ。

　しかも、特定の人間に大きな負担を強いている。

「難しく考えなくていいんです。貴方あなたは美談となり得るものに依存できる可能性を手に入れたんですから、喜ばないと罰が当たりますよ」

「美談になることを手放しで喜べる人間なら、こんな有り様になってない」

　言うと、浦うら見みは声を上げて笑った。

　しゃがみこんだ俺たちの頭上では、満月が輝いていた。死にたくなるくらい綺き麗れいだ。

「……綺麗ですね」

「月が綺麗なのは、遠くにあるからだ」

　発言の意図を、目線で聞いてくる浦見。俺は説明する。

「遠くから見ている時は綺麗でも、近くで見ると穴ぼこだらけで醜い。暗い場所で綺麗に見えたものは、明るい場所で見れば醜い。全ての事象は、知れば知るほど醜さを露呈する」

　話している途中で気付いた。失敗した。無難に合わせておけば良かった。怒られるかな。

　覚悟とは裏腹に、意外な反応が返ってきた。

「私は、醜いですか？」

　驚いて浦見の様子を窺うかがう。

　儚はかなく揺蕩たゆたう睡すい蓮れんの花のような少女が、俺の返答を待っていた。

　あと一歩、踏み込むことを許された気がした。

「……いや、まだ綺麗だ。もう少し近付いてみよう」

　華きや奢しやな肩を掴つかむ。熱い。火傷やけどしそうだ。

　なのに、鉄板にこびりついたかのように離れない。離せない。

　濡ぬれた琥こ珀はく色いろの瞳が、月光で照らされて輝きを増す。殺されたくなるくらい綺麗だ。

「醜いですか？」

「まだ綺麗だ」

　更に顔を近づける。彼女の湿った吐息を口元で感じた。

　心臓が、左胸を食い破らんと暴れ回る。痛い。

「醜いですか？」

「まだ綺麗だ」

　しかし、これ以上は近付けない。躊ちゆう躇ちよしてしまう。

　その時、浦見の細い両腕が、俺の背中に回された。

　柔らかな眼まな差ざしが尋ねる。醜いですか？

　答えに代えて、唇を重ねた。

　瑞みず々みずしく、ほんのりと甘かった。

　数秒後。唇を離すと、浦見は慌てて紅潮した顔を伏せる。

「毒々しい味がします」

「酷ひどいな……」

　思っても言うな。

「早合点しないでください。不ま味ずいとは言っていません」

　……そりゃ良かった。

「……こっちは、甘ったるい味がしたよ」

「……うるさいです」

　と言いつつ、得意げな浦うら見み。こういう時は分かりやすい。

「そういえば、毒塗るの忘れてたぜ」

「嘘うそです」

「いや、塗ってねぇよ」

　困惑する俺を見ながら、浦見は唇を指し示す。

「惚ほれ薬、塗ったでしょう」

「……バレたか」

　大根芝居で応じた。

「つうか、お前も塗っただろ」

「……バレましたか」

　二人目の大根役者、見参。

「最悪です。薬のせいで、動どう悸きが治まりません」
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「ドクドクしっぱなし。ってことか。毒だけに」

「調子に乗らないでください」

　頬ほおを膨らませた浦うら見みが俺の胸を小突いた。

　どうやら、俺は勘違いをしていたらしい。

　月が綺き麗れいなのは、遠いからじゃない。

　彼女の瞳に、そっくりだからだ。





◇殺される他殺志願者




　数日後。俺と浦うら見みは、初めて会った喫茶店を訪れた。隣県の博物館で行われていた昆虫展の帰りだった。

　いつも通り、カフェラテをストローで飲む浦見。その一挙手一投足から目を離せない。

　俺は間抜けだ。

　彼女に愛されようとしていたはずが、いつの間にか彼女を愛してしまった間抜け。

　ただ、悪いことばかりではない。浦見が俺を愛してくれるまで、俺は浦見と一緒にいられる。愛している人と一緒にいられる。

　しかも、彼女に殺される時、俺と彼女は相思相愛。

　つまり、愛している人に愛を込めて殺してもらえるのだ。こんなに幸せなことはない。

「どうかしました？」

　お前のこと考えてた。と言う勇気は無いので適当な戯たわ言ごとをほざく。

「ここのカフェラテは不ま味ずいんじゃなかったのか？」

　問われて、浦見は気まずそうに目を逸そらした。

「……あれは嘘うそです。あの日は、早く出掛けたくて仕方なかったんです」

「子供かよ」

「うるさいです」

　浦見が笑った。俺も笑った。

　無意味な幸福を噛かみ締しめていると、彼女がぼそりと呟つぶやく。




「もうすぐこの世を去ると思うと、悔いはなくとも少し寂しいですね」




「………………え？」

　喉から疑問符がこぼれ落ちた。浦見は首を傾かしげる。

「何か？」

「もうすぐ死ぬって、どういうことだ？」

　乾いた砂漠のような声だった。自分のものとは思えない。

　浦見がこともなげに答える。

「言っていませんでしたか？　貴方あなたを殺した後、私も自殺するんです」

「……どうして？」

「最愛の人がいなくなった世界で生きている意味、あります？」

　質問の皮を被かぶった断言。選択肢は、無言での肯定だけ。

　もっと早く気付くべきだった。自分の勘の悪さが嫌になる。

　彼女と俺は、非常に似通った思考、価値観をしている。

　それは死生観も同様だ。

　そして今日、俺は自分の新たな一面を知った。

　俺は、自分のいない世界から愛している人が消えることさえ、受け入れられなかったのだ。




◇




　思えば、俺の夢にはリアリティが無かった。

　理想とする部分だけにピントを合わせて、周囲のぼやけた部分は見ないようにしていた。

　その最たるものが『最愛の人が、世界から消失すること』だった。

　母が死んだ時に悲しかったのは、愛していたからだ。

　母が死んだ時に苦しかったのは、愛していたからだ。

　当時の義父に殴られても平気だったのは、愛していなかったからだ。

　当時の義父に刺されても平気だったのは、愛していなかったからだ。

　自分より後か先かという部分は問題ではない。俺の死が浦見愛する人の死を確定させてしまうことが、唯一にして最大の問題。

「……くそ」

　深夜。自室のベッドで毒を吐く。

　何も知らなければ、俺は心おきなく死ねたのに。

　しかし、知ってしまった。俺が死んだら、殺されたら、浦うら見みも死ぬ。

　つまり、俺のせいで死ぬ。俺の死＝彼女の死。

　これは完全に盲点だった。

　どうすれば浦見を死なせずに、殺さずに済む？

　思考を空転させていると、枕元の携帯が震えた。画面には『死神』と表示されている。

「……」

　脊髄反射的に、通話ボタンに触れてしまった。

「もしもし」

『おひさ～』

　浦見姉の軽い声。不思議と邪険に扱うことは躊躇ためらわれた。

「……こんな時間に、何の用だ？」

『声が聞きたくなっただけだよ』

「暇人め……」

　失笑すると、浦見姉は穏やかな語調で尋ねてきた。

『元気ないね。何かあった？』

「…………………………………………」

　本音を言えば、こんな不気味な奴やつには頼りたくない。

　かといって、このまま一人で悩んでいても答えは出そうにない。

　藁わらにも縋すがる思いで、俺は事の詳細を説明した。

　説明が終わると同時、花はな子こは軽薄に言い放つ。

『君が死んだ後に誰が死のうと関係ないじゃん。むしろ、一緒に死ねて嬉うれしいとは思わないの？』

「思わない。愛している人には死んでほしくない。当然だろ」

『その台詞せりふ、世界で一番似合わないね』

　うるせぇ。知ってるっつーの。

　失笑交じりの会話は続く。

『てゆーかさ、あたしは君を買いかぶってたよ。もっと破滅的な人間で、破滅的なことをしてくれると思ってた。生きる気マンマンじゃん。ちょっと残念』

「死ぬ気マンマンだからこそ、悟られないように隠してるんだよ」

　破滅的な人間の目的は破滅的に生きることだ。死は目的地ではなく、単なる終点。

　俺の目的は理想的な死だ。ゆえに破滅的な行動には興味が無い。それだけの話。

『でさ、結局どうするの？　みぎりには殺してもらわないの？』

「……あぁ、駄目だ。死なせたくない」

『じゃあ、誰に殺してもらうの？』

　誰に殺してもらえばいいのだろう。俺が聞きたいくらいだ。




『あたしが殺してあげよっか？』




「……今、何て言った？」

　聞こえていたが、あえて問い直した。

『あたしがぁ～。殺してぇ～。あげよっかぁ～？』

　ぶつ切りにされた疑問文。小学校低学年と同じ対応。

　困惑しながら、二度目の説明を行う。

「前にも言っただろ？　俺は、俺を愛してくれる人に殺してほしいんだ」

『あたし、君のこと、好きだよ』

「やめてくれ。俺は真剣なんだよ」

「信じてくれないの？　みぎりにはすぐなびいたのに？　ひど～い」

「……そういう態度が、癇かんに障るんだ。信用できないんだよ」

　ふつふつと怒りが沸騰した。

　これが、この女の本性か。人の夢をおちょくって楽しむ人間。くそが。

　気色ばむ俺を、浦うら見み姉は声で宥なだめようとする。

『みぎりと同じ環境で、同じように育ってきたんだよ？　男の趣味が似通うのは当然じゃない？』

　安直な説明。納得できるはずがない。

「それが本当だとしたら、何で妹を紹介した？　最初から、お前が俺を殺すと言えば良かったじゃないか」

『あたしは、君やみぎりみたいな異常者じゃないからね。好きな人を殺したいとか、好きな人に殺されたいとか、そういう歪ゆがんだ願望は無いの』

　質問を先回りして、淀よどみなく話す浦見姉。偽らざる本心なのか、答えを用意していたのか、見抜けない。

「……証拠は？　お前が、俺を、好きだという証拠」

　馬鹿な質問だ。仮に好きだったとしても、そんなもの示せる訳がない。

　しかし、尋ねた。

　それ自体が、彼女の発言に揺さぶられている証拠だった。

　浦見姉は穏やかに答える。

『何の得も無いのに、わざわざ殺してあげようかと尋ねた。数回しか会ったことがない人間のために、殺人の罪つみ科とがを背負おうとしている。これ、証拠にならない？』

「……」

　今度は、安直な説明と断じることが出来なかった。

『正直、本当は嫌だよ。殺されたい気持ちも、殺したい気持ちも、理解できない。怖い』

　平へい坦たんな口調。無感情だからこそ、内容が真しん実じつ味みを帯びる。

『……だけど、好きな人がどうしてもと言うなら、殺すこともやぶさかじゃない』

　……完全に信じた訳ではない。が、ただの冷やかしではなさそうだ。

「……お前が、ただの快楽殺人犯だという可能性もある。殺せれば、誰でもいいのかもしれない」

『殺すことだけが目的なら、もっと弱そうな相手を狙うよ。わざわざ若い男は狙わない』

「殺す人間にも、好みがあるのかもしれない。特定の条件を満たした人間しか殺したくない殺人鬼もいる」

　絶え間ない追及に、浦見姉は呆あきれ声を漏らした。

『そこまで疑われたら、否定する材料は無いよ。信じてくれと頼む他ない』

「……だよな」

　むしろ、よく答えてくれた方だ。

『あ。勿もち論ろん、あたしが捕まらないよう万全を期して臨ませてもらうよ。君を殺した後、死ぬつもりは無いから』

「……」

　完璧だ。出かかった言葉を飲み込む。

　俺を愛してくれていて、俺を殺す意思があり、俺を殺した後も生きようとしている。

　俺が求める条件に、ピタリと当てはまっている。パズルのピースみたいに。

　きっと、彼女以上の人材は他にいない。

　……浦うら見みみぎりを除いて。

　浦見姉とみぎり。俺は、どちらに殺されるべきなのか。

　そもそも、みぎりは本当に俺を愛してくれているのか？　口では何とでも言える。俺の前で見せた全てが演技であり、本当は別の目的があるのかもしれない。

　もし、最後の最後で彼女に裏切られたら、きっと俺は立ち直れない。

　逆に、浦見姉に裏切られても、恐らく俺は立ち直ることが出来る。

　言い方は悪いが、保険として浦見姉に頼むのも、悪くない選択だ。

　そもそも、俺に対して好意を表明してくれる女性自体が、非常に稀け有うな存在。感情に任せて拒絶するのは愚かだ。

『……興味本位で聞くけど、希望の死に方ってある？　痛いのは嫌？』

　痛みは問題ない。だって……。

「あ」

『どした？』

「……何でもない。追試の存在を思い出しただけだ」

　嘘うそ。追試の存在は知っていた。知った上でサボった。

　思い出したのは、もっと重要なこと。

　俺は馬鹿だ。失念していた。

　浦見姉の言葉が本心か否か、知る術すべが俺にはあるじゃないか。

　となれば、迷う必要はない。

「……分かった。俺を、殺してくれ」
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　一週間後。やって来たのは、公営住宅の跡地。

　初めて浦見姉と出会った場所。みぎりと会うきっかけが生まれた場所。

　でもって、俺が生まれた場所。

　幼少期。俺が母親と住んでいた場所。

　そして、母が死んだ場所。

　思い返せば、人生における大きなイベントは、全てここに端を発している。ここが、私のアナザースカイ。じゃあファーストスカイはどこだよ。

「おっ、いたいた」

　背後から、白々しい声。空々しい反応。軽々しい口調。振り返る。

　最後にして最大のイベントを執行する者。浦うら見み姉が立っていた。

　着ているのは灰色のウインドブレーカー。下はジーンズとスニーカー。ラフな服装だ。

　両手にはゴム手袋をはめており、リュックサックを背負っている。

「よう、死神」

「やあ、屍しかばね」

　誰が屍だ。俺か。納得。

　死神は屍に尋ねる。

「ここ、好きなの？」

「別に。他に妥当な場所が思い付かなかっただけだ」

「ここ、殺人に妥当な場所なの？」

「自殺には妥当だろ」

　屍の意見を聞いて、死神は薄気味悪い笑みを浮かべた。

「……確かに」

　記録上、母は自殺ということになっている。

　では。あの日、母は死のうとしていたのか。本当に無理心中を図ったのか。

　恐らく、違うと思う。彼女は、ただ俺を殺そうとしていた。気がする。

　記憶の中の矛盾が、徐々に増えていく。出来る限り考えないようにしているのだが、急に目の前の情報と結びつく時はどうしようもない。

　芋づる式に、痛みが、苦しみが、熱さが、暑さが、寒さが、冷たさが、吐き気が、空腹が、腹痛が、頭痛が、鈍痛が、鋭痛が、恐怖が、甦よみがえる。

　あれから一四年。穴だらけではあるが、徐々に記憶の輪郭がハッキリとしてきた。母がどんな人間だったのか、全て思い出すのも時間の問題だろう。

　……怖い。

　十年前の出来事。とは思えないほど、鮮明な映像。今も頭の片隅で、異常な生々しさを放っている。
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　俺を絞め殺そうとしていた母は、家に踏み込んできた児童相談所の職員から逃げようと、部屋の窓から飛び降りた。

　住んでいたのは七階。酒と睡眠薬で酩めい酊てい状態だった彼女は、頭からアスファルトへ落下。

　それが母親だと気付くまで、二〇秒ほどかかった。頭は無いのに右手と左足がうぞうぞと動いており、軽く踏まれたゴミムシみたいだった。

　血液と内臓と脂肪。赤とピンクと白が中途半端に混ざり合っている。心の底から汚いと思った。大抵の汚さには慣れ切っていた時期だったので、新鮮な感覚だった。

　続いて湧き上がってきたのは、過去最大級の怒り。

　ようやく愛していると言ってくれた母を追い詰め、飛び降りさせ、自分から奪った連中。当時の俺には、彼らが敵にしか見えなかった。

　勿もち論ろん、今は違う。彼らには彼らなりの正義があり、それに準じて俺を救おうとしたのだと理解できる。

　理解しても、敵意が消えることは無いが。
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「ここで死んだ人、君の母親でしょ」

　浦うら見み姉の声で、意識が外界へと引き戻される。数秒の間を置き、尋ねた。

「……何で気付いた？」

「あたしのお母さんとここで死んだ人、一時期は同じキャバクラで働いてたんだよ。で、結構仲良かったの。百ど目め鬼きなんて名字、そうそうないでしょ？」

「そう、だったのか」

　初めて知った。また一つ、知ってしまった。

　もっとも、俺の母親がキャバクラで働いていたのは一年にも満たない期間であり、以降は大きな稼ぎを求めて、様々な業態の店を転々としていた。

　深呼吸してから、情報を言語化。整理する。

「じゃあ、みぎりも母さんのこと、知ってたのか」

「いや、知らないと思うよ」

「どうして？」

「あたしたちの親、どっちも再婚だから。血縁はないんだよ」

　こともなげに答える浦見姉。驚きは少なかった。どうりで似ていない訳だ。

「……さて、そろそろ本題に移ろっか」

　僅かに声色が変わる。声帯の張りが強くなったようだ。

「じゃじゃじゃじゃーん」

　安っぽい効果音と共にリュックから取り出したのは、サバイバルナイフ。

　彼女の瞳に似た刃やいばが、ぬらぬらと妖あやしく輝く。丁寧に研とがれているのが一目で分かった。

「とりあえず持ってきたけど、どうしよっか？」

「形としては、自殺に見せたいんだよ。だから、こうやって、自分で刺した風を装う」

　指示しつつ、刃を上に、刃先を自分に向けさせる。

「ほうほう、なるほどね～」

　興味深そうに、浦うら見み姉がナイフを眇すがめ見た。

「……本当にいいのか？　上う手まくいかなくて、捕まるかもしれないぞ」

「まぁ、最悪捕まってもいいよ」

「本気で言ってるのか？」

「ここで冗談言っても仕方ないでしょ」

　何がおかしいのか、ケタケタ笑う浦見姉。

　どこかネジが外れている所は、みぎりに似ている。みぎりと同じ環境で育ったという話は出まかせじゃなさそうだ。

　俺の下腹部へ迫るナイフ。上向きの刃先が、アウターの表面を切り破った。

「神かみ連つれ」

「カミツレ？」

　おうむ返しに、浦見姉が頷うなずく。

「そう。あたしの名前。浦見神連」

　初めて知った。彼女は悲しそうに笑う。

「好きな人が、自分の名前すら知らないまま死んでいくのは寂しいからさ」

「……淀よど川がわ、水面みなもだ」

「知ってる」

　遅すぎる自己紹介。神連は呆あきれ顔がおを浮かべた。

「ま、これくらいの情報量が丁度いいのかもね。知りすぎると、ろくなことないし。嫌な部分を知る前に殺せて良かったよ」

「……そりゃ良かった」

　俺も、少し前まではそう思っていた。

　ただ、例外もあるのだと知った。

　知れば知るほど、浦見みぎりという少女は魅力を増していく。

　だからこそ、生きてほしいのだ。殺したくないのだ。

　……後悔が無いと言えば、嘘うそになる。

　ただ、退ひく気も無い。考えた上での選択だ。

　これでいい。これで、みぎりは生きていける。

　彼女は、俺とは違う。生きてさえいれば、きっかけさえあれば、幸せになれる人間だ。幸せになるべき存在だ。

　幸せに、なってほしい存在だ。

　ナイフの切っ先が腹に触れる。神かみ連つれは躊躇ためらいがちに聞いてきた。

「いくよ。痛かったら、言ってね」

「言ったら痛くないように刺せるのか？」

「いじわる言わないでよ」

　唇を尖とがらせる神連。

　ゆっくり、ずぷずぷと、俺の腹にナイフを入れていく。

　粘り気のある赤黒い液体が、ナイフと傷口の間から溢あふれ出だした。

「………………………………………………………………………………」

　こみ上げる違和感。もとい、嫌な予感。

「……待て」

　前触れなく、ナイフの刃を掴つかんだ。俺の抵抗する力と、神連の刺し込む力が拮きつ抗こうし、刃の部分が微かすかに振動。筋線維に細かな切れ込みを入れていく。

　神連が悲しそうに眉根を寄せた。

「どうしたの？　今さら怖おじ気けづいた？」

「違う」
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　ならばなぜ？　表情での問いに、俺は確信を持って断言した。




「お前、俺のこと好きじゃないだろ」




　途端、泣きそうな顔を浮かべる神かみ連つれ。

　悲痛で、悲惨で、悲哀に満ちた、

　空々しい泣き顔だった。

「どうしてそんなこと言うの？　あたしはこんなに」

「痛くないんだよ」

「……痛くない？」

　神連は首を傾ける。律義に答えてやった。

「愛のある攻撃は痛いんだ。痛いのが愛。痛くないのは愛じゃない」

　だから、どれだけ痛めつけられても、俺は基本的に痛みを感じない。痛みを感じるのは、愛を伴う攻撃のみ。

「愛の無い攻撃なんか、全く感じないんだよ」

　あれ？　今の、セクハラ発言？　判断しかねる。流血で普段以上に頭が回っていない模様。

「…………何そのバレ方。ウケる」

　幼稚園児のようにへらりと笑み、神連が容疑を認めた。

　間髪入れず、ナイフを腹から引き抜く。彼女の胸ぐらに掴つかみかかろうとする。

　しかし、身体からだに力が入らない。緩慢な攻撃を躱かわされて、勢いよく地面に倒れ込んだ。

　頭上から、冷徹な声が浴びせかけられる。

「大丈夫だよ。まだ死なない。みぎりが来る前に死んだら意味ないからね」

　嘲あざけりを帯びた哄こう笑しよう。

「ただ、あの子が来た頃にはもう手遅れ。君はどうでもいい人間に殺されて死ぬ。みぎりには殺してもらえない」

　くそ。思い付く限りの罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせかけてやりたい。

　気持ちとは裏腹に、どんどん脳内から言葉が消えていく。真下に血だまりが生まれ、広がり、心も身体も干からびていく。絶海の孤島に取り残された遭難者みたいだ。

　語彙が十分の一程度になった所で、俺は気付いた。

　これは、罰だ。

　みぎりを裏切ろうとした報い。彼女以外の人間に殺されようとした報い。因果応報。

　ごめんな。許してくれとは言わないから、好きなだけ責めてくれ。満足したら、俺のことなんか忘れて、幸せになってくれ。それだけが俺の望み。




「水面みなもさん！」




　全ての器官が鈍化した状態でも、うるさいと感じてしまうほどの大声。絶叫。がなり声。

　声量自体は普通。よりも小さい。大きな声を出すことに慣れていないのは明白。

　聞き間違えるはずがない。見間違えるはずがない。

「……みぎり」

　屋上への入り口前に、浦うら見みみぎりが立っていた。




　最初は、幻覚かと思った。幻覚でもいいと思った。幻覚であってほしいとさえ思った。

　みぎり以外の誰かに殺されている所を、みぎりに見られるのは避けたかったから。

　上下黒のジャージ。少し乱れた髪。荒い呼吸。普段の彼女とはかけ離れた姿。

　神かみ連つれが小さく舌打ちする。

「……来るの早すぎ」

「うるさいです」

　みぎりが一歩前へ。吐き捨てる神連。

「安心しなよ。あと三〇分は死なないはずだから。ほら、大事な人の最期は、ちゃんと看み取とってあげたいでしょ？」

「……うるさいです」

　更に一歩前へ。ほんの僅か、歩幅が大きくなった。

　冷笑を浮かべた神連は、みぎりに尋ねる。

「今、どんな気持ち？　辛つらい？　悲しい？　苦しい？　痛い？　気持ち悪い？　死にたい？　殺したい？　苦しめたい？　痛めつけたい？　嬲なぶりたい？」

「うるさいです！」

　再び、絶叫。後のちの、静寂。声の痛切さに比例して、沈黙も重く冷たい。

　薄氷の上を渡るように、みぎりは質問する。

「何で、ナイフを持った姉さんの横に、血みどろの水面さんがいるんですか？」

　質問の体をした攻撃。神連は平然といなす。

「彼が『殺してくれ』って頼んできたんだよ」

「！」

　驚きよう愕がくしたみぎりが俺の顔を見た。微かすかに揺れる潤んだ瞳。心臓を締め付ける。

「……本当、ですか？」

「……あぁ、本当だ」

　彼女を傷つけず、完璧に騙だます方便が思い付かなかった。

　繰り返さないために、目を逸そらすな。罪を知り、激しく傷つけ。記憶に刻め。一生忘れるな。風化させるな。膿うませろ。腐らせろ。壊え死しさせろ。

　彼女を悲しませたのは、俺だ。

　傷を深めるため、あえてみぎりに話しかける。

「どうして、ここが分かったんだ？　俺が何するつもりか、気付いてたのか？」

「……気付いたのは、貴方あなたの目的ではありません。姉の目的です」

　言うと、彼女は神かみ連つれに目を向けた。

「姉は、神連姉さんは、私から最愛の人を奪おうとしたんです」

「どうしてだ？　何のために？」

「愛を、奪い返すためよ」

　答えたのは神連。みぎりが話の続きを引き取る。

「姉さんは、実の父親を愛していました」

「……え？」

　突然の新事実。反射的に神連を見やると、本人は『それがどうかした？』と言わんばかりに首を傾けた。

　みぎりは続ける。

「けど、彼は数年前に死んでしまった。私の母によって、殺されてしまった」

　瞬間、神連の表情が強こわ張ばった。表情筋は不自然な蠢しゆん動どうを繰り返す。先ほどまでの空々しさは微み塵じんも感じられない。

　これが、本当の浦うら見み神連。愛を奪わんとする者。

　略奪者は傲然と言い放つ。

「……あたしは、一人の男性として父さんを愛していた。誇張なしに、世界中の誰よりも」

　どことなく憂いを帯びた口調。誰かに言いたくて、言えなくて、言う相手も失って、溜たまり、淀よどみ、濁り、どろどろに煮詰まった感情の一ひと滴しずくを見せつけられた気がした。

「でも、どんなに愛したって、死んだ人は生き返らない。もう永遠に、父さんの愛は手に入らない」

　……その気持ちは、不本意ながら理解できる。

　何をしようと、いくら払おうと、母さんの愛は二度と手に入らない。

　だから、かつての俺は激怒した。

　死んだことで、母との思い出の数には限りが生まれ、二度と増えることは無くなったから。

　物事の価値は希少性で決まる。希少性の高いものには価値がある。

　と、人は錯覚する。

　二度と手に入らないから、死者との思い出は本質以上の価値を持ってしまう。

　ゆえに生まれる。俺やみぎりや、神かみ連つれのような存在が。

「全てを失った時、気付いたわ。奪われた愛は、奪うことでしか取り返せない」

　指先でぶらさげるようにナイフを持った神連は、頭上へ持ち上げる。

　上を向き、口を大きく開いた。剣を飲み込む大道芸人のような形。

　纏まとわりついた俺の血液が、ナイフの腹を伝い、名残惜しそうに切っ先から離れる。

　それを舌で受け止め、味わい、飲み込み、我が物とした。

　すこぶる気持ちのいい笑顔で、

「だから奪うの。地球上で最もあの女に近しい人間から」

　彼女はすこぶる気持ちの悪いことを言う。

「……自分の大嫌いな人間と、同じことするんだな」

　呟つぶやくと同時、腹部を思い切り蹴られた。口と腹の傷口から、紅あかい内容物が絞り出される。不ま味ずい。吐と瀉しや物ぶつと血と生ゴミと芋虫を足して四で割ったような味だ。

「あたしが、あの女と同じ？」

　神連の問いには答えない。嘘うそ。答える余裕が無い。呼吸に支障が現れ始めた。

　俺の反応どころか、生死もお構いなしに彼女は続ける。

「あたしは違う！　あたしだったら、殺したりしなかった！」

　逆上した神連が誰にともなく叫ぶ。喚わめく。吼ほえる。

「爪と指の間に針を刺したり、片耳の鼓膜を破ったり、熱湯をかけるくらいで良かったのに！　何で殺すの!?　馬鹿じゃないの!?」

　暴走する彼女は妖怪めいていた。

「あたしと父さんなら、絶対に上う手まくやっていけた！　いつも横から女が出てきて邪魔するのよ！　ざけんな！」

「……はは、はははははっ！」

　爆笑すると、今度は顔面を蹴られた。メゴッ、という不快音と共に、力なく倒れ伏す。

　屋上に積もった埃ほこりと混ざったせいか、血の黒くろ味みが強い。

　血だまりを舐なめて、味わい、飲み込み、我が物とした。

　俺は続ける。

「奪い返す？　バカか。最初から最後まで、父親の愛は一度もお前の所に来てないだろ」

「……は？」

　初めて、怒気をこちらに向ける神連。

　今までの攻撃に、俺への怒りは感じなかった。いずれも、もういない第三者に向けられていた。

　母の攻撃と同じだ。

　母に言えなかった言葉をぶつける。

「いつも横から女が出てくるのは、お前が女として見られてないからだろ」

「もういい。喋しやべらないで」

　まだだろ。喋らせろや。

「安心しろ。お前は何も奪われていない。だって、最初から何も持っていないんだから」

　明確に怒りを抱いたからか、神かみ連つれは無闇に攻撃してこない。

　これ幸いと、睨にらみつけ、言い切る。

「良かったな。今も昔も、お前の手の中に愛は無い。ずっと、からっぽだよ」

「黙れ！」

　神連が、俺の髪を掴つかんで、上半身を持ち上げた。ブチブツという髪を引き抜かれる感覚に鳥肌が立つ。

　痛覚は無いクセに、痛みを感じた頃の記憶だけはあるから、本来ならどの程度の苦痛に襲われていたかが分かってしまう。なまじ妄想力が強いばかりに。

　ナイフを喉元へ突き付けられる。少しでも声を発したら、その瞬間に首を掻かき切られそうだ。

「止やめてください！」

　みぎりは跪ひざまずいて懇願した。

「お願いします。何でもするから、その人だけは、止めてください」

　震える声。不規則な息遣い。悄しよう然ぜんとした佇たたずまい。

　涙は流れていないのに、泣きじゃくっているように見えた。

　止めろ。そんなことするな。そんな顔するな。もう限界だ。これ以上の深手には、俺が耐えられない。

　屈服したみぎりの様を見て、神連は満足げな笑みを浮かべる。

「そう、それよ。あの時、あたしがあんたの母親に言いたかったこと。教えたかった感情」

　みぎりに体験させることで、神連の苦痛が癒えているようには見えない。むしろ、傷口を広げているように映った。

　彼女はナイフを振りかぶった。

「目に焼き付けなさい。思い知りなさい。嘆き悲しみなさい。これが、愛する人の喪失。あたしが体験した苦痛の全て！」




「はい死刑」




　ヒュンと、頭上で風が嘶いなないた。

「ぎっ！　あぐぅっ……！」

　重低音と共に、神連がナイフを地面へ落とす。

　後方から、何者かが特殊警棒で神かみ連つれの手首を殴打したのだ。気付くまで数秒を要した。

「がぁぁぁっっ！」

　痛みに苦く悶もんし、ナイフを拾おうとする神連。骨にヒビくらいは入っているかもしれない。

　そんな彼女を、背後の人物が、背中への蹴りで吹き飛ばした。

　屋上を転がり、土つち埃ぼこりにまみれ、咳せき込こむ神連。

　先ほどまで彼女がいた位置へ、背後の人物が進み出てきた。

　グレーのインナーに、アーミー柄のニッカポッカ、足元にはワークブーツという軽装。

「……燕つばめさん？」

　そこにいたのは、鷹たか燕だった。

　呆ぼう然ぜんとしていると、神連がふらつきながらも立ち上がる。

「くそっ！　一体どこから」

「そこ」

　疑問に、燕さんは背後を指さして応答。

　最上階の一室のベランダから、屋上へよじ登ったのだ。

「関係ない奴やつが首突っ込まないで！」

　神連はがなり立てた。しかし、燕さんは無感情に返す。

「こいつが死ぬと、スズが悲しむ。だから殺させない」

　無感情だが、これほど頼もしい言葉は無い。

　良かった。これで神連に殺されずに済んだ。安心したせいか、急に意識が途切れかける。電池切れによる強制シャットダウン。

「おらっ！」

「ぐおっ」

　かと思いきや、何な故ぜか意識が覚醒。慣れた吐き気を飲み下す。

　遅れて、燕さんに胸をぶん殴られたのだと察した。痛くないとはいえ、腹にナイフを刺された人間への仕打ちではない。

「寝るなカス。死ぬぞ」

　殴るなカス。死ぬぞ。

　文句の代わりに尋ねる。

「……どうして、ここに？」

「ミギに呼ばれたんだよアホ」

　一瞬だけみぎりの方へ視線を向ける燕さん。そういえば、連絡先教えてたな。

「ありがとうございます。助かりました」

「黙れボケ。終わってねぇよ」

　目を細めて、燕さんは腰を落とす。臨戦態勢だ。

　対する神かみ連つれは、ウインドブレーカーの右ポケットから折りたたみナイフを取り出した。目の焦点は定まっていない。

「あぁ！　また女！　また邪魔する！　返せ！　父さんを返せ！　返せ！　返せ！　返せ！　返せ！　返せ！」

　連呼と共に突撃。素早い突きを繰り出した。

「鬱陶しいんだよクソ！」

　連撃を軽く躱かわすと、燕つばめさんは右足で回し蹴りを放つ。

　左足を軸とした強烈な回転。その力はロスなく足先へ集約され、神連の側頭部へ迫る。

　神連は、それを片腕で受け止めた。ゴヅッという気色悪い音が、耳の周りを這はいずり回まわる。

　しかし、彼女は意に介さない。今度はナイフを横薙なぎに振るう。

　燕さんがバックステップでナイフを躱し、数メートル距離を取った。二人は睨にらみ合あう。

　本気の燕さんとまともに闘える人間を、俺は初めて見た。身体能力自体は燕さんに分があるのだが、神連も執念で互角以上に渡り合っている。

　一筋縄ではいかないと判断したのか、燕さんが叫んだ。

「ミナ！　下に車が停とめてある！　ミギと一緒に行け！」

「分」

　かりました。言い切る前に、燕さんは俺を蹴り飛ばした。こいつら、人をサッカーボールみたいに扱いやがって。

　みぎりが駆け寄り、色んなものでドロドロの俺を引っ張り上げてくれた。

「私の肩に掴つかまってください」

「……ありがとう」

　罪悪感で、彼女の顔を直視できない。情けない。死にたい。殺されたい。

　と、思うことも心苦しい。

　これ以上の迷惑はかけたくない。なるべく独力で歩こうとする。

　だが、まともに動く部分がほとんどないため、それさえも難しい。正常に痛みを感じていたら、ショック死していたかもしれない。

「くそっ！　待てぇっ！　待てぇぇぇっっ！」

　断末魔めいた神連の声を、みぎりは鉄扉で遮った。

　鉄製の無骨な階段を下る。

「もうすぐです。頑張ってください」

　励まされながら、感覚の無い手足に力を込めた。

　みぎりの体格では俺を上う手まく支えられず、なかなか進めない。

　足元に意識を集中し、一段ずつ下っていると、

「うえっ、ボロボロ。引くわー……」

　乾いた声が前方から聞こえてきた。

　声の主はみぎりとは反対側に寄り添い、肩を貸してくれた。

　女おな川がわだった。

「あ、ありがとう」

「……カンチガイシナイデヨネ。アンタノコトナンカ、ナントモオモッテナインダカラ」

　うわぁ。本当に何とも思っていない時の言い方。携帯電話の音声ガイドより片カタ言コト。

「目的はみぎりか？」

「ＹＥＳ！　全てはみぎりんのため！　みなもんが死んで悲しみに暮れるみぎりんを、優しく籠ろう絡らくするの！」

「俺が死ぬ前提で話を進めるな」

「死なないの!?」

「死なねぇよ」

　まだ。

　階段を下りて外へ出ると、目の前に黒塗りのベンツが停とまっていた。燕つばめさんの車だ。親のお下がり。ベンツがお下がってくるとは、さすが金持ち。

　俺とみぎりは後部座席へ、女川は運転席へ乗り込んだ。

「先に出発しちゃっていいかな？」

「良い訳ないだろ。燕さんの車だぞ」

「でも、鍵差さってるよ？」

　鍵差さってたら勝手に動かしていいのかよ……。

　ため息を吐つくと同時、燕さんが鉄扉から出てきた。女川は窓を開ける。

「へい彼女、乗ってくかい？」

「てめぇ！　何で運転席に座ってんだよ！」

「ちょっとくらいいいじゃーん。減るもんじゃなし」

　凄すごまれても、女川に動く気配は無い。燕さんが舌打ちして助手席へ。

「早く出せ！　追って来てるぞ！」

「いえーい！」

　ベンツには似つかわしくないテンションで、エンジンをかける女川。

　滑らかな発進。手慣れたハンドルさばき。運転自体は問題なさそうだ。

　バックミラーで後方を確認。

　足を引きずった神かみ連つれが、射殺さんばかりの眼まな差ざしで睨にらみつけていた。

「え？　あの子、めっちゃ可愛かわいくない？　逃げなきゃ駄目？」

「ナイフが見えないのか!?　急げ！」

「そうカリカリしないで。可愛かわいい顔が台無しだよ」

「黙れカス！」

　緊張感の無いやり取りをしながら、車は公営住宅跡を離れた。

　数分して、大通りへ辿たどり着つくベンツ。

　神かみ連つれがどれほど執念深くても、自動車と並走することは出来ない。

　とりあえず、当座の危機は去った。安あん堵どの息を吐つく。

　瞬間、凄すさまじい眠気が襲ってきた。瞼まぶたの動きを自分でコントロールできない。猛スピードで意識が遠ざかる。

「おらっ！」

　助手席から身を乗り出した燕つばめさんに、思い切り肩を殴られた。この人は攻撃以外のコマンドを持っていないのか？

　燕さん流の救命措置を施されても、薄目を開けることしか出来ない。

「死ぬな！　死んだら死刑にすんぞ！」

　死んだら死刑には出来ないだろ。

「好このみ的には死んでくれた方が助かるけど」

　思っても言うな……。

　その間も、身体からだは活動停止へ向かう。

　脳が、脊髄が、神経が、筋肉が、内臓が、細胞が、動脈が、静脈が、関節が、骨が、血液が、脂肪が、表皮が、髪が、爪が、全身が命令する。

　眠れ。眠れ。眠れ。眠れ。眠れ。眠れ。眠れ。眠れ。眠れ。眠れ。眠れ。眠れ。眠れ。眠れ。

　うるさいなぁ。分かったよ。

　瞼か、意識か、人生か。

　いずれかの幕を下ろした。





◇償う他殺志願者




　目が覚めると、白いベッドの上に寝ていた。

　白い天井。白い照明。白い壁。白いカーテン。白い布団と枕。着ているのは白い衣類。全身に巻いているのは白い包帯。

　俺はこの場所を知っている。

　ここは、義父の親戚が院長を務める私立病院の一人部屋。ＶＩＰルームだ。

　しばらくＶＩＰＰＥＲの気分を堪能していると、包帯色の扉が二度ノックされた。

　呼び込む前に入ってきた、長身痩そう躯くの男。丸坊主で、赤いフレームの伊達メガネをかけている。大きめの白衣にアロハズボンという装い。

「よぉ」

　未来の猫型ロボットを思わせる、甲高いダミ声。上半身を起こし、会釈を返す。

「……お久し振りです」

「こんな形で会うとは、思ってなかったよ」

「俺もです」

　淀よど川がわ龍たつ哉や。義父の弟。職業は医師。自称『医い龍りゆう』

　俺からすると、義理の叔父にあたる。

　淀川家は昔から医者の多い家系であり、一族の中では義父が異端らしい。まぁ、龍専門の彫り師が異端じゃない一族の方が珍しいと思うけど。

　また、義父からの繋つながりで、一般的な病院を利用できない人間の治療も行っている。

　俗に言う『闇医者』というやつだ。というか、そっちがメインの収入源。

　だから、こういう時にも迅速な対応が可能。と、以前に酒の席で自慢していた。いつか痛い目に遭いそう。

　雑談を交えつつ、自身の状態を主治医に確認。

　彼いわく、彼の治療の甲か斐いあって、奇跡的に軽傷で済んだ。刃は、内臓と内臓の間に入っていたらしい。

「調子はどうだ？」

「見ての通りです」

「そっちじゃない。こっち」

　首を振って、龍哉さんは自身の側頭部を指さす。

「……まだ精神は崩壊していない。と、自分では思ってますよ」

「脳機能に異常は？」

「さぁ？　記憶の方は相変わらずです」

　真顔で嘆息した。




◇




　俺が一一歳の時。龍たつ哉やさんは言った。

　現在の俺の人格は、俺の妄想の中の母親との思い出によって形成されている、と。

　つまり、人格や性格を決定するために必要な実体験が存在しない。

　そのため、実際の母親に何をされて育ってきたのか思い出してしまうと、記憶と人格との間に致命的な矛盾が生じる。

　もっと直接的に言うと、本当の母親を思い出したら、俺の精神は崩壊する。

　過去の体験からは生まれないはずの人格だから、現在の人格は消滅し、実際の体験に相応ふさわしい人格が誕生する。

　十中八九、廃人になるそうだ。

　また、記憶が戻るのは時間の問題だとも言われた。永遠に続く妄想などあり得ない。いつかは薄れ、剥はがれ、消える。

　どれだけ遅くても、二五歳ごろには記憶が蘇よみがえる。これが龍哉さんの見解。

　架空の記憶によって形成された人格。これを、彼は架空人格と呼んだ。

　架空の記憶が架空の人格を形成し、架空の人格を骨子として架空の性格が生まれ、架空の性格と共に架空の価値観や趣味嗜し好こうが創造された。

　要するに、俺は現実逃避の末に生まれた、架空の存在らしい。

　……意味分かんねぇよ。俺、ここにいるのに。

　一時期は、母親について考えるのを止やめようとした。

　けど、無理だった。思考を止めることは出来ない。ふとした瞬間に、少しずつ、母の本性へ迫っていく。

　俺の精神は、今この瞬間も、確実に崩壊へと向かっているのだ。




◇




「……龍哉さん。一つ、聞いてもいいですか？」

「何だ？」

　操り人形のようなぎこちない動きで、首を傾かしげる龍哉さん。俺は尋ねた。

「何で俺に、精神が崩壊するって教えたんですか？」

　当時の俺は小学生。あまりに残酷な未来だ。医者によっては、最期まで詳細を隠してもおかしくない症例だと思う。

　あえて伝えた理由を知りたかった。

「患者には真実を伝える。そういう主義だ」

「それが患者のためになると？」

「患者のためではない。己のためだ。大きな秘密を抱えるのは、精神衛生上よろしくないからな」

「自分のことしか考えてねぇ……」

　恨んではいない。むしろ感謝している。おかげで、思考の方向を『いかに生きるか』から『いかに死ぬか』へ早々にシフトできたから。

「竜りゆう王おうには最期まで黙っておくつもりか？」

「はい」

　竜王とは、義父の名前。

　淀よど川がわ竜王。本名である。念のため。

「竜りゆう姫きさんにも？」

「言わないでください。心配するので」

　淀川竜姫。これまた本名。念のため。

　余談だが、仲良くなったきっかけも名前だったそうだ。

　……名前か。

　水面みなもとみぎり。響きはそこそこ似ている。みぎりって、どういう意味なんだろう。

「龍たつ哉やさん。話は変わるんですけど、みぎりって知ってます？」

　尋ねると、龍哉さんは腕組みして唸うなった。

「『幼少の砌みぎり』って言葉は聞いたことがあるな」

　～の頃。といった意味か？　名前に使うような言葉ではなさそうだな。

　まぁ、俺も人のことは言えないけど。

　水面なんて、いかにも語感だけで付けたような名前だ。意味なんて皆無。

　他のタイミングで聞いたことは無かっただろうか。記憶を探ってみる。

「みぎり。みぎり？　みぎり！　みぎり～。みぎり!?」

「私がどうかしましたか？」

「みぎり!?」

　扉の隙間から、鈴のような声。驚きで声が裏返る。

「失礼します」

　行儀よく一礼してから、みぎりが病室へ入ってきた。

　ピンクベージュのコートを着ており、白のロングスカートを穿はいている。コートの下には黒いニット。普段より大人びたコーディネートだ。

「……おっと、急患だ」

　わざとらしく口笛を吹きながら、入れ替わりで龍哉さんが退室。もう少しましな理由は思い付かなかったのか。

　スカートの裾を気にしながら、みぎりはベッド横の椅子へ腰掛ける。

「驚きました。随分と元気ですね」

「多分、身体からだが子供のままなんだよ。エネルギーが残ってる間はひたすら動き回って、突然電源が切れたように動かなくなる」

　推測を聞いて、みぎりは深々とため息を吐ついた。

「早く大人の男性になってください」

「努力するよ」

　俺を大人の男性にするより、素敵な大人の男性と付き合う方が手っ取り早いのではないか？　と言ったら『それもそうですね』と見限られてしまいそうなので黙っておく。

　改めて、言うべきことを言っておくことに。

「来てくれてありがとう。結構遠かっただろ。帰りは龍たつ哉やさんに送ってもらえ」

「大丈夫です。燕つばめさんの車で来ましたから。女おな川がわさんも一緒です」

「あぁ、そうなのか。二人は？」

　扉の外に人の気配は無い。窓の外の広場にも人はいない。

「一〇分ほど、席を外して頂きたいとお願いしました」

「どうして？」

「……それは、こっちの台詞せりふですよ」

「？」

　俺の反応に、みぎりは唇を尖とがらせて、顔を逸そらす。

「どうして、姉に殺されようとしたんですか？」

「それは、その、えっと……」

　無論、忘れていた訳ではない。単純に、自分から話を切り出す勇気が無かった。

　彼女は静かに責め立ててくる。

「浮気です。最低です。失望です」

「……ごめん」

「もういいです。知りません。そんなに殺してほしければ、姉に殺してもらえばいいんです」

「違うんだよ。俺だって、お前に殺されたい。けど……」

　俺を殺したら、お前は死んでしまうじゃないか。

　それを言ったら、いよいよみぎりは俺を殺してくれなくなってしまう。そんな気がした。

　恐ろしくなって、口を閉ざす。煮え切らない態度が、みぎりの疑念を強める。悪循環だ。

　数分後。みぎりは嘆息して立ち上がった。

「そろそろ、二人が来ます。続きは終わってからにしましょう」

「……分かった」

　このまま待っていても埒らちが明かないと判断されたのだろうか。情けない。感覚の鈍い拳を握る。

「水面みなもに落ちる際きわの雨粒」

「……え？」

「私の名前の由来です。私が産まれた時、病院の窓からの景色を見て決めたそうです」

「……素敵だな」

　珍しく、淀よどみなく、褒め言葉を言えた。

　頬ほおを赤らめるみぎり。顔を伏せて悔しげに吐き捨てる。

「う、うるさいです。そんな言葉で罪が帳消しになると思わないでください」

「そんなこと、思ってない。ただ素直に素敵だと言いたくなったんだ」

「……うるさいけど、嬉うれしいです」

　呟つぶやいて、彼女は静かに扉を閉めた。
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　燕つばめさんの目的は、情報の共有だった。

　まず、自分が事の全容を知りたい。そして、自分と同じくあの場にいた人間には、知る権利がある。そう判断したそうだ。

「あいつがミナを殺そうとしたのは、最愛の人間が奪われる苦痛を、ミギに味わわせるためか」

　壁に背を預けた燕さんが、腕組みして唸うなる。苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔だ。

　服装は、上下ショッキングピンクのジャージ。履いているのは黒いサンダル。ヤンキーにしか見えない。

　みぎりは沈痛な面持ちで答える。

「本人いわく『奪われた愛を、取り戻そうとしている』らしいですが、やっていることはただの八つ当たりです」

「言ってくれれば、好このみがいくらでも愛を与えてあげるのになぁ～」

　悩ましげに悩む女おな川がわ。無視して、燕さんはみぎりに確認した。

「本来なら、最愛の父親を奪った女を殺したい。が、そいつも死んじまった。だから、その娘を仮想敵にしたのか」

「……だと、思います」

　悲しげに俯うつむくみぎり。

「私と水面さんを引き合わせたのも、最初からそれが目的だったんでしょう」

　言って、彼女はこちらへ目線を向けた。

　確かに、そう考えれば合点がいく。

　初めて会った時。みぎりと自分を引き合わせる目的について尋ねると、彼女は言ったのだ。

『君を殺すこと』と。

　思い出すだけで悪寒が走る。身震いしていると、再び燕つばめさんからみぎりへ質問が。

「昔から、ああいう奴やつだったのか？　……ちょっと、ピーキーな性格っていうか」

　あれをピーキーと表現するか。心中で苦笑する。俺の怪け我がはピーキーっていうかグロッキーって感じ。

「いえ、普段は大人しい人です。学校でも、模範的な優等生でした」

　それは容易に想像できる姿だったが、神かみ連つれは優等生というより、優等生の物もの真ま似ねが上う手まいのだろう。

「ただ、姉が父に恋愛感情を抱いていることは、昔から何となく気付いていました。恐らく、父も気付いていたと思います。態度が露骨だったので」

「母親は？　気付いてなかったのか？」と燕さん。

「私の実母は、気付いていなかったと思います。良くも悪くも、鈍い人だったんです」

『私の実母は』ということは、神連の実母は違うのか？　疑問はすぐ解消された。

「姉の実母は、姉が高校二年生の時に自殺しました。面識も無いので、気付いていたのか推測すら出来ません」

「自殺、か……」

　生い立ちの影響か、死者に関する第三者目線の情報は反射的に疑ってしまう。悪い癖だ。

「そう報道されましたが、私は違うと思っています」

「……え？」

　思わず困惑の声を上げてしまう。みぎりが燕さんに尋ねた。

「気付きましたか？　神連姉さんの左手薬指についていた指輪」

「あぁ、一応な」

「既婚者!?　たまんねぇぜ……！」

　端的に応じる燕さんと、病的に喜ぶ女おな川がわ。何でこいつを連れてきたんだ。邪魔だろ。

　女川をいないものとして、話を再開するみぎり。

「姉の実母が亡くなった時、警察の方々が、姉の元へ事情聴取に来ました」

　抑揚の無い声。淡白な口調。努めて感情的にならないようにしている印象。

「その時に聞いたのですが、警察がどれだけ現場を探しても、結婚指輪は見つからなかったそうです」

　これだけ情報が揃そろえば、察しの悪い俺でも分かる。

「……じゃあ、あの結婚指輪は」

「姉が、実母を殺して奪ったものでしょう」

　どうかしている。と一方的に非難することも出来なかった。

　もし、自分が神かみ連つれの立場だったら、同じことをしないとは言い切れない。

　殺意を鎮めている間に、みぎりが情報を付け足した。

「ただ、証拠はありません。指輪自体は安価な量産品ですから、誰でも買えます」

　だったら猶なお更さらだ。父からの贈り物でなければ、付ける意味は無いのだから。母親のそれに執着する理由としては十分すぎる。

　女おな川がわが、ここに来てから初めて真剣な面持ちとなった。

「ヤンデレか。そそるね」

　そそるなアホ。
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　情報交換自体は、三〇分ほどで終了した。

「……ミギ。最後に一つ、聞かせろ」

　燕つばめさんの呼びかけに応じて、みぎりが顔を向ける。

「本当に、警察には通報しなくていいのか？」

「はい」

　即答。しかし、安易な発言でないことは表情から分かる。俺は理由を聞いた。

「どうして、通報しないんだ？」

「……義理の両親を、悲しませたくないんです」

　義理の両親。みぎりにとって、数少ない理解者。なのだろう。

　彼女は穏やかな微笑を浮かべた。

「二人は、私には勿もつ体たいないくらい、素晴らしい方です。あの人たちの悲しむ顔は見たくありません」

　愛情を込めて育てた子供の凶行。殺人未遂。

　全てが明らかになれば、そのショックは相当のものだろう。犯罪者の身内という理由で、周囲から酷ひどい仕打ちを受けるかもしれない。その後の人生に、何らかの悪影響を及ぼす可能性は高い。

　燕さんがみぎりに尋ねる。

「あいつは、てめぇの姉貴は、あれ以来家に帰ってないのか？　親には何て言ったんだ？」

「はい。友人と旅行へ行く。そう伝えたみたいです」

　神連にも、義理の父母を慮おもんぱかる気持ちは存在するようだ。

　その辺り、みぎり自身はどうするつもりなのだろうか。

「……自分がどうしてもしたいことをすると、二人が悲しむ場合は？　どうするんだ？」

「あ？」

　質問の意図が分からず、眉を顰ひそめる燕つばめさん。みぎりは俯うつむいて答える。

「……二人の前から姿を消します。悲しむ顔を、見なくてもいいように」

「はぁ？」

　事情を知らない者からすれば、意味不明な回答。燕さんは頭上に疑問符を八つほど浮かべていた。

　女おな川がわは、病室の前にいた看護師を口説いていた。
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　燕さんが帰ろうとする前に、今度は俺から頼んで、一〇分ほど時間を作ってもらった。

　病室には、俺とみぎりしかいない。二人きり。無言。静寂。

　語感を確かめるように呟つぶやく。

「みぎり」

「……さっきは流しましたけど、どうしていきなり名前呼びになったんですか？」

　しまった。

「い、嫌か？」

「……別にいいですけど」

　上がった口角を両手で下げるみぎり。見放された訳ではなさそうだ。ちょっと安心。

　気合を入れて、本題へ。

「俺が本気で殺されたいのはお前だけだ。信じてくれ」

「…………………………絶対ですか？」

「絶対だ」

「絶対に、絶対ですか？」

「絶対だ」

「絶対に、絶対に、絶対ですか？」

「絶対だ」

　一万回聞かれても答えるつもりだったが、絶対が一四個ほど重なった所で、

「……分かりました。特別に許してあげます。特別ですよ」

　みぎりの許しを得られた。

「……ありがとう」

　言葉と共に安あん堵どの息を吐つく。

　今まで、人と仲直りする機会がほとんど無かったため、ずっと気が気じゃなかった。

「じゃあ、お詫わびをさせてくれないか？」

「お詫び、ですか？」

　みぎりが首を傾ける。俺は説明した。

「行きたい所とか、したいこととか、何でも言ってくれ。どこへでも連れて行くし、何だってする」

　しばらく真剣に考えた後、みぎりは小声で要求を口にした。

「……お祭り」

「え？」

　聞き間違いかと思ったが、合っていた。みぎりは繰り返し言う。

「夏祭りに行きたいです。花火も見たいです」

「けど、今、五月だぞ」

　そんなことは分かっている。言いたげに唇を尖とがらせるみぎり。

「ごっこ遊びでいいんです。付き合ってくださいよ」

「まぁ、別にいいけど」

「文化祭にも行きたいです。一緒に、学校を歩いてみたいです」

「文化祭か。行ったことないな」

　興味はある。

「制服で来てくださいね」

「持ってない。高校、私服校だから」

「……そう、ですか」

　みぎりは落胆を露あらわにする。ヘコみすぎじゃね？

　………………くそ。そんな顔されたら、何とかしたくなっちまうじゃねぇか。

「……お前が通ってるの、東ひがし高だよな？」

「そうですけど、それが何か？」

「燕つばめさんの弟が東高だったから、頼めば貸」

「是非お願いします」

　食い気味な懇願。若干、鼻息が荒い。

「お前、制服フェチなのか？」

「だと思われます」

「素直に認めろ」

　誰目線の発言だよ。

　みぎりに促されて電話をかける。弟の雀すずめさんの連絡先も知ってはいるが、この手の頼み事なら燕さんに聞いた方が手っ取り早い。

　いつもは六回以上コールしないと出ないのだが、今日は一回目のコールが終わる前に応じてくれた。

『何かあったか？』

「雀すずめさんの高校時代の制服、貸してもらえませんか？」

『……宣戦布告か？』

「違います」

　怒気を孕はらんだ確認。即否定する。勝てない勝負はしない主義。

　事情を説明すると、彼女は呆あきれ声で聞いてきた。

『てめぇ、自分の状況分かってるのか？　ついこの間、殺されかけたんだぞ？』

「どこにいたって危険なことには変わりないでしょ。ビクビクしても仕方ないですよ」

　まぁ、内心ビクビクしてるんですけど。

『ミギの話を聞いた感じだと、あの女は、最愛の人が死ぬ瞬間を見せつけたいと思ってる。つまり、てめぇとミギが一緒に行動するのは、向こうにとって好都合なんだよ』

「分かってます。それでも行きたいんです。みぎりの望みは、全て叶かなえたいんです」

『ダセぇよ馬鹿』

　重々承知だ。

『つか、直接言えや』

「目の前で言ったら殴るでしょ？」

『当たり前だクソカス』

　じゃあ言わねぇよ。

「ていうか、無いんですか？　雀さんの制服」

『……』

「あるんですね」

　無言の肯定だった。この人、嘘うそ下手だよなぁ。俺も似たようなもんだけど。

「ちなみに、雀さんは知ってるんですか？　自分の制服を、姉が所持していると」

『……』

「知らないんですね」

　やべぇ。俺、テレパシー使えるようになったかも。燕つばめさんの考えていることが手に取るように分かる。

　これ以上の情報漏ろう洩えいを防ぐためか、燕さんが折れた。

『あたいの制服を貸す。裾上げは自分でやれ』

「あぁ。そういえば、制服はスラックスでしたね」

『スカートも持ってるぞ』

「遠慮しておきます」

　雀すずめさんに穿はいてもらってください。

　ちなみに、スラックス姿の燕つばめさんは美男子そのもの。ゆえに、女子からかなりモテたらしい。羨ましい。

『それと』

　声音が低くなった。反射的に身構える。

『あの女のターゲットはお前だ。ヤバいと思ったらすぐ連絡しろ。絶対だぞ』

　なるほど。だからレスポンスがいつもより早かったのか。何だかんだ、心配してくれているらしい。

「……分かりました」

　答えて、電話を切る。

　大丈夫。相手は手負いだ。そう易やす々やすと攻撃は出来ない。こちらの警戒が前回の比でないことも分かっているはず。

　また、神かみ連つれは、何が何でも俺を殺したいと思っている。愛を奪おうとしている。

　だからこそ、勝率の低い方法は選ばない。前回と同じかそれ以上の成功率が保証されていなければ、行動に移さないはずだ。

　都合の良い推測を展開していると、みぎりが横合いから顔を覗のぞき込こんできた。

「どうでした？」

「借りられそうだ」

「やった」

　小さくガッツポーズするみぎり。

「絶対に着ないと駄目か？」

「駄目です」

　即答＆断言。反論の余地が無い。

　唸うなる俺に、みぎりがおそるおそる聞いてきた。

「嫌なんですか？」

「嫌っていうか、恥ずかしい」

「大丈夫ですよ。既に恥ずかしい人ですから」

「大丈夫じゃねぇだろ」

　恥ずかしくなる前に言ってくれ。

　可愛かわいらしくモジモジする俺を、上目遣いで見つめるみぎり。

「好きな人と一緒に、これ見よがしに学校内を歩き回るの、昔から憧れてたんです。手伝ってくださいよ」

「……気持ちは分かるけど」

「手伝ってくれたら、水面みなもさんの望みを何でも一つだけ聞いてあげます」

「じゃあやる」

　即答した。
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　その後も、季節感などお構いなしに、みぎりは自分がしたいことを列挙していく。


　・夏祭り

　・花火

　・文化祭

　・クリスマス

　・初詣

　・バレンタインデー

　・結婚式






「全て挙げるときりが無いので、これくらいにしておきます」

　言って、彼女は満足げに鼻を鳴らす。

「いいのか？　遠慮するなよ」

「人間の欲望は止とめ処どないですからね。どこかで諦めないといけませんよ」

「それは、最後の最後まで足あ掻がいた奴やつだけが言える言葉だと思うぜ」

　俺の台詞せりふに、みぎりは目を丸くした。小さな二つの満月。形容しがたい引力を感じる。

「珍しく前向きですね。頭でも打ったんですか？」

「うっせぇ。打ってねぇ」

　基本ネガティブだからといって、四六時中ネガティブなことばかり考えていると思うなよ。ジャンプも読むぞ。

　友情・努力・勝利について語ろうとするも、蠱こ惑わく的てきな微笑で阻まれる。

「全て終わった後に、まだ時間が残っていたら、その時に言います。お楽しみに」

「……うい」

　全てが終わる時。最後の瞬間。クライマックス。

　その時、俺は何を思うだろう。

　最大の懸念点は、解決しているだろうか。

　俺を殺した後、みぎりが死なないようにする方法は、まだ見つかっていない。

　ていうか、そんなの存在するのか？　無理ゲーじゃね？

　何となく無意味だと理解しているのに、再考してしまう。

　人に引き止めてもらうか？　その場だけなら十分だが、誰かが四六時中みぎりに張りついている訳にもいかないだろう。

　俺が死ぬのを諦めるか？　夢とみぎり。片方しか選べないと言われたら、僅差でみぎりを選べる。だが、その場合は俺もみぎりも夢を諦めなければいけない。誰も幸せになれない。

　……それとも。

　俺がみぎりを殺すか？

　みぎりがこの世からいなくなったら、俺は確実に自殺する。他の誰がいようと、彼女のいない世界に、生きる価値などないから。

　……俺はバカか。

　みぎりの死に耐えられないから、これほど悩んでいるのだ。そんな奴やつに、彼女を殺せる訳がない。

　芯まで異常者だったら、躊躇ためらいなく殺せるのかもしれない。記憶と実体験の矛盾すら気付かないほど壊れていれば、勝手な理由をこじつけて、みぎりを殺せるかもしれない。

　壊れ方が中途半端なのだ。完全に壊れてはいないが、正常な状態にも戻れない。捨てるに捨てられないジャンク品。

「では、次のデートから早速取り掛かりましょう」

　みぎりの一言で自己中傷が中断された。彼女は続ける。

「まずは、夏祭りと初詣です」

　人生で初めて、盆と正月が一緒に来た。
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　三日後。一七時からの補講に出席することを諦めた俺は、みぎりと共に県内で最も有名な神社を訪れた。

　神社に来たことは、人生でも数回しかない。義父があくの強い無神論者であり、この手の行事をやたらと嫌うのだ。

　なのに、クリスマスは『企業の思惑に乗っかっているだけだから』と遠慮なく楽しむ。

　まぁ、おかげでクリスマスプレゼントにはありつけたからいいんだけど。

　そして、特記事項がもう一つ。

　現在、俺とみぎりは浴衣を纏まとっている。

　俺たちは初詣をすると同時に、夏祭りも楽しもうとしている。

　となれば、和装はマスト。仲良く浴衣を着る羽目になった。

「着付けは誰にしてもらったんだ？」俺が尋ねると、

「お義か母あさんです。理由を聞かれたので『最近、そういう遊びが友達の間で流は行やっている』と誤ご魔ま化かしておきました」みぎりは淡々と答える。

「友達、いるのか？」

「……うるさいです」

　頬ほおを膨らませたみぎりが、胸の辺りを小突いてきた。

　あれ？　前にも同じようなやり取りしなかったっけ？　デジャヴ？　タイムリープ？

　本気で不安になってきた。他にも既視感を覚える点は無いか、みぎりの装いを改めて確認。

　紺色の布地の上を、鮮やかな緋ひ色いろの琉りゆう金きんと、漆黒の出目金が泳ぎ回っている。飛沫しぶきや波紋を作り舞い踊る様は、命さえ感じてしまうほど生々しい。帯は朱色。紺とのコントラストが美しい。

　不意に、みぎりがその場でくるりと回転した。はためく袖と裾が、雅みやびな香りを周囲に振りまく。

「似合ってるよ」

「ありがとうございます」

　少しずつ言い慣れてきた褒め言葉。みぎりは飽きもせず嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　タイムリープはしていない。デジャヴでもない。この浴衣姿を、忘れる訳がない。

　安あん堵どする俺を見て、みぎりが得意げに頷うなずく。
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「水面みなもさんも、似合ってますよ」

「……そうか？」

　自身の浴衣姿も再チェック。

　布地も帯も紺一色。みぎりとは対照的に、飾り気のない地味なデザイン。

「これしか無かったから着てきたけど、もっとカラフルなやつも着てみたかったな」

「元が良ければ、無理に飾り立てる必要はありません」

「元、良いか？」

「主観的には」

　お前、こういう顔がタイプなのか。ちゃんと見えてる？

　本殿へと続く、広く長い石畳の通路を往ゆく。先には、巨木で造られた鳥居がそびえ立っていた。

　夏であれば数多あまたの出店が並んでいる通りだが、この時期は閑散としている。神様もさぞ寂しがっているだろう。

「……寒いな」

「ですね」

　浴衣の中を、乾いた風が吹き抜けていった。堪たまらず身を抱く。

　五月の夕暮れを舐なめていた。真冬に全裸で屋外へ放り出されるよりはマシだが、日陰は普通に寒い。もはや神様とかどうでもいい。ずっと泣いていればいい。

　神の怒りを買いかねない精神状態。俺はみぎりに尋ねる。

「着替え、取りに行くか？」

　言って、後方の駐車場を指さした。

　あそこにレンタカーが停とめてあり、着替えも置いてある。

　しかし、みぎりは一いち瞥べつもせず言い切った。

「嫌です。今日は夏祭りですから」

「寒くないのか？」

「寒いに決まっているでしょう。馬鹿なんですか？」

　どうやら、やせ我慢を続けるつもりらしい。こいつ、やたらと設定に凝るタイプなんだよなぁ。

　仕方なく歩いていると、慣れてきたのか、徐々に寒さが和らいできた。

「……恥ずかしいな」

「ですね」

　無論、季節外れの格好による羞恥のせいだ。

　正月や夏場に比べれば、人は遥はるかに少ない。それでも、視界には絶えず参拝客が映る。

　半眼を向ける者。二度見する者。失笑する者。何事か囁ささやく者。いずれにしても、好印象を与えているとは思えない。

　耐え切れなくなり、道沿いの寂れた駄菓子屋に寄って、狐きつねのお面を二つ購入。みぎりに渡した。

「これ、被かぶっとけ」

「どうしてですか？」

「いいから」

　押し付けられた安っぽいお面を、みぎりはしぶしぶ顔に付ける。

　一応、オスとメスの二種類を選んで買った。みぎりのお面の狐は、頭の辺りに花飾りを付けている。他に性別を見分ける材料は製品番号くらいだ。

「これなら恥ずかしくない」

「ですかね」

　石畳を歩く、浴衣姿の狐二匹。殊更に目立つ。

　開き直って、わざと中央を歩く。みぎりが咎とがめてきた。

「真ん中は神様の通り道ですよ」

「今、俺たちはお稲荷いなり様だ。ゆえに真ん中を歩いても怒られない。いや、真ん中を歩かなければならない」

「馬鹿なんですか？」

「捉え方次第だな」

「どう捉えても完全無欠の馬鹿ですよ」

　そう言いつつ、彼女も俺の右隣に並んだ。馬鹿、一人追加。

　お面の狭い視界から、みぎりの横顔を盗み見る。

　細く白い首筋。帯の締めが甘いのか、やや緩い胸元。耳にかかった黒髪。妙に艶なまめかしいうなじ。恐怖を覚えるくらい綺き麗れいだ。

　思うに、俺はプラスの感情とマイナスの感情の分別が下手なのだと思う。

　愛と死。美しさと恐怖。感動と憎悪。全く異なる感情が、強烈な感情の揺らぎと呼応して同時に現れる。

　今、俺が彼女に抱いた感情は、美しさか。恐怖か。両方か。俺自身にも分からない。

　柄にもなくセンチメンタルな俺の腕に、みぎりが突然しがみついてきた。心臓が口から飛び出しそうになる。

　頬ほおを薄桃に染めて、彼女はぽしょりと呟つぶやいた。

「これなら寒くないです」

「……だな」

　暑いくらいだ。心臓を飲み込んで応じる。

　美しいみぎり。恐ろしいみぎり。そこに優劣はない。両方の彼女が好きだ。

　自分で自分が恥ずかしくなってしまい、みぎりから目を逸そらす。

　前方から家族連れが歩いてきた。初老の温和そうな父親と、中年の温厚そうな母親。その間に、小学校低学年くらいの少女が歩いている。

　父親と母親は、俺たちを視界に収めた瞬間、目を大きく見開き、素早く逸らした。正しい反応だ。

　他方、少女は不思議そうにこちらを見つめている。間違った反応だ。

　すれ違った後。振り返ると、まだ少女がこちらを見つめていた。

　みぎりが手を振ると、少女はこわごわ手を振り返した。

「可愛かわいいな」

「……私より、ですか？」

　薄目を向けてくるみぎり。

「小学生と張り合うなよ……」

「張り合います。誰が敵になるか分からないことを、先日の一件で知りましたから」

「うっ……」

　痛い所を突かれた。返事に困ってしまう。

「……念のため言っとくけど、あいつに恋愛感情は無いからな」

「つまり、性愛感情はあったんですね。最低です」

「無ねぇよ。ゼロだよ」

　と言ったら嘘うそになるけど仕方ない。嘘も方便。

　拗すねたみぎりは、これ見よがしに深々と嘆息した。

「所詮、男はああいうテンプレ美人が好きなんですよ。分かってます。何とも思いません」

「いや、お前もテンプレ美人だろ」

　ロリはテンプレだろ。違う？

　途端、みぎりの攻勢が弱まる。

「お、お世辞が上う手まくなりましたね」

「お世辞じゃねぇ。本心だ」

「そんなことを堂々と言って、恥ずかしくないんですか？」

「別に」

　この時期に神社の境内を浴衣姿で歩き回る方がよっぽど恥ずかしいっつーの。

　数秒後。動揺のせいか、みぎりはミスを犯す。

「口では何とでも言えます。潔白を証明したかったら、態度で示してください」

「……分かったよ」

　俺は、自分が被かぶったお面の鼻先を、みぎりの頬ほおに軽く当てた。

「にゃっ」

　火照った左頬ほおを押さえるみぎり。

「ひ、人前で何してるんですか？　馬鹿なんですか？」

「……お稲荷いなり様がやったんだ」

「人のせいにしないでください」

「人のせいにはしてない。神のせいにしたんだ」

「より悪質です」

　違いない。心中で同意。

「……お稲荷様からの天罰です」

　小声で言ったみぎりは、俺の頬に面の鼻先を当ててきた。

「……人前で何やってんだよ」

「うるさいです。貴方あなただけには言われたくありません」

　吐き捨てて、みぎりが顔を伏せる。

「……もう一回同じことやったら、もう一回天罰がもらえるのか？」

「調子に乗らないでください」

　割と強めに背中をはたかれた。痛みが波となって全身に拡ひろがった。




◇




　階段を上りつつ、いよいよ本殿へ。

「神社、来たことあるか？」

「来たことくらいはありますよ」

「……来て、何するんだ？」

　素朴な疑問。みぎりは顎を撫なでる。

「前に来た時は高校受験直前だったので、合格祈願をしました」

「合格祈願って、具体的には？」

「おみくじを引いて、絵馬を書きました」

「え。あれ、やったんだ」

　驚きよう愕がくすると、みぎりは不思議そうに聞いてきた。

「水面みなもさんはやったことないんですか？」

「だって、単純に意味ないじゃん。関連性ゼロだし。何のためにやるんだよ」

　みぎりの回答はシンプルだった。

「………………不安を、紛らわすためですよ」

　同時、階段を上りきった。

　玉砂利の敷かれた境内。見る者を圧倒する本殿。巨大な賽さい銭せん箱ばこ。綱引き用のロープより倍以上も太い縄。直径四〇センチ以上の鈴。

　本殿の右側には、細長い木造建築が一棟。屋台のような形で、外から内部が丸見え。

　店番らしき男性が一人だけいて、絵馬やおみくじを売っている。

　一方、本殿の左側には、絵馬やおみくじを結び付けるためか、屋根と柱二本だけの簡素な建物があった。夥おびただしい量のおみくじと絵馬が、隙間なく乱雑に引っ掛けてある。

「……」

　ふと思う。

　これは、夢や希望ではない。不安や怯おびえの凝集体だ。

　夢や希望に満みち溢あふれていれば、こんなものを書く必要は無い。

　不安や怯えがあるから、それを紛らわせたくて、実体の無いものに頼る。依存する。

　大量のおみくじと絵馬が、風に吹かれて生き物みたいに蠢うごめいた。寒気がした。

　願いが叶かなっても、叶わなくても、人々の生臭い祈りはここに留とどまり続ける。腐り、溜たまる。

　そして、次の夢や希望を餌にして、不安や怯えを肥大化させるのだろう。

　願いの毒気にあてられたのか、頭痛が襲ってきた。眉間を揉もんで誤ご魔ま化かす。

　おかしな話だ。夢や希望が記されているはずなのに、不安や怯えしか感じさせないなんて。

　いつの間にか、絵馬とおみくじの前に吸い寄せられていた。怨念が俺を同種と判断し、手招きしているようだ。

　隣のみぎりが、大吉と書かれたおみくじに触れる。

「みんな不安なんですよ。だから、何かに依存して、安心したいんです」

「……安心したい、か」

　結局、全ての願いの根源はそこなのかもしれない。

　自分だけの力では、どうしようもない状況がある。どうしようもない敵がいる。どうしようもない人生がある。どうしようもない絶望がある。

　そんな、どうしようもない人たちの、最後の希望がこれなのだろう。

　どうしようもない俺の、最後の希望がみぎりであるように。
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　手水舎ちようずやで両手と口を洗った後。拝殿の前で二礼二拍手一礼。

　みぎりに教えてもらいながら、どうにか参拝を終えた。

「何をお願いしたんですか？」

「みぎりに殺されますように。って願った」

　みぎりが殺されませんように。と先に願ったことは内緒。

「お願いは、口に出すと叶かなわないそうですよ」

　衝撃の情報。薄目で問いただす。

「……何で言わせたんだよ」

「意地悪です」

　悪びれもせず、彼女はにやりと笑んだ。ウザい。可愛かわいい。ウザ可愛い。トータル可愛い。

「お前も言え」

「言いません」

　何な故ぜか楽しそうに、境内を逃げ回るみぎり。意外と動けるな。

「大丈夫ですよ。私が言わなければ、貴方あなたの願いは叶いますから」

　ほぼ言ってるようなもんじゃねぇか。

　口にしなければ、願いが叶う、か。

　……願いが本当に叶えば。

　俺がみぎりに殺されて、みぎりは幸せに生きていく。

　それは、俺の理想そのものだ。実現すれば、これほどの喜びは無い。

「……」

　振り返り、今一度、願いを口ずさんだ。
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　その日の午後八時。神社の近くにあった公園にて、本日のメインイベントを行うこととなった。

「じゃん」

　花火（Ｌサイズ。六人～八人用）である。近隣の量販店には売っていなかったため、ネット通販で購入した。

「おー」

　みぎりは無感情な歓声を上げながら、無感情に拍手する。

「けどこれ、二人で遊ぶサイズじゃありませんよ」

「いいだろ。沢山遊べるから」

　足りないよりはいい。余ったら、別のタイミングで遊べばいいのだ。俺の墓前に供えてもらうのも悪くないな。

　ファンキーな墓参りを想像しながら、花火セットを開封。手持ちタイプを適当に一本掴つかみ、ライターで先端に火を点つけようとする。

「やばっ」

　ライターを持つ右手の親指が少し焦げた。熱さで気付けないから、注意しないと本当に燃えそう。

　みぎりが横から手を差し出してきた。

「ろうそく、袋の中に入ってましたよ」

「おぉ。サンキュー」

　貰もらったろうそくの底を軽く炙あぶり、地面に立てて、火を灯ともす。

　改めて花火の先端へ着火。

　二秒ほどで、毒々しい赤色の炎が勢いよく噴出した。煌こう々こうと燃え上がる。

「私にもください」

　みぎりも一本手に取り、俺の花火を利用して点火。

　彼女が持つ花火からは、キウイ色の炎が噴き出した。

「……思ったより静かだな」

「ですね。もっと、騒々しいものだと思ってました」

　音だけなら、暖炉で薪まきが燃えている時と大差ない。

　これはこれで楽しいが、俺の憧れていた花火とは少し違う。

　……俺が憧れたのは花火ではなく、楽しそうに花火をする家族の姿だったのかもしれない。

　そこから聞こえてくる笑い声が耳障りで、うるさいと思ったのだろう。

　燃え盛る花火を片手に、フラフラと歩き回るみぎり。

　浴衣の上にパーカーを羽織った姿が、何な故ぜか似合っている。普通にロングスカートとして使えるんじゃないか？

　火が消えた後も、彼女は燃え殻を振り回している。先端の赤くなった部分が弧を描いた。

「悪くないですね」

「だな」

　手持ち花火を半分ほど消費した所で、趣向を変えることに。

　袋から、直径八センチ、高さ一〇センチほどの筒を引っ張り出した。上部には紫色の導火線がくっついている。

「噴出花火、ですか？」

「あぁ。やるか？」

「やります」

　即答。＆アンド早速セッティング。

　他の噴出花火を袋から出していると、

「手を挙げなさい」

　みぎりが、最初に取り出した花火の噴出口を側頭部に突き付けてきた。

「お前、ライター持ってないだろ」

「じゃあ渡しなさい」

　この流れで渡す奴やついないだろ。と思いながら渡す。

「気をつけて使えよ。危ないから」

「子供扱いしないでください」

「してねぇよ。心配してるだけだ。そうやって過剰反応する所こそ、子供っぽ痛いてぇっ」

　思い切り足を踏まれた。そういう所だぞ。心中で負け惜しみをほざく。

　やたらと気取った動作で、みぎりが花火を地面に置き、導火線へ着火。

　二秒後に火花が噴出した。

　バチバチと激しく弾はじける、赤と緑の火柱。茜あかね色いろの火の粉との調和が美しい。

　節約しても仕方ない。気前よく次々に点火していく。

　いくつかの噴出花火を眺めていると、あることに気付いた。

「……よく見ると、どれも中身は似てるな」

「ですね。形が違うだけで、使われているのは三種類の花火」

　無意識の内に、物事の粗探しばかりしてしまう。欠点を見ると安心できるから。

　花火にさえ勝ちたいと思ってしまう俺たちは、戦闘民族なのかもしれない。馬鹿なことを考えながら、他より一回りほど大きい筒を取り出した。

　導火線に火を灯ともし、素早く離れる。

　が、何も起きない。

「……あれ？」

「不発ですかね？」

　近付いて、確認しようとした瞬間。

　凄すさまじい轟ごう音おんが周囲に響き渡った。

「うおっ」

「っ！」

　赤と緑の小さな火の玉が空中へ飛び立ち、地上から一〇メートルほどの位置で爆散。三つに分かれて跡形もなく消えた。

　花火というより、信号弾と表現した方がしっくりくるな。

　十分に時間を空けてから、花火の箱に記載された注意事項を確認。

「……間違えた。これ、打ち上げ花火だ」

　しかも『ライターで着火しないでください』って書いてある。

「しっかり確認してください。怒りますよ」

　腹立たしそうに、みぎりが俺の背中をはたいた。

　花火が打ち上がった瞬間、みぎりは音速で俺の背後に隠れた。パニックに陥った猫のような動きだった。思い出し笑いしてしまう。

　背面から顔だけ出したみぎりが、こちらに半眼を向けてきた。

「何がおかしいんですか？」

「ビビりすぎだろ」

「うるさいです」

　みぎりはむくれてしまった。必死に笑いを押し殺す。




　その時。がさり、視界の端で草陰が動いた。




「！」

　身構えて、草陰に全神経を集中させる。

　しかし、それ以上、草陰は動かない。不自然なくらいに。

　注意深く睨にらみつけていると、背後から小さな笑い声が聞こえてきた。

「何がおかしいんだよ」

「ビビりすぎですよ」

「うっせぇ」

　本当にいたんだよ。心中で激しく主張。

　とはいえ、むやみやたらに追いかける訳にもいかない。懸念を脳の片隅に保留。花火再開。

　手持ち。噴出。打ち上げ。バランスよく消化していく。いつの間にか、周囲は白煙に覆われていた。

「煙、すごいな。通報されるんじゃないか？」

「別に良いでしょう。罪を犯した訳じゃないんですから」

「ブラックリストに登録されたら終わりだぞ」

　俺の仕送リッチ生活が。

「終わってもいいじゃないですか」

「終わり方くらい選ばせろ」

「贅ぜい沢たくですね」

「贅沢か？」

　ささやかな願いだと思うけど。

　どちらかといえば、贅沢なのは、今この瞬間の方だ。

　手持ち花火を振り回したり、噴出花火を眺めたり、打ち上げ花火にビビるみぎりを笑って怒られたり、草陰の動きにビビって笑われたり。

　何となく、今日は走馬灯の一ぺージになった気がした。
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「これが最後だ」

「線香花火ですね」

　本数は六本。薄紙で出来た持ち手と、先端の火薬部分。お馴な染じみの形状だ。

　火薬の先を炙あぶる。

　数秒後。じわじわと点火した花火が、静かに爆はぜてきた。

　細かく振動し、右へ左へ暴れる様子は、小魚が食いついた釣り糸のようだ。

　火の玉はウキを連想させる。立ち上る熱気が指先を撫なでた。

　みぎりの方を見やれば、彼女は目前で踊る花火の虜とりことなっている。

　……図らずも、見とれてしまった。

　ほんの僅かだけ顔を伏せると、淡い花火も弱々しく揺れた。今度は、夕焼けに佇たたずむ枯れかけの紅葉みたいだった。

　哀愁を抱く俺に、みぎりが話しかけてくる。

「線香花火って、最後まで落ちなかったら願いが叶かなうそうですよ」

「……へぇ」

　せっかく初詣に来たのだ。たまには、こういう願掛けも悪くないだろう。

　花火が入っていた袋を、広げて地面に敷く。

「何やってるんですか？」

「これなら、絶対に地面には落ちない」

「馬鹿なんですか？」

　むしろ賢いだろ。褒めろ。俺は褒められて伸びるタイプだぞ。って言う奴やつは大抵クズ。

　火花が出なくなった後も、静かに燃焼を続ける線香花火。表面で小規模な爆発を起こしながら、決して球体を崩さない。太陽みたいだ。

　しかし、太陽も永遠ではない。

　蛇口の先から水滴が落ちるように、橙だいだい色いろの火が先端から離れた。

　なのに、消えない。ビニールの上で、じくじくと往生際悪く燃えている。

「……これは、どっちだ？」

「願いは叶う。ただし、予期しない形で。といった所ですかね」

「えぇ……。何か怖いんだけど」

　可能な限り、想定の範囲内で殺されたい。

「あれ？　お前、それ」

　みぎりが持っていた線香花火は、落ちることなく静かに鎮火した。
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　みぎりを車で自宅まで送る途中、道沿いに墓地を見つけた。

　暗闇の中に、四角柱の石塔と五輪塔が立ち並んでいる。街灯が少ないため、どことなく物々しい雰囲気。

　視界の外で、みぎりが口を開く。

「前に言ったこと、覚えてます？」

「………………前に言ったこと？」

　嘘うそ。本当は覚えているのに、反射でしらばっくれてしまった。

　彼女は構わず続ける。

「白装束で結婚式。貴方あなたも賛成しましたよね」

「……あー。したな」

　だと思ったぜ。胸中で嘆息。

「本当に白装束で結婚式をするなら、会場も死を想起させる場所であるべきだと思いませんか？」

「……かもな」

　これは本心。世界観を壊さないのは大切。

「じゃあ、そこでやりましょう。あっちの駐車場に車を停とめてください」

「え？　今から？」

「当たり前でしょう」

　当たり前ではないだろ。

「急に言われても、白装束なんか持って来てないぞ」

　つうか持ってない。それこそ当たり前だ。

「そのままの格好で問題ありません。今日は予行演習ですから」

「えぇー……」

　渋る俺を見て、やれやれと首を振るみぎり。

「実際の結婚式でも、式場の下見くらいしますよ。当然です」

「…………………………じゃあ、行くか」
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　生まれて初めて、夜の墓地に入った。

　他の場所より〇・五度くらい、気温が低く感じる。気のせいか、はたまた霊のせいか。

「まさか、本当に墓場で結婚式することになるとはな」

　ゲゲゲの鬼太郎のオープニングみたいだ。……いや、あっちは運動会か。

「あそこが参列席だとすると、ここがヴァージンロードですかね」

　みぎりの脳内では、既に式場の設計図が完成しつつある。

「誓いの言葉はここで言いましょう。これが一番立派ですよ」

　彼女が嬉うれしそうに指さしたのは、頭二つ以上大きい石碑。中央には『石いし谷たに家け之の墓』と彫られている。

「……知らない奴やつの墓前で結婚式するのか。何か、複雑」

「本物の結婚式だって、知らない神父の前で結婚式するじゃありませんか」

「一緒にするな」

　基本的に神父は生きてるよ。

「どうしても神父が欲しかったら、あそこのお地蔵さんでいいんじゃありませんか？」

「雑だな……」

　いつもは妙な所でこだわるクセに。

「うるさいです。文句があるなら神父役を連れてきてください」

「こんな所に連れてきたら可哀かわい想そうだろ」

　反論すると、みぎりは悲しそうに顔を俯うつむけた。

「……二人の晴れ舞台を、こんな所だなんて言わないでください」

「……ごめん」

　不用意な発言だった。反省。

　神父役は自分たちでやることにした。セルフサービス。

　まぁ、この結婚式自体がセルフだけど。

「えっと、新婦入場だっけ？」

「です」

「じゃあ、いくぞ。……新婦、入場」

　呼び声に合わせて、墓地の入り口からみぎりが現れた。ゆっくりと、ヴァージンロードに見立てた舗道を歩く。

　雲間から月光が降り注ぎ、彼女を淡く照らし出した。スポットライトの下では見えない、繊細かつ優美な存在。一挙手一投足が、洗練された舞踊のようだ。

「……すげぇ」

　月並みな表現だが、ウェディングドレスが見えた気がした。

　墓地に顕現した妖精は、俺の横へと並び立つ。

　彼女は瞑めい目もくし、胸に手を当てた。

「新郎、淀よど川がわ水面みなも。貴方あなたはここにいる新婦、浦うら見みみぎりを、健やかなる時も病める時も、富める時も貧しい時も、……つ、妻として愛し、敬い、慈しむことを誓いますか？」

「ち、誓います」

　眼球だけ動かしてみぎりの様子を確認すると、薄明かりでも分かるくらい顔が紅潮していた。

　次は俺の番。努めて厳かに、噛かまないよう注意して尋ねる。

「新婦、浦うら見みみぎり。貴方あなたはここにいる新郎、淀よど川がわ水面みなもを、健やかなる時も病める時も、富める時も貧しい時も、……夫として愛し、敬い、慈しむことを誓いますか？」

「……誓います」

　みぎりは微笑して頷うなずいた。

「……」

「……」

　痛感する。結婚式における神父ってめっちゃ重要。促されないと、この流れでキスは無理。

　男の俺からいくべきなのか？　みぎりが求める大人の男性だったら、ここは────。

「こ、ここまでやれば十分でしょう。あくまで予行演習ですから」

「だ、だよな」

　あぶねぇー。セーフ。ギリギリセーフ。あと一秒遅かったらいってた。
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　こっちの気持ち（主に劣情）など露知らず、みぎりは上機嫌で俺に言う。

「では、本番もこんな感じでお願いします」

「こんな感じでいいのかよ」

「いいんです。私が満足すれば」

　こんな感じで満足なのか。変な奴やつ。

「逆に言えば、どれだけ手間をかけても、私が納得しなければ駄目ですからね」

「……善処するよ」

『手間ばかりかけても意味が無い』は、『手間をかけなくてもいい』という意味ではない。履き違えないよう、自分に言い聞かせる。

「ちなみに、新婚旅行に行くならどこがいい？」

　奥義。結婚式とハネムーンを同時にやってしまおう作戦。

　みぎりは顎に手を当てて答えた。

「静かな所がいいです。うるさいのは嫌です」

「なるほど」

「あと、疲れるのも嫌です。くつろぎたいです」

「お、おう」

「宿泊場所から動きたくないです。部屋から出なくても楽しめる場所がいいです」

「……家で良くないか？」

「良い訳ないでしょう。馬鹿なんですか？」

「そうか？　ベストアンサーじゃなかった？」

「ちゃんと考えてください」

「お前も考えろよ」

「考えてます。貴方あなたの思考能力を鍛えるために、あえて言わないんです」

　くそ。ああ言えばこう言う奴だな。

　足りない脳のう味み噌そで考えた結果、何も思いつかなかった。思い出しただけ。

「結婚してください」

「……はい？」

　みぎりはただただ困惑している。後から理由を添えた。

「いや、結婚式とハネムーンの前に、まずプロポーズだよなと思って」

　あぁ。と納得して、頬ほおを染めるみぎり。

「……お、遅すぎです。待ちくたびれましたよ」

　嘘うそつけ。さっきのは待ってた人間の反応じゃないだろ。

「……で、返事は？」

「急せかさないでください」

　怒られてしまった。大人しく返事を待つ。

「……仕方ないから、結婚してあげます。感謝してください」

　紅顔のみぎりが吐き捨てた。

　プロポーズ成功。……で、いいよね？
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　プロポーズ成功＆結婚式から二日。ちょうど四八時間後。

　俺とみぎりは、ある場所を訪れた。

「……来てしまった」

　細長い三棟の校舎。無駄に天井の高い体育館。だだっ広いグラウンド。

　みぎりの通う、正しよう蓮れん寺じ東ひがし高校。通称東高。

「思ったよりでかいな」

「総生徒数約千人です。マンモス校ですよ」

「マジか」

　こんな田舎町に、そんなに沢山の高校生がいたのか。普段はどこにいるんだ？　山の中に隠れてるのか？

　校舎の裏手にある竹林を確認。うわっ、今いたよ。絶対いた。怖っ。

「何をしているんですか？」

「……何でもない」

　恐怖を悟られまいと強がり、恐怖を紛らわすためにみぎりの装いを再確認。

　上はネイビーのブレザー。下はチェックのプリーツスカート。ショートソックスとの組み合わせが、洒しや脱だつな雰囲気を醸し出す。肩にはスクールバッグを掛けていた。

　フィアンセの制服姿。これで萌もえなきゃ男じゃない。

「似合ってるな」

　褒めたのに、みぎりは不服そうな面持ちを浮かべた。

「私、現役の高校生なんですけど」

「制服の似合わない高校生なんて、いくらでもいる」

　ああいう時、同じ服装って酷だと思う。ファッションで誤ご魔ま化かさせてほしい。

　切に願っていると、みぎりの反撃を喰くらった。

「水面みなもさんも、似合ってますよ」

「……そりゃどうも」

　俺が着ているのは、燕つばめさんの制服。念のため言っておくが、男物だ。

　そういえば、あの人スカートも持ってるらしいな。雀すずめさんに可愛かわいいと言われたくて、顔を真っ赤にしながら穿はいていたのだろうか。萌もえる。

「何をニヤニヤしているんですか？」

「いや、別に」

　別にみぎりが負けているとは言っていない。今この瞬間も萌えっぱなしだ。

　一人で勝手に萌え上がりながら、みぎりに続いて正門を通過。

　驚くほどあっさり侵入できてしまった。ダミーの監視カメラすら見当たらない。

「セキュリティ甘すぎだろ」

「盗まれて困る物がありませんからね」

　いや、あるだろ。フラスコとか、リトマス試験紙とか、メスシリンダーとか。どれもまともに使ったことないけど。

　実験器具って他に何があったかな。記憶を探りつつ、校内を進む。

　ステンレス製の靴箱。タイル張りの玄関。リノリウムの廊下。

　ありふれた光景。なのに、俺はいちいち見入ってしまった。目を逸そらせなかった。

　無意味と知りつつ、みぎりに聞いてしまう。

「……学校、楽しいか？」

「……嫌いや味みですか？」

「違うって」

　慌てて否定。みぎりは深々と嘆息した。

「貴方あなたと一緒にいるような人間が、学校生活を楽しんでいる訳ないでしょう」

　なるほど、納得。みぎりは続ける。

「テストだけ受けて、通常の授業はほとんど休んでますよ」

「お義と父うさんとお義か母あさんに、心配かけたくないんじゃなかったのか？」

「私、成績は良いんです。クラス一位です。学年でも三位ですよ。学業面で心配をかけたことは一度もありません」

　自慢げに無い胸を張るみぎり。

「へぇ。凄すごいな」

「そうでしょう。遠慮なく褒めて構いませんよ」

「超絶カワイイ。マジ天使。マイスウィートエンジェル」

「……そ、そういうのではありません」

　彼女は悔しそうに赤面した。

「指定しなかった方が悪い」

「調子に乗らないでください」

　肩を殴られたが、いつもより痛くなかった。
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　数分で教室に到着。

　やたらとワックスのかかったフローリング。くすんだ窓。等間隔に並んだ椅子と机。前方の巨大な黒板。へこんだ掃除ロッカー。

　思い出深い品物など一つも無い。なのに、どうして心を締めつけられるのだろう。例の如ごとく、存在しない思い出を勝手に作り、懐かしんでいるだけなのかもしれない。

「どうですか？」

「夜の教室も悪くないな」

「昼の教室は？」

「……ノーコメント」

　訂正。夜の教室は悪くない。好き放題できるから。

　黒板に接近。チョークを手に持つ。

「何してるんですか？」

「俺、今まで一度も黒板に文字書いたことないんだよ。だから、やってみようと思って」

　微かすかに指が震える。この程度で緊張してしまうとは情けない。

　チョークの先端を黒板の上に置き、ゆっくりと滑らせる。

　カッ、カッ、というチョークと黒板の擦こすれる音だけが、森閑とした室内に響いた。

「ははっ、変な感じ」

　図らずも笑みがこぼれた。最初に思い浮かんだ言葉を、馬鹿みたいな特大サイズで書き記す。

　背後から苦笑が聞こえた。

「こんなことで喜べるなんて、幸せですね」

「褒め言葉として受け取っておく」

「おめでたい人ですね」

「ありがとよ」

　言うと同時、お気に入りの言葉を書き終えた。

「……どうして、私の名前なんですか？」

「好きな言葉を書いただけだ。他意は無い」

「他意しかないでしょう……」

　そう言うみぎりの声から、嫌悪の感情は読み取れない。

　学校という空間で得られる喜びの総量を一〇〇としたら、今俺が感じている喜びは一にも満たない些さ細さいなものだろう。

　しかし、それで十分だ。むしろ良いことじゃないか。たかが一で、こんなに幸せを感じられるなんて。

「……もっと色々書こう」

「馬鹿なんですか？」

「今さら気付いたのか？」

「会った時から気付いてましたよ」

　マジか。あの時、そんな馬鹿丸出しのビジュアルだったかな？

「つうか、気付いてるなら聞くなよ」

「直接言うのは躊躇ためらわれたから、質問の体で伝えたんです。私の優しさです。感謝してください」

「『馬鹿なんですか？』って質問か？」

「うるさいです。口答えしないでください」

　言葉にすることを禁じられてしまった。ので、思いをチョークに乗せて文字化する。

「ちょ、ちょっと、何で私の名前ばかり書くんですか？　止やめてください」

「他の言葉が思い付かない。書きたくない」

「一丁前の芸術家を気取らないでください」

「気取ってない。ただ心の泉から湧き上がる感情を、漆黒のキャンバスへぶつけ」

「気取ってるじゃないですか」

　バレたか。心中でテヘペロ。

「日直まで私にしないでください」

「我慢しろって。俺も手伝うから」

「結構です。どうせ戦力にならないでしょう」

「ひでぇ……」

　ていうか、見くびるな。プリント配るくらい俺にだって出来る。

　文句を言おうかと思ったが、みぎりが楽しそうなので良しとしよう。

「あーあ、水面みなもさんが同じクラスだったら良かったのに」

「お前、あんまり学校来ないんだろ？　だったら同じクラスになっても無意味だろ」

「水面さんが学校で馬鹿なことをしていれば、毎日嘲あざ笑わらいに行きますよ」

　今日一番の笑顔で言い切りやがった。

「……いい性格してるよ」

「ありがとうございます」

　褒めてねぇ。気付けアホ。

　みぎりのアホが、携帯電話を取り出し、黒板に向かってフラッシュを焚たいた。

　突然の奇行。思わず尋ねる。

「……何で撮ったんだ？」

「証拠です」

「何の？」

　聞くと、彼女は顔を伏せて呟つぶやいた。

「………………貴方あなたが変態だという証拠です」

「勘弁してくれ……」

　一瞬で弱みを握られてしまった。がっくりとうなだれる。

　別に、自分の変態性が露見するのを恐れている訳ではない。そんなもの、好きなだけ言い触らせばいい。むしろ言い触らしてほしい。

　恐れているのは、記載内容の露見。

　大量の浦うら見みみぎりで埋め尽くされた黒板。その隅に、馬鹿みたいな極小サイズで『愛している』と書いたのだ。

　文字は危険だ。形に残ると、それがそのまま証拠になってしまう。よく考えると書面での告白ってハイリスクすぎるな。

　どうにか消去させる方法は無いだろうか。考えつつ凝視していると、みぎりが視線に気付いた。

「どうかしましたか？」

「な、何でもない」

　後ろめたさから、慌てて目を逸そらす。

　どうか気付きませんように。

　……けど、ちょっと気付いてほしかったりもする。
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　黒板を元通り綺き麗れいにしてから、みぎりが作ってきた弁当を食べた。

「は、はい。あーん」

「マジでやるのか？」

「往生際が悪いですよ。観念してください」

「えぇ……」

　という具合のやり取りをしながら完食。

　その後、腹ごなしに校内を散歩していると、音楽室を見つけた。

　床には毛羽だったカーペットが敷かれている。部屋の隅にはグランドピアノ。一応、安っぽいホワイトボードや埃ほこりを被かぶったスピーカーもあるが、吹奏楽や合唱に力を入れていないことは明らかだ。

　みぎりがピアノの前に置かれた椅子へ腰を下ろし、鍵盤の上に優しく手指を乗せる。

「弾けるのか？」

　問いに、彼女は旋律で答えた。長い黒髪を振り乱し、指を鍵盤の上で踊らせる様は圧巻だった。

「……弾けねぇのかよ」

　今の思わせぶりな動きは何だったんだ。

「弾ける曲もあります」

　頬ほおを膨らませたみぎりが、椅子に座り直した。

　先ほどとは打って変わり、慎重に鍵盤を叩たたく。

　主旋律のみの単調な演奏。ピアノが弾けると言っていいのか微妙なライン。

　ツギハギのメロディに耳を傾ける。

「……情じよう熱ねつの薔ば薇らか」

　ＴＨＥ　ＢＬＵＥ　ＨＥＡＲＴＳ。昔は、彼ら以外のバンドを知らなかった。

　ＣＤを買ったことは無い。昔、近所に住んでいたミュージシャンもどきが、夜中に公園で歌っていたのだ。

　他に娯楽らしい娯楽も無かったため、俺は好んで口ずさんだ。

　殴られた。母の元カレが好きだったらしい。

　それでも、母の目を盗んで歌を聴きに行き、耳を盗んで歌っていた。懐かしいな。

　気付けば、いつの間にか口が動いていた。みぎりがこちらに目線を向けてくる。

　悪いな。うるさいかもしれないけど、ちょっとだけ我慢してくれ。

　最後のサビを弾き終えて、みぎりが鍵盤から手を離す。

「意外といい声してるんですね」

「……どうも」

　ちょっと驚いた。怒られるかと思ったのに。

「他にも歌ってみてください」

「……まぁ、別にいいけど」

　みぎりは気の向くままに演奏し、俺は気の向くままに歌った。

　リンダリンダ

　ＴＲＡＩＮ‐ＴＲＡＩＮ

　終わらない歌

　１０００のバイオリン

　ロクデナシ

　未来は僕らの手の中

　旅人

　夢

　月の爆撃機

　人にやさしく

　比較的、有名な曲を選んで演奏してくれているらしい。

　次の曲が始まる。

「……え？」

　知らない曲ではない。

　曲名は、キスしてほしい。

　タイトル通り、歌詞もこっぱずかしさのオンパレードみたいな曲だ。

　みぎりの方を見やると、彼女はあからさまに目を逸そらした。

　これ、歌えってか？

　……仕方なく、口ずさむ。

　当時の俺は、この歌を母に向けて歌っていた。母のいない所で、母に向けて歌っていた。

　結果、殺されかけた。殺され損ねた。

　歌は何も解決しなかった。が、一瞬の快感を与えてくれた。刹那の幸福を与えてくれた。

　どんな快感も、永続的ではない。いつか終わる。そういう意味では、束つかの間までない快感や幸福など存在しないのかもしれない。

　それを理解した上で願う。

　この幸せよ、永遠であれ。




◇




　音楽室を後にして、再び気ままに歩き出すみぎり。

「どこ行くんだよ？」

「屋上です」

「行けるのか？」

「はい」

　へぇ、珍しいな。時代柄、学校の屋上はガードが堅いと思っていたが。

　楽しみにしていると、突然みぎりが廊下の窓を開け放った。

「は？」

　混乱する俺などお構いなしに、当たり前のような顔で屋根へ飛び乗る。

「気をつけてください。ここの道、薄いので」

「そこは道じゃない。屋根だ」

「道であり、屋根でもあります」

「違う。ただただ屋根だ」

　ていうか、道の状態を表現する時に『薄い』とは言わねぇ。

「……ここまで来たら、もう何やっても一緒か」

　深々と嘆息して、屋根に足を置いた。

「……何か、ミシミシって音が聞こえるんだけど」

「大丈夫です。壊れませんから。多分」

「多分じゃ駄目だろ……」

　壊れる可能性のある場所を歩くな。歩かせるな。

　心中で愚痴りながら、屋根っぽい道を軋きしませて進む。

「隠れてください」

「え？」

　何な故ぜ？　聞く前に、みぎりが俺を押し倒した。

　背中を強したたか打ち付けて、一瞬だけ呼吸が出来なくなる。薄い屋根から、パキリという不穏な音が聞こえた。気がした。

「何」しやがる。言い切る前に、みぎりも俺の横へ伏せた。

　彼ひ我がの距離は数センチ。慌てて目を逸そらし、沈黙を作らないよう尋ねた。

「な、何だったんだ？」

「宿直の教員です」

「……いたのかよ。宿直」

　教室とか音楽室で見つかったら、どうするつもりだったんだよ。

　数分間、そのままの体勢で息を潜める。心音がやたらとうるさい。大音量のスピーカーを胸に押し付けられているみたいだ。

　みぎりの息遣いが聞こえる。

　見ないようにすればするほど、彼女の熱を、香りを、存在を強く感じてしまう。

　瞑めい目もくして堪こらえていると、真横から物音が聞こえた。

「もう大丈夫です。早く行きましょう」

「……あぁ」

　身体からだを起こし、彼女の後を追いかける。

　早足で先を行くみぎり。ベテラン登山家のような足取りだ。

「お前、常習犯だろ」

「違います。隔かく週しゆうでしか来ていません。隔週犯です」

「隔週犯は常習犯だよ」

　危ないことはしないでほしい。けど、本気でやりたいことは応援したい。悩ましい所だ。

　屋根の上は思ったより段差が少なく、労せず屋上へ辿たどり着つけた。業者の作業員に配慮しているのかもしれない。

　アスファルトの割れ目から、ススキのような植物が生えていた。風に靡なびき、小川のせせらぎに似た音を立てる。

「……何も見えませんね」

　空は一面の曇天。星も月も飛行機も見えない。

「傘、持って来てるか？」

「はい。抜かりはありません」

　みぎりはスクールバッグから折り畳み傘を取り出し、得意げに見せてきた。とりあえず一安心。

「晴れていたら、綺き麗れいな星空が見えるんですけどね」

　やっぱ常習犯じゃねぇか。とは思っても言わない。今すべきことは他にあるから。

　携帯のモバイルライトを点灯。それを掲げて、屋上の端から端へ走り回る。

　奇異の眼まな差ざしでみぎりが聞いてきた。

「何やってるんですか？」

「流れ星」

「馬鹿なんですか？」

「だと思われる」

「潔く認めてください」

　お前にだけは言われたくない。

「願い事、しなくていいのか？」

「……仕方ないですね」

　瞑めい目もくしたみぎりが、顔の前で両手の指を組む。

　その様は、天へと祈りを捧ささげる聖女にも見えた。

　囁ささやくように、しかしはっきりと、聖女は願いを唱える。

「淀よど川がわ水面みなもさんを、殺せますように」

　浦うら見みみぎりに、殺されますように。

　心の中で、しかしはっきりと、俺は聖女に願った。




◇




　みぎりの自宅前で、いつも通り本日の総括。

「今日は合格です。楽しかったです」

「あざす」

　ちなみに、不合格を言い渡されたことは無い。割と採点は甘め。

　諸もろ々もろのダメ出しを聞き流していると、

「──約束ですよ」

　みぎりが唐突に言った。

「約束？」

「貴方あなたを殺すのは私です。姉には渡しません。絶対」

　真剣な面持ちで、彼女は断言する。

「死なないと、殺されないと、約束してください」

　真顔なのに、みぎりは泣いているように見えた。真顔で、泣いていた。

　見えない涙を拭ぬぐうため、みぎりの要求に応じる。

「……約束する。何があろうと、俺は絶対に殺されない。必ず、お前の所に戻ってくる」

　選手宣誓すると、みぎりが微笑ほほえんだ。

「おやすみなさい」

「おう、おやすみ」

　彼女が玄関の扉を閉めるまで、手を振り続けた。

　…………………………さて。




「どうして襲ってこなかったんだ？　神かみ連つれ」




◇




　乾いた声が夜気を揺さぶる。

　当然ながら、返答は無い。誰もそこにいないから？

　違う。

　あいつは、ずっといた。

　花火をしていた時は草陰から。学校の中を歩いていた時は裏手の竹林から。そして、今はそこのゴミ捨て場から。

　常に神連は俺たちを追跡し、その様子を窺うかがっていた。

「……来ないなら、こっちから行くぞ」

　踵きびすを返し、殺意を感じる方へ一直線に進む。

「俺、殺意には敏感なんだよ。母さんに殺されかけた時から、何となく人の殺意が分かるようになったんだ。多分、無意識下で殺してくれる人を探してるんだろうな」

　進行方向にはゴミ捨て場。あそこにいる。本能が告げる。

「ここ最近ずっとだよ。寝ても覚めても強烈な殺意を感じる。お前だろ？　いい近所迷惑だ」

　瞬間、ポリバケツの陰から人が飛び出した。全力疾走で逃げていく。

「待てっ！」

　勢いよく地面を蹴り、追跡を開始。

　追いかけながら考える。

　何な故ぜ、あいつは襲ってこなかった？　気付かれていることに気付いていたのか？　俺が気を抜く瞬間を、待っていたのか？

　走力だけなら、決して負けていないと思う。

　ただ、お互いに手負いの状態。スピードが出ない。超低速のデッドヒート。

　しかし、数分もすると、徐々に距離が詰まってきた。およそ八メートル。射程圏内だ。

　力を振り絞り、ペースを上げる。残り六メートル。

　腹部の傷口が開いた。力が入らなくなり、前方へ倒れそうになる。残り四メートル。

　逃がしてなるものかと、歯を食い縛り、足を前へ出した。残り二メートル。

　──ふと、違和感を覚える。

　どうして逃げる？　お前の目的は、俺の殺害だろ。もはや逃げ切れないのは明白だろ。

　だったら、体力が尽きる前に闘うべきだ。どうして逃げ続ける？

　……………………いや、違う。

　神かみ連つれの目的は、みぎりから愛を奪うことだ。

　つまり、殺す相手は俺でなくてもいいのだ。

　だとしたら、狙われるのは──。

　刹那、神連が進路を一八〇度変えた。身を捻ひねり、俺の真横をすり抜けていく。

「なっ!?」

　俺も強引に方向転換。また傷口から粘っこい血が噴き出し、気色悪い温ぬくもりを服の下に広げる。

　予想外だった。いや、疑問を抱くのが遅すぎたのか。

　先ほどまでの走りは演技。俺を走らせ、疲れさせるための芝居。

　その証拠に、現在の神連は、足が潰れても構わないと言わんばかりの見事な走りを披ひ露ろうしている。怪け我がの影響など一切感じさせない。みるみる距離が開いていく。

　軽率だった。手負いとはいえ、神連の方が軽傷。どちらに分があるかは明白。

　何度も、追いかけるのを止やめようとした。

　神連は、俺の目前でみぎりを殺そうとしている。

　逆に言うと、俺がみぎりの前にいなければ、神連は彼女を殺すことが出来ない。

　つまり、俺は神連を追いかけてはいけないのだ。神連とみぎりの前から姿を消し、まずはみぎりが殺されないようにすべきなのだ。

　なのに、足は止まってくれない。

　もし、何かの気まぐれで、神連がみぎりを殺したら。そう思うと、追いかけざるを得ない。

　みぎりの家が見えてきた。門が全開になっている。

「戸締りちゃんとしろよアホッ！」

　神かみ連つれのスピードは更に速くなった。くそ。また遠ざかる。

　彼女が門をくぐった。瞬間、

　思い切り転倒し、傷だらけの身体からだを激しく地面に叩たたきつけた。

「っが、ぁあ、ぁっっっ！」

　声にならない声で悶もん絶ぜつする神連。

「……え？」

　何が起きたか分からない。ゆっくりと門に近付き、ようやく気付いた。

　開かれた門の下部に、組くみ紐ひもが張られている。暗がりのせいで、遠目には全く見えない。興奮状態で全力疾走中の神連に、見える訳がない。

「待っていましたよ。神連姉さん」

　門の外。大きく太い柱の裏から、みぎりが姿を現した。

「みぎり……！」

　地獄の釜の奥底から響くような声で、妹の名を口にする神連。そこでようやく、まともに神連の姿を見た。

　頬ほおはこけており、顏が病的に白い。目は血走っている。たった数日で、随分と様変わりしていた。

　そんな姉から殺気を向けられても、みぎりは無表情を崩さない。

　俺は彼女に尋ねた。

「お前も、気付いてたのか？」

「当然です」

「いつから？」

「初詣の時です」

　ということは、俺より早く気付いていたのか。

　いや、俺より一歩先を読んでいた。自分が狙われる前提で、対策を講じていたのだ。

「だったら、先に言っといてくれれば」

「水面みなもさん、嘘うそを吐つくのが下手ですからね。黙っておいた方がいいと思ったんです。デート兼囮おとり作戦ですよ」

　……敵かなわないな。口の端から苦笑が漏れた。

　守るだなんて、とんでもない。みぎりは、俺なんかより遥はるかに強い。




「二人とも殺したら、二人分の愛を奪えるじゃない！　最高！」




　不意を突く咆ほう哮こう。神かみ連つれが壊れたスピーカーのように笑う。

　操り人形めいた動きで、ゆらゆら迫る神連。

　俺もゆっくりと前へ進み出た。

「水面みなもさん！」

「近付くな！」

　必死で制すると、みぎりは動きを止める。

　腹から流血している自分とみぎり。戦闘力でいえば互角かもしれないが、痛覚が無い分、俺の方が適任だろう。

　両者の距離が二メートルを切った。

「……来いよ。ファザコン」

　挑発されて、神連は薄笑いを浮かべる。

「君もみぎりも馬鹿だよね。あたしが無む理り矢や理りくっつけただけなのに、必死になっちゃってさ」

「その点に関しては死ぬほど感謝してるし、自分が馬鹿で良かったと心底思ってるよ」

「じゃあ死ねよ馬鹿」

「死ぬよ馬鹿。お前には殺されないけど」

　俺の宣言に、神連が首を捻ひねった。

「あたしに殺されるかどうかを、君が決めるのっておかしくない？」

「おかしくない」

　断言できた。

　こう死ぬと決めるのは難しいが、こう死なないと決めるのは簡単だ。

「俺が嫌な死に方ランキング一位は、お前に殺されることだ」

「じゃあ殺そ」

　ズボンの左ポケットから気軽に取り出したのは、赤黒い何かがこびりついたナイフ。

　開戦のゴングは無かった。神連は前触れなく一歩踏み込んで、左手のナイフを横に薙ないだ。

　予備動作なしの攻撃。反応が遅れて、バランスを崩してしまう。

　そこへ、今度は全力の刺突。顔だけ動かして回避する。ナイフの腹が耳じ朶だをかすめた。

　戦闘に不慣れな上、満まん身しん創そう痍い。悪条件すぎて笑える。

　右の靴を神連の顔へ飛ばし、振り払っている間に距離を取った。

　荒い呼吸音だけが響く中、神連が口を開く。

「……君とみぎりを見てると、愛なんて薄くて軽くて安っぽいものだなぁ、って思うよ。それとも、君たちの愛が薄くて軽くて安っぽいのかな」

「両方正解」

　俺達の愛は、他の愛以上に薄くて軽くて安っぽい。

　愛と呼んでいいのかすらも疑わしい。ただの共依存なのかもしれない。

　しかし、仮にそうだったとして、何か問題があるだろうか。

　こんなにも満たされているのだ。十分じゃないか。

　回答に、神かみ連つれは冷めた表情で吐き捨てた。

「そうなると、父さんの愛も、手に入らなくて良かったのかも」

「そう考えたくなる気持ち、分かるぜ。絶対に手に入らないものは、価値の無いものであってほしいもんな」

「黙れ死ね」

　爆発的に加速、接近してくる神連。

　彼女は右わき腹の辺りから、左斜め上へ向かってナイフを振り上げた。

　尋常ならざる攻撃速度。しかし、精細さには欠く。カウンターを仕掛けるのは容易だった。

　がら空きの腹部へ拳を撃ち込むと、苦鳴を漏らした神連が素早く後退。腹を押さえて、呼吸を整える。

　これまでとは明らかに異なる挙動。『父親への非難には過剰に激怒しなければならない』というプログラムが、脳内にインストールされているかのような動きだった。

　ただ、先の一撃で神連は冷静さを取り戻した。

「………………あはっ」

　空々しい笑い声。彼女にとって、ある種のスイッチなのかもしれない。

　十分の一秒で俺の眼前まで迫ると、ナイフの切っ先を眼球に突き刺そうとした。

　視認できる速度の限界。ナイフが一条の光と化し、瞼まぶたを焼き切る、

　寸前で身を引き、辛くも避よけた。

　しかし、他の器官には命令が追い付かない。体勢を維持することが出来ず、地面に倒れ込んでしまった。

　間髪入れず地を転がる。一旦、神連と距離を取るため。

　雑草でも刈るかのように、彼女は俺の命も刈り取ろうとする。起き上がる暇すら与えてくれない。

　次の瞬間、左半身に衝撃。外壁に激突したのだと気付く。

　身体からだを起こす気力も、応戦する体力も無い。逃げ場が無くなった。

「死ーねっ」

　格安サイダーみたいな清すが々すがしい笑顔で、神連は俺の顔面にナイフを突き立てようとする。

　神連が持つナイフの刃に、右手を差し出して致命傷を防いだ。

　ずぶずぷと、刃が手の中に入り込んでいく。

　そのまま手の平を貫通。薬指と中指を支える中手骨の間を抉えぐり、薄いピンクの肉を空気に晒さらした。

　意識が一気に遠のく。身体からだに穴が二つも空くと、さすがに血が足りなくなるようだ。

　狭く、ぼやけた視界。そこに飛び込んできたもの。

　神かみ連つれの左手薬指。結婚指輪。

　実の母親を殺してでも、神連が手に入れたかった物。

　確信があった訳ではない。このままだと殺されるのは時間の問題だから、状況を変えたかっただけ。藁わらにも縋すがる思い、という奴やつだ。

　指輪に、俺の左手が、触れた、瞬間。




「止やめろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉおぉぉぉぉぉぉおぉぉおぉぉぉおぉぉぉぉおぉぉぉぉぉおぉぉぉぉおぉぉぉおぉぉぉおぉぉぉぉぉおぉぉぉっっっっっっっ！」




　神連の全身が跳ねた。全ての筋肉が脊髄反射で動いたようだった。

　手に刺さったナイフを引き抜き、どうにか距離を取る。

　錯乱し、腕を振り回したせいで、神連は手指を何度も壁にぶつけている。打撲で済むような勢いではない。痛みも凄すさまじいはず。

　だが、彼女は意に介さない。割れた爪で、折れた指で、歪ゆがんだ手で、左手の指輪を庇かばう。

「あぁ！　最悪！　穢けがれた！　私と父さんの愛の結晶が！　許さない！　殺す！　目玉を抉り取って耳と鼻を削そぎ落おとして爪を剥はがして指を叩たたき潰つぶして骨を粉こな微み塵じんにして四肢を切り落として生きたまま犬に食わせてやる！」

　指輪を外して隠すという発想は無いようだ。それが自分の生命維持装置であるかのような態度。

　殺意は今までの比ではない。追尾ミサイルめいた動きで、休みなく攻撃してくる。

　確信した。止めるには、指輪を奪うしかない。

　血みどろの右手でナイフの刃を掴つかんだ。

　両者、膠こう着ちやく。俺の血液だけが静かに腕を伝い、滴したたり落ちる。

　苛いら立だった神連は、俺の手を振りほどこうとした。が、動かない。

　先ほど腕を振り回した時、ナイフが刃こぼれしたのだろう。欠けた部分が返しになり、簡単には抜けなくなっているようだ。

「あぁぁぁぁあぁぁぁああぁぁぁぁぁぁああああぁぁぁぁああああぁぁぁぁぁっっっっ！」

　グチリグチリと、ナイフを肉ごと引き剥がそうとする神連。

　一瞬だけ、指輪から意識が逸それた。

　同時に、左手で指輪を奪い取った。サイズがやや大きかったおかげで、抜き取ることが出来た。神かみ連つれのために作られた指輪ではないことが幸いした。

「いじゃがぎぃぶりおびごがああざざげじじじじずぶごをいぎじじじがごあがぢぃぐぅげ」

　神連は壊れた。言葉でも、歌でも、悲鳴でもない何かを発し、地面に伏せて暴れ回る。

　同族の崩壊。これほど、人の本能に恐怖を与える事象は稀まれだ。

　僅かに残った理性で、神連は訴える。

「……………………か、返っ……返、せせぇ……」

　最悪の電波状況での通話みたいな声で言うと、ゆっくり立ち上がり、こちらに向かってきた。

「動くな！　壊すぞ！」

　指輪を見せた途端、ぴたりと動きが止まった。

　考えて止まったようには見えなかった。脳からの指令全てが、一つの指令に遮断されたようだった。

　ひっ、ひっ、ひっ、ひっ、と浅い呼吸を繰り返している。車のアイドリングを連想させる音だ。

「ナイフを捨てろ。手が届かない場所に」

　拍子抜けするくらいあっさり、神連はナイフを手放した。人間の命を奪う道具とは思えないほど、軽い音を立てて地面に落ちる。

　その場に蹲うずくまり、彼女は呟つぶやく。

「……、指。輪を、返し、て下。さ、い」

「……」

　まだ渡すべきではない。指輪を取り戻したら、また襲ってくるかもしれない。交渉材料は手元に置いておかなければいけない。

　分かった上で、指輪を彼女の前に置いた。

　神連はそれをゆっくりと拾い上げ、静かに抱きしめた。





◇殺したガールと他殺志願者




「っおらぁっ！」

　病院のベッドに座っていた俺の胸を、燕つばめさんが全力で殴った。鈍い音と衝撃が全身に響く。

「……傷が開いたらどうするんですか」

「三日前の自分に言えアホ」

　だとよ。三日前の俺。

　神かみ連つれとの再戦から三日が過ぎた。当然のように、いつの間にか意識を失っており、目が覚めると龍たつ哉やさんの病院のベッドの上。着ているのは患者衣。セーブポイントなのかもしれない。

「このレベルの負傷者に対する仕打ちじゃないでしょう」

「黙れカス」

　このレベルの負傷者に対する物言いじゃない。もっと労いたわれ。

　願い届かず、燕さんは俺を問い詰める。

「てめぇ、死にたいのか？」

　ＹＥＳ。と答える訳にもいかず黙り込んだ。

「どうして、連絡しなかった？」

「…………出来なかったんですよ。携帯忘れて」

「アホが。ボケ。死刑にするぞ」

　燕さんが苛いら立だたしげに吐き捨てる。

　半分嘘うそ。携帯は持っていた。

　半分本当。神連の存在に気付いていながら、誰かに連絡はおろか、通報することさえ出来なかった。

　物理的に、ではない。心理的に。

　眉根を寄せた燕さんは、バリバリと頭を掻かく。

「あー、ムカつく。やっぱミギも連れてくれば良かった」

「何でですか？」




「てめぇ、ミギに叩たたかれた時はマジで痛がってただろ」




「………………あっ」

　思い出す。いくつもの痛み。

「………………………………………………そうか」

　俺は、最初に出会った時からずっと、浦うら見みみぎりを愛していたのだ。

「ってことは、一ひと目め惚ぼれかよ。恥ずかしー……」

　堪たまらず両手で顔を覆う。燕つばめさんのため息が聞こえた。

「何で気付かねぇんだよボケ」

「痛かった頃の記憶は残ってるから、本来ならどのくらいの痛みを感じていたのかが分かっちゃうんですよ。だから、痛覚があっても無くても一緒なんです」

「あらゆる記憶が曖昧なクセに、痛みの記憶だけは残ってんのか」

　失笑交じりに呟つぶやく燕さん。

「……あれ？　記憶の件、燕さんに言いましたっけ？」

「………………………………黙れカス」

　半眼の燕さんが、ジャケットのポケットから茶封筒を取り出し、顔面に投げつけてきた。このレベルの負傷者に以下略。

　包帯ぐるぐる巻きの右手で額をさすりつつ、左手で開封。

「？」

　中には、三つ折りになったＡ４のコピー紙が入っていた。燕さんから説明が入る。

「タツのジジイから預かってきた。伝達事項だとよ」

「直接渡せばいいのに」

「明日から北海道で学会発表だ。『新しい症例を見つけたから、俺の名前が医学史に残るかも』とか気持ち悪い顔でほざいてたぞ」

　顔に関しては普段通りじゃね？　とは思っても言わない。

　新しい症例とは、俺のことだろう。

　不満は無い。研究に協力しているから、俺は無料で定期検査や治療を受けることが出来るのだ。むしろ感謝。

「一緒に読みます？」

「……見ねぇ」

　そっぽを向く燕さん。罵ば詈り雑ぞう言ごんが返ってこないと不安になる。末期だな。
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　記載内容は、想像の域を出なかった。

　みぎりと一緒にいたら、愛される幸せを知ってしまう。同時に、過去の幸せが嘘うそであると、母に愛されていなかったと気付いてしまう。

　つまり、精神の崩壊が更に早まる。

　自分を含む複数人の精神科医から同様の診断結果が得られたため、報告しておく。
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　それだけだった。

　励ましの言葉も、慰めの言葉も、一切記されていなかった。

　それが逆にありがたかった。

　現在の俺に対する適切な励ましや慰めなど、この世のどこにも存在しないことを、龍たつ哉やさんは理解しているのだ。理解ゆえの報告。理解ゆえの放置。

　硬い表情の燕つばめさんに尋ねる。

「燕さんも、知ってたんですか？　架空人格のこと」

「……」

「知ってたんですね」

　対燕さん専用の超能力は失われていなかった。

　今はまだ、みぎりや義父母と同じくらい、母親を愛している。

　これが逆転した時。正しい形に戻った時が、淀よど川がわ水面みなもという人格の最期。

「……ははっ」

　己の現状に失笑してしまった。

　これが運命だと言わんばかりに、みぎりの元を去るべき理由が揃そろいすぎている。

　苛いら立だちを抑えるためか、燕さんがズボンのポケットからタバコの箱とジッポを取り出した。

「ちょっと、病室ですよ」

「それがどうした？」

　挑発的に首を傾かしげる燕さん。ため息が口の端から漏れた。

「龍哉さんに怒られても知りませんからね」

「この場にいない奴やつが、どうやって怒るんだよ？」

「戻ってきた後の話です」

「てめぇが言わなければバレねぇ」

　最低だ。この人、根が悪人なんだろうな。

　咥くわえたタバコに火を点つけて、燕さんは美う味まそうに深呼吸した。

「……タバコ、一本もらえます？」

「あ？」

「嘘うそです。冗談冗談。ジョークです」

「てめぇ、男の分際で嘘吐ついたのか？」

　舌打ち一つして、燕さんが右手を掴つかもうとしてくる。

　相手の弱点を狙った集中攻撃。戦略上は正しいが、お見舞いの態度としては最悪。

「す、すいませんでした。やっぱタバコください。お願いします」

　仕方なくタバコを一本受け取り、咥くわえる。

「クハハハッ！」

「何がおかしいんですか？」

　小馬鹿にしたような笑い方。薄目で理由を尋ねた。

「持ち方も咥え方も普通なのに、何かダセぇなぁ」

　やかましいわ。

　嘲笑しつつ、ジッポの火を俺の眼前に差し出す燕つばめさん。

「あぁ。火は大丈夫です」

「はぁ？」

「これは冗談じゃないですよ」

「……変な奴やつ」

　言い捨てて、燕さんはジッポを仕し舞まった。深く追及されなくて良かった。

　言うなれば、これはおしゃぶりみたいなものだ。精神安定剤。すなわち生命維持装置。

　生命維持装置で発がんリスク高めてたら世話ないなぁ、とか思っていると、

「……怖くねぇのか？」

「何がですか？」

「タバコ」

　言って、煙を吐き出す燕さん。

　彼女は俺の生い立ちを知っている。背中の傷も。タバコの火を押し付けられた痕があることも。

　タバコに対して、恐怖心は無いのか？　そう聞きたいのだ。

「心配してくれてるんですか？」

「ほざくなカス」

　答えになっていない。照れ隠しに人を傷つけないでくれ。

「……怖かったと思いますよ。昔は」

「怖かったかどうかも曖昧なのかよ……」

　仕方ないじゃないか。どれが本当の思い出なのか、分からないんだから。

「多分、俺の頭の中で、タバコと母さんがセットになってるんだと思います。タバコを嫌うと、母さんも嫌わなくちゃいけない。母さんが好きなら、タバコも好きじゃないといけない」

「マザコンかよ」

「カテゴリー的には」

　燕さんが顔を顰しかめた。ブラコンのクセに。

　この人と一対一で喋しやべり続けるのは疲れる。もう一人いれば丁度いいんだけど。

「……ちょっと話戻しますけど、どうしてみぎりを連れてこなかったんですか？」

「そんなもん読んだ後に、連れてこれる訳ねぇだろバカ」

　それもそうか。愚問だったな。反省。

　つまり、燕つばめさんがいる限り、ここにみぎりはやってこないという訳か。じゃあここにいる意味ないな。

「俺、出掛けてもいいですかね？」

「どこ行くつもりだ？」

「墓参りです」

「誰の墓参りだよ？」

「特に決めてません」

「はぁ？」

　お前、頭おかしいんじゃねぇの？　と燕さんは表情で貶けなしてくる。

「ただ、何となく墓を見たい気分なんです。そういう時、あるでしょ？」

「ねぇよボケ」

　あるわボケ。ボケ女。雀すずめさんの下着で色々してること、本人にバレてるからな。




◇




　燕さんから逃げるように、というか逃げるために、近所の墓地へやって来た。

　先日。みぎりと結婚式（予行演習）を行った墓地である。

　昼下がりだからか、誰もいない。夜以上に閑散としている印象。

　見知らぬ人間の墓参り。病院でいえば、見知らぬ患者のお見舞いへ行くようなものだ。頭がおかしいと思われても仕方がない。まぁ、本当におかしいんだけど。

　ぱっぱらぱーが墓地を往ゆく。

　俺は日中の墓地が好きだ。理由は二つ。

　一つ目は、生々しさを感じず、死に触れることが出来るから。

　二つ目は、基本的に、おかしな真ま似ねをする人間がいないから。

　ただ、例外もあると知った。

　墓石の前でドーナツ（チョコ系）を頬ほお張ばる、一人の女に遭遇してしまった。

　やべぇ奴やつだ。明敏な俺は即座に感づき、その場から離脱。しようとして、思おもい留とどまった。

　こいつ一人のために逃げるのは悔しい。やべぇ奴（自分）の扱いには慣れている。やってやんぞ。

　敵意を強めたせいか、やべぇ女が俺の存在に気付いた。

「おろ？」

「……は？」

　そこにいたのは、浦うら見み神かみ連つれだった。
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「お疲れん」

　包帯の巻かれた手を挙げて、神連が歩み寄ってくる。相変わらず空々しい。

　どうにか言葉を絞り出した。

「……何してる？」

「ドーナツ食べてる」

　見れば分かるわアホ。反射的に眉を顰ひそめる。

「そんな怖い顔しないでよー。何もしないって」

「信用できる訳ないだろ」

「うわっ、ひどっ」

　本気で悲しそうな顔をする神連。自分が無罪だと、本気で信じている人間の態度。

　彼女は不満げに尋ねてくる。

「殺意があるかどうか、何となく分かるんでしょ？　だったら一目瞭然じゃん？」

「……」

　確かに、殺意は感じない。が、殺意を隠すことに長たけているだけかもしれない。

「……殺意は無くても、害意はあるかもしれない。俺への殺意は無くても、みぎりへの殺意はあるかもしれない」

「屁へ理り屈くつ」

「うっせぇ」

　一万歩くらい譲って、俺を殺そうとしたことは水に流してもいい。

　ただ、みぎりを狙ったことは看過できない。死ぬまで許さない。死んでも許さない。

　怒気を押し殺し、次の質問へ。

「何で、あんな所でそんなもの食べてた？」

「そこ、お母さんのお墓なの。あたしを産んだ人のお墓」

　平然と答えて、彼女は一つの石塔を首で指し示した。

　……自分が殺した人間の墓参りをしているということか。怖っ。

「お母さんが好きだったものを、目の前で美お味いしそうに食べてやろうと思ったんだ」

　そう言った神連は、楽しそうに微笑ほほえんだ。発言に反して、魅力的な笑顔だった。

「……バカなのか？」

「何な故ぜバレた!?」

　黙れバカ。嘆息し、墓前へ移動。

「自分を殺そうとした相手と一緒にお参りするなんて、正気の沙汰じゃないね」

「自分が殺そうとした相手と一緒にお参りしてる奴やつだけには言われたくないな」

　つまり、どっちもどっち。両成敗でいいじゃない。

「大体お前、墓参りなんて柄かよ」

「今日は指輪を見せびらかしに来たの。こんな奴の墓参り、わざわざしないって」

　返事した神かみ連つれが、墓石を蹴った。

「あ、間違えた。これ知らない人の墓だ」

「おい……」

　最低だ。祟たたられればいいのに。

　こいつに然しかるべき報いを与えてください。怨霊に恐かしこみ恐かしこみ申していると、

「あたし、こいつに見せびらかせるもの、他に何も持ってないからさ」

　神連は小声で呟つぶやいた。

「……」

　指輪だけが、父親を感じられる品物。

　逆に言うと、彼女は父親から、愛を感じる贈り物を一つも貰もらっていないのだ。

　あれば、わざわざ実母から指輪を奪う必要などない。

　恐らく、彼女も俺と同じく、架空の記憶を持っている。

　だから、満足に贈り物すらしなかった父親を溺愛している。

　正直、神連を無力化するだけなら、そこを突くだけで良かった。それだけで彼女の根幹は崩れ、精神が崩壊するのだから。

　ただ、彼女から架空の思い出を取り上げるという残酷な真ま似ねが、俺には出来なかった。

　だからといって、同情なんかしないけど。

「奪った指輪を、奪われた相手に見せつける。悪趣味の極みだな」

「これ、奪った訳じゃないよ」

「嘘うそつけ」

　奪った訳じゃなかったら、どうやって手に入れたんだよ。

「本当だもん。頂戴って言ったら、びっくりするくらい簡単にくれた。『売っても大したお金にならない安物だから』だってさ」

「………………」

　そんな話、興味ねぇよ。胸中で吐き捨てた。

「──愛してるぜい」

「……」

　横目で睨にらむが、神かみ連つれには効果なし。一いち瞥べつもせず熟考している。

「うーん。君には簡単に言えるのになぁ……。何で父さんには言えなかったのかなぁ……」

「…………チッ」

　早く『なんちゃって』って言えよ。モヤモヤするんだよ。

　自らの舌打ちを合図に、踵きびすを返して歩き出した。

「まだ殺されたい？」

「あ？」

　背後からの問い。振り返らず尋ねる。

「みぎりと一緒に過ごしてるうちに、生きたくなっちゃったんじゃない？」

「馬鹿言うな」

　端的に返し、また歩き出す。

　みぎりと過ごす時間は、映画やドラマを観みている感覚に近い。

　納得できるエンディングが保証されているから、過程の全てを楽しめる。

　納得できる死エンデイングが保証されているから、余過生程の全てを楽しめる。

　いや、どっちかというと、ギャルゲーの分岐か？　どっちでもいいか。

　……もし俺に、まだ選択肢が残されているのだとしたら。

　俺は、どういうエンディングを選ぶべきだろうか？
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　その日の夜。夢を見た。

　みぎりの細い腕が、俺の首をゆっくりと絞め上げていく。

　彼女は「愛してる。愛してる。愛してる」と何度も呟つぶやく。

　あの日の母と同じように。

　首を絞められたまま、俺は彼女を抱きしめた。そっと、唇を交わした。

　意識が遠のき、感覚がぼやけて、思考がかすみ、自分と彼女の境が曖昧になり、




　目が覚めた。生きていた。つまり彼女はいなかった。
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　起きてすぐ、俺は携帯電話でみぎりにメッセージを送った。

　死ぬまでさようなら。

　それだけ。多くを語る必要は無い。

　手早く身支度を整えて、家を出た。
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　目的地は決めていない。とにかく遠くへ行く。今はそれだけでいい。

　消息を絶つと、彼女は死んでしまうだろうか。塩あん梅ばいが難しいな。

　現在、みぎりからの連絡は着信拒きよ否ひしている。非通知の電話は全て無視。

　みぎりの姿や声、動作を思い出すと、胸が焼けるように痛い。いや、本当に焼けた時もここまで痛くはなかった。錆さびだらけのやすりを極限まで熱して、胸に押し当てているみたいだ。

　これが生きるということだ。最愛の人を失うということだ。

　苦しいのは、彼女が生きているから。彼女を愛しているから。

　悲しいのは、彼女が生きているから。彼女を愛しているから。

　そう思えば耐えられた。そう思わないと耐えられなかった。

　一刻も早くここを離れなければいけない。分かっている。

　なのに、足は枯かれ葉は台だいの上に建つ、大学の非常階段へ向かっていた。

　多分、これからずっと、俺はあの思い出に縋すがって生きていくのだろう。生きていけるのだろう。死ぬまで生きてしまうのだろう。

　日中なので、学生証が無くとも棟内に侵入できた。

　数分後。重い鉄扉を開き、非常階段へ。

　眼前に、サバイバルナイフを握るみぎりが立っていた。

「……言っておきますけど、幻覚じゃありませんよ」

「……分かってるよ」

　見間違えるはずがない。

　本当は、ここへ行けば彼女に会えるのではないかと、心のどこかで期待していた。

　会いたいけど会いたくない。愛されたいけど愛されたくない。殺されたいけど殺したくない。こういうわがままが、矛盾を生んでるのかもしれないな。

　今一度、浦うら見みみぎりの姿を網膜に焼き付ける。

　髪は所々はねており、目の周りが赤く腫れている。

　悟った。俺は彼女を泣かせてしまったのだ。

　そう思っただけで、動けなくなってしまった。

「……」

　愚かだ。こんな弱い心で、脆ぜい弱じやくな覚悟で、俺は殺されようとしていたのか。

　黙り込んだ俺を、みぎりが問い詰める。

「殺されるのが怖くなったんですか？　私に殺されるのは嫌ですか？」

　違う。逆だ。お前だけに殺されたい。お前以外には殺されたくない。

　そして、お前だけには死んでほしくない。お前だけは殺したくない。

　そのためには、今ここで殺される訳にはいかない。

　ナイフを顔の前で構えるみぎり。俺は切っ先に全神経を集中させる。

　次の瞬間、彼女はナイフを床に投げ捨てた。

「……え？」

　困惑する俺に向けて、みぎりは涙声で告げる。







「殺さないから、我慢するから、一緒にいてください。お願いします」







　刹那、思考が停止した。

「……違う。俺は死にたい。お前に殺されたいんだ」

　見苦しい釈明。みぎりは納得しない。

「じゃあ、どうして逃げるんですか？」

「俺を殺したら、お前は死ぬだろ？　お前が死ぬのは嫌だ。絶対に。たとえお前がどんなに嫌だと言っても、俺はお前に生きていてほしい」

　途端、悲しげに俯うつむくみぎり。

「……だから、私の前から姿を消そうとしたんですか」

「お前が殺したい気持ちを我慢して生きていると思えば、俺も殺されたい気持ちを我慢して生きていけると思うんだ」

「ひどいです」

　彼女の眦まなじりからこぼれた雫しずくが、白い頬ほおを静かに伝う。

「貴方あなたを殺した後、貴方のいない世界で生きろと？」

「今までずっと、俺のいない世界で生きてきたじゃないか」

「生きてなんかいませんでした。死んでいなかっただけです」

　真顔で泣きじゃくるみぎりが俺を睨にらむ。

「無理です。最愛の人の死を乗り越えて生きていけるほど、私は強くありません」

　俺も、同じだ。いや、俺の方が悪質か。

　最愛の人の死を乗り越えて死ぬことさえも出来ないのだから。

　一分か、一〇分か、一時間か、長い沈黙の後に、みぎりは口を開く。

「……貴方を殺します。殺害方法も決めました」

　言って、骨ばった人差し指を俺の方へ向けた。

「貴方あなたの死因は、衰弱死です」

　殺されるつもりは無いが、想像してしまう。

　密室に監禁するのだろうか。最後の瞬間に、みぎりの存在を感じることが出来ないのは寂しいな。

「ゆっくり、じっくり、時間をかけて、老いぼれさせて、身動きが取れないようにして、殺してあげます」

「そうか。随分と気の長いやり方……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………あっ」

　驚いた俺を見て、みぎりは涙を拭ぬぐい微笑する。

　ようやく、彼女の意図に気付いた。

「……ははっ。最高だな」

「でしょう？」

　二つの乾いた笑いが混ざりあい、冷えた空気に溶けた。

「逆説的に、それ以外の方法で死ぬことは許しません。私以外の人間に殺されることも禁止です」

「あぁ。約束する。絶対に死なない。殺されない」

　死んでも生きる。死んでも殺される。

　心中で誓う俺の前まで、みぎりが近づいてきた。

「文字通り、人生を懸けた殺人です。貴方のせいで、私は人生を棒に振るんです。実質的な殺人ですよ」

「つまり俺は、最愛の人に殺される喜びと、最愛の人を殺す喜びの両方を味わえるのか」

「そうです。感謝してください」

　彼女と共に死ぬという選択。それは、精神崩壊へ自ら突き進むということだ。害か益かで語れば、間違いなく害。

　それでも構わない。心の底から、そう思えた。

　眼下の光景を眺めながら、みぎりと手を繋つなぐ。

　小さな手の平から、彼女の温ぬくもりを感じる。微かすかな脈を感じる。

　まだ生きている。まだ殺してもらえる。まだ殺せる。幸せだ。

　俺の全てを賭けて誓う。

　文字通り、この命が尽きるまで。死愛が続く限り。愛死が二人を分かつまで。

　殺愛され続けよう。殺愛し続けよう。





あとがき




　本書を手に取って頂き、誠にありがとうございます。初めまして。森もり林ばやし梢こずえです。

　実をいうと、私は高校三年生の夏まで、ライトノベルを読んだ事がありませんでした。

　深夜。試験勉強の息抜きにテレビを点つけたら、たまたま放送していたアニメが面白くて、その作品の原作小説がたまたま学校の図書室にあって、たまたま時間に余裕があったので読んでみました。

　あの時の感動と興奮は、今でも強烈に覚えています。

　こんなに面白いものが世の中に存在したのか！　と衝撃を受けました。貪むさぼるように本を読んだのは、あれが初めてでした。

　自分も、読者を感動させるような作品が書きたい。

　そんな漠然とした憧れから、見み様よう見み真ま似ねで小説を書き始めました。

　小説を読み続けて、書き続けて五年。

　あの頃は、まさか自分が留年するとは思いませんでした。ごめんなさい。

　この本を読んでいる学生の皆さんに、僭せん越えつながら言わせてもらいます。

　単位は取ろう！　授業に出よう！　マジで！

　……失礼。取り乱しました。

　せっかくなので、作品について軽く触れておきたいと思います。

『殺したガールと他殺志願者』は「生きている＝幸せ」という価値観に対する強い違和感から生まれました。

　人生にはいわゆるピーク（最も幸せな瞬間）があり、ほとんどの人間はピークに死ねません。「あの時は良かった」と、絶頂期と今のギャップに打ちのめされて死んでいきます。

　つまり、個人の幸せだけを考えれば、自分がピークだと思った瞬間に痛みも苦しみも無く死ぬのが、最も幸せなのではないかと思うのです。

　断っておきますが、私は自殺を勧めている訳ではありません。

　ただ、ふとした時に考えてしまうのです。

　──もし、死人に口があったなら。生者と同じ立場で議論できたなら。

　彼らが自分の選択を貶おとしめるとは、どうしても思えないんです。むしろ、より感情的に死を肯定すると思うんです。死んだという事実は変えることが出来ないから。

　となると、死を悼いたむ事さえ生者のエゴに思えてしまう。

　そんな気持ちが高じて、この作品を書きました。

　みぎりと水面みなも。二人の死に様生き様を、見届けて頂ければ幸いです。

　以下、謝辞。

　イラストを担当して下さったはくり先生。素敵なイラスト、本当にありがとうございます。先生には足を向けて寝る事が出来ません。お住まいとご実家が東西南北のいずれにあるか、教えて頂きたいです。いや、やっぱり大丈夫です。私が立って寝ます。

　担当編集のＳさん。右も左も分からない私を、いつも助けてくださり、ありがとうございます。Ｓさんがいなければ、この作品は完成しませんでした。これからもよろしくお願いします。もう二度と、不用意に実名は使いません。

　ＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様。第一六回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて、選考委員を務められた先生方。営業部の皆様。書店員の皆様。この本を出版するうえで関わってくださっている皆様。本当にありがとうございます。期待に応えられるよう、精一杯励みます。

　そして、この本を読んで下さった読者の皆様。ありがとうございました。これからも努力し続けますので、応援よろしくお願いします。




　ＰＳ

　父上。こんな所に書くべきことではないかもしれませんが、留年してしまい申し訳ありませんでした。四年で単位が取得できなかったのは全て私の責任です。すいません。

　必ず、今年度で卒業します。





森もり林ばやし梢こずえ
















電子書籍特典　書き下ろし短編

『淀川水面改造計画』





「どっちを穿きたいですか？」

　浦見が持つ、二種類のジーンズ。俺はおそるおそる答えた。

「……こっちだ。右の、ちょっと破けてるやつ」

「本当にセンス無いですね」

　深々とため息を吐く浦見。不正解だった模様。ちなみに、４問連続不正解中。

　選んだのは、いわゆるダメージジーンズと呼ばれる代物だ。最近はこういうのが流行ってるんじゃないのか？

　世間とのズレを自覚した俺に、彼女は追い打ちをかけてくる。

「貴方がコーディネートするくらいなら、上下ジャージの方がまだマシです」

「さっきから偉そうに言ってるけど、お前はどうなんだ？　センスあるのか？」

「貴方の目は節穴ですか？　私の服装を見れば、センスの有無は一目瞭然でしょう」

　腕組みする浦見を見て、思わず歯ぎしりしてしまった。

　腹立たしいことに、似合ってやがる。

　そんな俺の方へ、浦見が左手の味気ないジーンズを押し付けてきた。

「スタイル自体は悪くないんです。過度に飾り立てる必要はありません」

「そうは言っても、地味すぎるだろ」

　せっかく分不相応なセレクトショップへ来たのに、白と黒と灰色の服しか着ていない。

　目線で不満を訴えていると、浦見は小さく嘆息した。

「良い機会です。貴方に、お洒落の極意を教えてあげましょう」

「お洒落の極意？」

　問うと、浦見が仰々しい口調で断言する。

「まず、徹底的に個性を殺してください」

「……え？」

　予想外の発言に面食らった。彼女は続ける。

「中途半端な知識で個性を出そうとするから失敗するんです。まずは無難な格好。基本の型を覚えて下さい」

「型を覚えるためには、何から始めればいいんだ？」

「マネキンが着ている服をセットで購入してみるのは、勉強になると思いますよ」

　言って、店内に置かれたマネキンの一つを指さす浦見。

「あの手の行為は揶揄されがちですが、私は賢い選択だと思います。ファッションに敏感な店員さんのコーディネートですからね」

「へぇ。じゃあ、マネキンが着てる服も買ってみるか」

　アドバイス通り、店内の各所に置かれたマネキンを確認。

　その途中、レディースコーナーのマネキンが目に留まった。

「あれ？　あのマネキンが着てる服、お前のと同じじゃね？」

「っ！」

　肩を跳ねさせた浦見が、虚空を見つめて呟く。

「……ち、違います」

「いや、絶対そうだよ」

「絶対に違います」

「……ひょっとして、お前もマネキ」

「違います。偶然です」

　みるみるうちに、浦見の顔が赤くなっていく。慌ててフォローした。

「別に隠さなくてもいいだろ。賢い選択だと思うぜ。ファッションに敏感な店員さんのコーディネートだからな」

　二秒後。腹部を全力で殴られた。
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